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川崎　中





角川スニーカー文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　宙を舞まっていた。

　女の子の体が、だ。

　でもそれは、少女に翼つばさがあるだとか、特とく殊しゆな魔ま術じゆつがかかっているだとか、そんな素す敵てきなファンタジーではなくて、残念ながら軽トラックに突つき飛ばされたという極きわめて物理的なものだった。




　灰色に染まる六月の空は、いつにも増してじめじめとした空気でこの街を満たしていた。パラパラと降り始める小こ雨さめが次し第だいに雨あま粒つぶを大きくし、アスファルトを深い色へと変え始めている。高校につく前にびしょ濡ぬれになりたくはなかったから、傘かさのない僕は少しだけ歩ほ幅はばを広くした。

　そんなとき。

　僕の耳にどん、と、ぐしゃ、が混じったような音が届いた。とっさに振ふり返ると目に入ったのは、不思議なほど高い位置にある少女の体だった。しかし高い位置にあったのは一いつ瞬しゆんで、直後に少女は勢いよくアスファルトに叩たたきつけられた。

　そしていま、少女は僕の足元で動かなくなっている。

　少女がひかれた。

　僕の目の前で。

　安っぽい音を立てながら。

　ふとトラックを見ると、前面は大きく凹へこみ、フロントガラスはクモの巣状にひびが走っていた。アスファルトには引っ搔かいたみたいにゴムの黒い跡あとが残っている。ドライバーが勢い良くドアから飛び出してきた。

　通行人の悲鳴が上がる。

　なにこれ。

　僕はしゃがんで少女の顔を覗のぞいた。

「……生きてる？」

　小さな女の子だった。

　肌はだが雪のように白く、まぶたを閉じた表情がすごく安らかで、それは寝ね顔がおにしか見えなかった。かわいい寝顔だな、と思った。だけどすぐに、こんなときに何を考えてるんだと自分が恥はずかしくなる。

　制服を着ている。中学生か……いや、僕の妹より少し下に見えるから、私立の小学生だろうか。

　見ていたら、急に胸が苦しくなった。

　この子はきっと、あまり家から出られない子だったんだ。だからこんなに色が白くて、肉付きの薄うすい体は折れそうなほど弱々しい。

　そして、僕はそれを知った。

　少女の細い手首からは、もう脈を感じることができなかった。呼吸も止まっているみたいだ。

　どこかで雷かみなりが落ちた気がする。

　大きな雨粒がアスファルトを染める。

　きっとこの雨は、今日一日上がることはないだろう。

　ああ。

　こんなに近くにいるのに、僕はこの子になにもしてあげることができない。

　悔くやしくて、

「大だい丈じよう夫ぶだよ。すぐ救急車がくるから」

　から元気が口をついた。

　本当は知っているのに。




　この子はもう、助からない。




　だから僕は、これからこの少女がまぶたを開けた顔を見ることはないし、どんな声でしゃべるのかさえ知ることはでき──




「──は、はいっ！」




　…………。

　え？

　少女は突とつ如じよ目を見開いて、元気な返事をして跳はねるようにぴょこんと立ち上がった。

「……あの…………、えっと……」

「あ！　ごめんなさい！　急いでますのでっ！」

　ぴちゃぴちゃと足音を軽快に鳴らし、やじうまをかわすように少女は走り去ってしまった。




　え!?
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　残りの通学路を走りきり、僕は教室に到とう着ちやくした。その頃ころには大おお粒つぶの雨がなぜか噓うそのように上がり、さんさんとした太陽の日差しが窓辺に降り注いでいた。

　カバンを置いて、席に座ってみた。

　とりあえず立ってみた。

　座ってみた。

　うん。僕、まだ混乱してます。とりあえず整理しなければ。端はしの席まで歩いて、

「ねえアネさん」

　アネさんにさっきの出来事を話してみた。

　頭に鮮せん明めいな映像として残る宙を舞まう少女。死んだと思ったのに、余よ裕ゆうでピンピンしている少女。

「ねえアネさん、聞いてる？　もしかしたら宇宙人じゃないかと思うんだけど」

　地球上の脊せき椎つい動物があの衝しよう撃げきでピンピンしているなんて不可能だ。ならば、実は少女の本来の姿は巨きよ大だいなタコ的なやつで、エアバッグ並みの衝撃吸収力、という可能性はないだろうか。

　うん。

　ないですね。

　アネさんこと月つき丘おか茜あかねさんは完全な無表情だった。目め尻じりをぴくぴくさせる以外は。飴あめ細工みたいに輝かがやく金きん髪ぱつの毛先をずっといじっていて、それはきっと「宇宙人？　ありえないわよ」って感じの、彼女なりの自己表現に違ちがいない。

　確かに、タコ型宇宙人っていうのはちょっと幼よう稚ちだったかも。

「じゃ、じゃあさ、未来人って考えてみるのはどうだろう」

　少女は実はヒューマノイド。科学の粋すいを集めた未来の世界で覇は権けんを握にぎる、液体金属でできた最さい先せん端たんガール、という可能性はさっきよりマシでは……ないですね。

　アネさんは僕の話にまったく反応しなかった。というよりも、さっきからぜんぜんこっちを見てくれない。だから僕の視線の先には飴細工みたいな金髪、もとい側頭部なんだよね。

　……あれ？

　ひょっとしてアネさん、僕の存在に気づいてないのかなぁ。僕はそのへんの石ころのように、目に入っても気に留めない存在ってこと？

　どうしよう。朝から心折れそうなんだけど。

　いや。

　きっと何かの間ま違ちがいだ。だってしゃべる石ころが道みち端ばたに落ちていたら、人は嫌いやでも目を向けると思う。なにせ希少価値が半はん端ぱない。

　とにかく、もう少し粘ねばってみる。

「それかさ、超ちよう能のう力りよく者っていうのは──」

　お。

　くるり、とアネさんはこちらに振ふり向いた。ツーサイドアップにまとめられた金髪がたゆたうさまは柔やわらかで、それは飴細工とぜんぜん違った。でも、シャンプーの甘い香かおりはちょっとお菓か子しみたいだ。

　少し冷たい印象の、切れ長の目が僕を捉とらえた。いつもながら整った顔が本当に綺き麗れいで、モデルさんみたいで、このシーンを切り取ってシャンプーのＣＭに出しても違い和わ感かんがない。繊せん細さいな顔立ちと、耳元の派手なピアスがどこかアンバランスで、僕は見るたび妙みようにひきつけられるのだった。

　それにしても、超能力者説がアネさん的にはありってことなのかな。なるほど、じゃあそこんとこ、広げてみます。

「小こ早ばや川かわ」

「アネさん、最近超能力者ってちまたで増えてるらしくてね──」

「小早川真ま春はる」

　落ち着いた声こわ音ねで、アネさんは僕の名前を口にした。

　……あれ、僕のことをフルネームで呼ぶなんて珍めずらしいな。しかも、思いのほかアネさんの表情は楽しげじゃない。

　というかアネさん。女子高生がそんな、靴くつの裏に張り付いたガムを見つめるような視線で同級生を見つめるべきじゃないと思うよ？

　不意に始まったアネさんの不ふ機き嫌げんオーラを、クラスメイトは瞬しゆん時じに察知した。

「おい、小早川、これ以上はやめとけ、殺されるぞ」

「そうよ、親しき仲にも礼れい儀ぎありよ」

「小早川、しっかり敬意を払はらえよ。相手は同じ高一だけど、十七歳なんだぞ」

「というか、なに俺のアネさんに近づいてんだ！」

「アネさんは私のものよ！　近づくんじゃないわよ、変態！」

　色めき立つクラスメイトをよそに、アネさんは静かに殺気を増していた。

「小早川、あたしは朝からあんたの噓ばっかの雑音を耳にして、すごい気分悪いわ」

　友達の楽しいおしゃべりを雑音と表現しましたか……。

「噓じゃないよ、アネさん」

「いつもそう言うじゃない」

「で、でも、今回は──」

「『これから騙だましますよ』なんて言ってから噓つく詐さ欺ぎ師しなんていないのよ！」

　まったくその通りでした！

　普ふ段だんの言動のためか、アネさんは僕の言うことをぜんぜん信じてくれない。

「もういい。あたし、保健室行く」

　アネさんは立ち上がり、甘い余よ韻いんを残しつつ僕の脇わきを早足で通り過ぎた。

「キター！　アネさんの十八番おはこ、保健室登校！」

「今日も朝から授業を受ける気ゼロなのね！」

「もはや保健室が第二の家と言っても過言ではないわ」

「僕も勇気さえあれば、隣となりのベッドでサボることができるのに！」

「うっさいわよ」

「「「「　ごめんなさーい！　」」」」

　アネさんの保健室登校は、もはやうちのクラスの名物だ。

　颯さつ爽そうと教室の扉とびらをくぐる背中に、みんななぜか羨せん望ぼうの眼まな差ざしを向ける。いや、ただ授業をサボるために保健室行く人に憧あこがれるって、どうなの？

　それにしても。

　今日のアネさんは本当に不機嫌だった。どうしたんだろう。

　まぁ、基本的にアネさんはいつも不機嫌な気もするが。

「なあ、青あお山やま」

　僕は後ろの席で読書していた友人──青山に訊たずねてみることにした。青山は意外と良いことを言うで有名だ。

「アネさん、なにかあったのかなぁ？」

　青山はゆっくりと本を置いて、軽くため息をついた。

「小早川。おまえ、もう月丘に他ほかの女の話するの、やめろ。つくり話でもだ」

　え？

「青山……僕生まれてからこの方、つくり話なんてしたことないよ？　正直すぎる自分が怖こわいくらいだよ、ホント。もう怖すぎて毎日おねしょするレベル」

「それがつくり話じゃないとすれば、確かに怖いな……いや、おぞましいな」

　なんて会話を、クラスメイトはバッチリ聞いている。

「きゃー、青山くんがしゃべってるー!!」

「今日も声が渋しぶいぜ」

「青山くん、どうして会話の相手がそこの変態なの！」

「ま、まさか二人は、そういう関係!?」

「でも、青山くんならそれもありかも……」

　青山はイケメンとしても有名だから、みんなの注目の的だ。

　というかうちのクラス、ミーハー集まり過ぎてないですかね？




　まあ、なんにでも盛り上がれるっていうのは幸せなことだと思うよ。

　だからそのミーハー根こん性じようはこれからも大切にして欲しい。

　でもさ。

「今日はうちのクラスに新しい仲間が加わることになりました」

「うぉー！！！」

「転校生って、いわゆる、あの、転校生ですか!?」

「うそだろ！　転校生だけは絶対にやってこないと思っていたのに！　絶対にやってこないと確信していたのに！」

「そこまでかたくなに思い込ませる根こん拠きよはなんなの？」

「せんせー。転校生は男子ですか!?　女子ですか!?　それとも……第三の可能性ですかね？」

　ガチイベントが起こったときの、校舎を震ふるわすほどの狂きよう騒そうはちょっと自重したほうがいいかもしれないね。もっとも、最初の「うぉー！！！」は僕なわけだが。

「では入ってください」

　転校生はいそいそと教室に入ってきた。

「きゃーかわいいー！」

「そして小動物的だ」

「女の子だ！　女の子だ！」

「でもなんでジャージ？」

　照れたように俯うつむいてしまう少女は、とても小さな子だった。誰だれかが言ったように、本当に小動物的なたたずまいだ。おかっぱというかボブカットというか、そんな感じの髪かみが歩くたびにぴょこぴょこしてる。

　でもなんでジャージ？

　明らかにサイズの合っていないぶかぶかのジャージが彼女のちんまりした感じを際きわ立だたせている。

　担任に促うながされるまま早足で入ってきた彼女は。

「きゃっ」

　教きよう壇だんにつまずいて、転んだ。

　一いつ瞬しゆん教室がしんとしたが、彼女は即そく座ざに立ち上がった。

「な、なんでもないですっ」

　つぶやいて、視線を床ゆかに落としてさくらんぼみたいに顔を真まっ赤かに染めている。

　……アリだ！

　いや、アリどころじゃないすごくいいよ。

　だって単純に手を貸してあげたくなったし。

　そう思ったのはおそらく僕だけではなく、周りのアホ男子どももきっとそうだ。だって明らかにニヤニヤしている。

　僕はなんとなく青山のことが気になった。いつも冷静なイケメンは、このどんくさい転校生をどう感じているのだろうか。

　後ろの席を振り返り、青山の表情を確かめた。

　お、さすがだ。

　こんな状じよう況きようであってもいつもの真面目まじめな表情を崩くずさない。

　僕は一応青山に訊ねてみた。

「青山……アリだと思う？」
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「ああ、アリだ」

　うわ……通じた。

「青山……なんでジャージなんだろう」

「知るか」

　それはともかく、僕は再び転校生に視線を戻もどした。彼女は精せい一いつ杯ぱい背せ伸のびして、黒板に向かっていた。

　そして「星ほし空ぞらゆずき」と書いた。お手本みたいな楷かい書しよだった。

「み、みなさん。はじめまして。わ、私は、『星空ゆずき』っていいます。親の仕事の都合で、変な時期ですが昨日から日向ひなた市に住むことになりました。ふ、不ふつ束つか者ものですが、よろしくお願いしますっ。ちなみにジャージなのは、朝の雨で制服が濡ぬれちゃったので、先生からお借りしましたっ」

　そうですか。

　振り返って挨あい拶さつをする星空さんを見て、なんだか小学生みたいだな、と思った。

　そしてちょうどこんな顔をした小学生を、僕は見たことある気がした。

　それもかなり近い過去、てゆーか今け朝さ。

　凄せい惨さんな事故現場。

　トラックにひかれた少女。

　トラックにひかれたにもかかわらずピンピンしていた少女。




「あああ！！！」




　僕はそれに気づいたとき、反射的に立ち上がり声を上げていたのだった。あれ、でも朝は別の学校の制服を着ていたような……ああ、前の学校のか！

「わっ。急にどうしたんだよ小早川。口をぱくぱくさせて」

「金魚みたいだ」

「でも金魚と違ちがって観賞には向かないわね……」

「ただ水中に沈しずめてやりたい的な意味では金魚に通ずるものがあるよ」

「星空さん、気をつけて！　あなたは転校したばかりで知らないだろうけど、この小早川っていう男は、変態なのよ！」

「そのうえ噓うそつきだわ！」

　どうでもいいけど、うちのクラスの面々は僕に対して厳しいですね！

　星空さんも僕の存在を思い出したようで、「あああっ」と声を上げこちらを指差した。

　そんな様子が、

「なになに、二人はどういう関係!?」

　クラスメイトの好こう奇き心しんに火をつけるのは当然だった。

「……実はさ」

　答えようとしたが、さて僕らの関係はなんだろう、と思った矢先、

「ま、まったく関係ないです。はじめましての関係ですよっ!!」

　星空さんは言い切った。

　いやいや、そうだとしたら過か剰じよう反応だよ。そんな反応だと、逆に知り合いだって言ってるようなもんでしょ。

　しかし、

「な、なーんだ。よかった」

「そ、そうだよな。そこの変態と、こんなかわいい子が知り合いなはずないもんな」

「そうね。出会うことさえそこの変態にはもったいないわね」

「星空さん、もう一度言うけど、その男にだけは近づいちゃダメだから」

　うちのクラスの面々は信じたみたいだ。

　割と素す直なおだね。

　ほんと、怪あやしい男から高額な壺つぼとか売りつけられないように気をつけて欲しい。

　なんてみんなのことを心配しながらも、僕は転校生のことが気になった。

　星空さんは軽トラックにひかれてもピンピンしている少女──ピンピン少女であるのは間ま違ちがいない。そもそも朝の雨はすぐ上がったんだ。だから着き替がえる必要があるほど濡れるはずがない。着替えたのは地面を転がって泥どろだらけになったからだ。それ以前に、彼女の動どう揺ようぶりを見れば彼女がピンピン少女なのは明らかなんだけどね。

　僕は不思議な少女のことがもっと知りたくなった。いろいろ話を聞いてみたい、と思った。

　しかしホームルームの後、転校初日の星空さんはまるで浮うわ気き報道された芸能人のように囲み取材を受けているので、簡単には近づけない。





　Ｑ．どこからきたんですか？

　Ａ．こ、木こ陰かげ市ですっ！




　Ｑ．どうしてこんな時期に転校を？

　Ａ．親の都合です！　ほ、ホントですっ！




　Ｑ．好きな食べ物は？

　Ａ．なんでも食べますよっ！




　Ｑ．彼氏はいますか？

　Ａ．いませんし、作る気もありません！　私は独り寂さびしく死んでゆきますっ！




　Ｑ．そう言わずに。俺なんてどうですか？

　Ａ．丁てい重ちようにお断りさせていただきます。






　玉ぎよく砕さいした人、ドンマイ。

　僕もその輪に加わって、こっそり質問を投げかけてみた。





　Ｑ．僕たち、出会ったことありますよね？

　Ａ．………………っ！






　硬こう直ちよくした星空さん。

　突とつ然ぜんいきり立つ周りの皆みなさん。





　Ａ．なによその質問！　ナンパなの!?

　Ａ．近寄らないでよ、変態！

　Ａ．あんたと星空さんは、今世で出会う運命にないわ。いま見えてるのは幻まぼろしよ。

　Ａ．星空さんは俺のものだ！　確かにお断りはされたが、雑ならばともかく丁重だったんだからまだチャンスあるだろ！　お願い！　あるって言って！






　そんな感じで、僕の質問はことごとく関係のないクラスメイトに回答された。だから、星空さんの正体を確かめることはできなかった。けれど、話を聞いているとやっぱり星空さんは普ふ通つうじゃないんだな、と思った。

　だって、彼女の受け答えはけっこう変だ。まず僕は、独り寂しく死んでゆくなんてことを言う同級生女子に会ったことない。

　それ以上に不思議なのは、木陰市が、この学校のある日向市のすぐ隣となりってこと。普通はさ、親の都合で転校ってことは、親が離り婚こんした、とか、転勤になった、とかそういうことでしょ。それならさ、引っ越こすから転校することになるんだと思うんだ。引っ越していままでの高校の場所へ通いづらくなるから転校するのに、すぐ近くなのはどう考えてもおかしいよ。

　でも、クラスメイトはそんなこと気にしてないみたいだった。まあ、それはしかたないかもね。だってみんなは、星空さんが軽トラックにひかれてもピンピンしている奇き特とくな少女だということを知らないんだから。




　ずっと観察していたのだが、星空さんの正体を暴あばくことはできなかった。

　ということで下校時刻を迎むかえ、僕は今日も元気に同好会活動だ。

「ぎゃー、変態よー！」

「こっち見ないでよ、気持ち悪い」

「ち、近寄らないで！　私、まだ妊にん娠しんしたくない!!」

　いや、近づくだけで妊娠させる能力なんてあるわけないんだけど……。

　僕は校門のそばでフグのマスコットキャラの描えがかれたプラカードを持ちながら「抱だき合いましょー。僕と抱き合いましょー」と歩きまわる。いや、これガチで同好会活動なんだよ？

　そして、いつものように全身で罵ば倒とうを受けるのだ。

　そう、いつものように。

　だから僕、慣れてるんだよね。ほんと。もうまったく罵倒されても気にならない。もともと精神的にも強いほうだし、これくらいのことでへこたれるようでは人生なんてやっていけない。逆に罵倒されるのが快感になってきたくらいだ。だからみんなに言ってあげたい。罵倒してくれてアリガトウ──

「あらあらー、小早川星せい人じんはまた泣いているの？」

「まさか！！！」

　とっさに視線を向けた先にいるのは『抱ほう擁ようの会』会長──一いち条じよう芹せり葉は先せん輩ぱいだ。縦ロールのふわふわヘアが今日もどこか高級感ただよってる。

「芹葉先輩！　僕が泣くわけないじゃないですか！　はっきり言って僕、生まれてからこの日まで泣いたことなんてないですから！　ホント。だから生まれた瞬しゆん間かんなんて医者と両親が本気でビビってましたし、僕が大切にとっておいたプリンを妹に食べられたときだって泣かなかったんですよ！」

「プリンの話必要だったのかしらー」

　芹葉先輩は胸を抱かかえるように腕うでを組み、お辞じ儀ぎのように腰こしを折って僕の斜ななめ下から笑いかける。

　ただ、実際問題。

「芹葉先輩……実は……」

「何かしらー小早川星人」

　毎日のように同世代の女子に罵倒されるのは心に突つき刺ささるものがあるのです。

「僕、今日をもって同好会の除じよ籍せきを考えておりまして」

「あーあーあーきーこーえーなーい」

　芹葉先輩は自分の両耳を縦ロールごとはふはふ叩たたいている。

　うん。都合の悪い言葉は先輩に届かないようにできてるんだよね。

　僕の所属する同好会は、名を『抱擁の会』といった。他人と自由に抱き合うことを目的としたフグのマークの集団だ。人は人と抱き合うことで、素す敵てきな何かが生まれるとか。

　はっきり言ってまったく意味はわからないが、しかしそういう活動がアメリカでは『フリー・ハグズ』という名で普通にあるらしい。芹葉先輩はアメリカ旅行中その活動を知り、感かん銘めいを受けたようで、同好会を立ち上げるまでに至った。そして、なぜか僕は強制参加させられている。

　会員は女子ばかり。僕は唯ゆい一いつの男子会員なので、高校中の生徒から変態扱あつかいされている。正直、それは仕方がない。僕も逆の立場だったら変態扱いするよきっと。

　だからさ。

「芹葉先輩。この活動って、僕にとって苦行でしかないんですけど……」

「あらー、人と人が抱き合うっていうのは素す晴ばらしいことなのよー」

　そう言うと、先輩は近づいてきた女子をぎゅっと抱きしめた。

「芹葉ちゃーん」

「なるみちゃーん」

　ところで、芹葉先輩はとても巨きよ乳にゆうだ。だから強く抱きつくと、メロンとすら形容できるそれはしかし柔やわらかさだけはメロンとは異なるようで、互たがいの体に挟はさまれてむにゅっとこぼれそうになる。

　それはもう素晴らしい光景だ。

「抱き合うって素晴らしいわよね」

　先輩が訊たずねると、なるみちゃんと呼ばれた女の子は高らかに答えた。

「うん！」

　見た目には素晴らしい儀ぎ式しき──あえて儀式と呼ぼう──が終わると、なるみちゃんは顔を赤らめて嬉うれしそうに去っていった。

「小早川星人」

「な、なんですか？」

「ね」

　言ったでしょ。抱き合うと幸せになるのよー。というニュアンスを含ふくんだ「ね」だった。ドヤ顔だった。

　まあ、ね。確かに、抱き合うとどこか安心するとか、そういうのはあると思う。それはわかるんですよ。

　ただ、抱き合う前に拒きよ絶ぜつされる僕はそこまで辿たどりつけないんですよね！

　だから、この活動はほんとうに辛つらい。だって、拒絶されるためにウロウロしているようなものだ。

　そう思うと、僕の足は重くなる。

「どうしたのー小早川星人。……ひょっとして、芹葉の言うことを信じてないのー？　芹葉……かなしい……」

　足が止まると、芹葉先輩は両手で顔を覆おおっておえつを上げていた。

　僕が言うのも何だけど、芹葉先輩……噓うそくせぇ！　この人、学園では天然で通っているのだけど、少なくとも僕にはまったくそうは見えなかった。

　そして噓泣きだったとしても、彼女を泣かせてはいけない。

「あの変態野や郎ろう、芹葉様を泣かせてるぞ」

「殺そうか」

「ああ、殺そう」

　芹葉先輩は抜ばつ群ぐんにかわいくて、お嬢じよう様さまで、そして巨乳だ。

　だから、なにやら一条芹葉ファンクラブなるものができていて、クラブのいかつい面々が木こ陰かげから活動をいつも覗のぞいている。ちなみに彼らは芹葉先輩に抱きつこうとはしない。内容はよく知らないが、紳しん士し協定なるものがあるらしい。

「小早川星人が活動してくれないと、芹葉、芹葉……」

「ご自由に抱きついてくださーい、無料ですよー」

　僕が即そく座ざに全力で活動すると、芹葉先輩は満足気な表情を浮うかべた。

　よかった。

　でも、

「ぎゃー、変態よー！」

「こっち見ないでよ、気持ち悪い」

「ち、近寄らないで！　私、まだ妊娠したくない!!」

　こうして僕の変態としての悪名が、日々蓄ちく積せきされてゆくのだ！




「あらーあの子、初めて見る子ねー。かわいい」

　芹葉先輩が見つけたのはピンピン少女──星空さんだった。

「ちょっと勧かん誘ゆうしてくるわー」

　芹葉先輩は小走りで星空さんに近づいた。そして両手を広げて抱きつこうとしたとき。

　僕は、見み逃のがさなかった。

　星空さんのマジ拒絶顔を。

　彼女に届こうとする芹葉先輩の腕。

「きゃっ」

　瞬しゆん時じに反応し、軽快なスウェーでかわす星空さん。芹葉先輩の両りよう腕うでは無情にも空を切った。

「あらー」

　そして星空さんは踵きびすを返し、芹葉先輩に捕つかまることなく全力ダッシュ。小さな彼女の後ろ姿はすぐに見えなくなった。

　芹葉先輩はとぼとぼと戻もどってきた。

「小早川星人……芹葉、もしかして拒絶されたの？　ねえ。芹葉はひょっとして、あのかわいい星人に避さけられた星人？」

　芹葉先輩は泣きそうな顔をした。芹葉先輩はいつも拒絶なんてされないから、ちょっと傷ついたのかも。

「違ちがうと思いますよ芹葉先輩。僕聞いたことあります。遠い宇宙では、踵を返して全力ダッシュは愛情表現の一つらしいですよ。僕もそういう対応よくされるんですけど、きっと彼女たちは宇宙の文化に精通しているのでしょう」

　僕は笑いかけたのだけど、芹葉先輩は自分を抱く腕をきつくして、表情はいっそう悲しげになった。

「……小早川星人はいつもそうやって自分を慰なぐさめているのねー」

　あれ？

　慰めたのに、すごい哀あわれみの表情向けられた!!

「いやいや芹葉先輩。僕は他人を慰めることはあっても、自分を慰めることなんてしないですよ？」

「そういうことにしておくわー」

「いま僕、ものすごくもやもやしたんですけど、どうしてでしょう」

「小早川星人だって人間だものねー。そういうこともあるわー」

　なんだかすごくややこしい言い回しですね。

　ところで、星人といえば。

「芹葉先輩。タコのように弾だん力りよく性ゆたかで、軽トラックにひかれてもピンピンしている人型宇宙人っていると思います？」

「宇宙のどこかにはいるんじゃないかしらー」

「いや、地球上での話なんですが」

「いないんじゃないかしらねー」

　ですよねー。

「軽トラックにひかれてもピンピンしている人間のような生き物なんて、やっぱり地球上には存在しないですかね……」

　ピンピン少女──星空さんのことを思い出しつつ、僕はつぶやいた。

　すると、

「それはどうかしらねー」

　芹葉先輩は意外にも乗ってきた。

「と、いいますと？」

「ほらー、このまえテレビで特集されてたでしょー。最近の子供たちの中に、変な特とく殊しゆ能力を持つ子がいるとかいないとかー。今ではそういう子たちを集めた施し設せつがあるのでしょー。その中の子ならー」

　確か先週の水曜にやってた番組だ。

　ネットでは安っぽい手品だとさんざん叩かれたようだったが。

「いやいや僕、あの施設出身ですけど、軽トラックにひかれてピンピンしてるのは無理ですよ。達成可能なのは軽トラックにひかれるところまでです」

　そしてジ・エンドですね。

「あらあらー。じゃああれはどうかしらー。このあいだドイツの大学で開発されたヒューマノイド。あれはもう人間そっくりらしいわー。ロボットなら軽トラックにひかれてもピンピンしてるかもしれないわねー」

　それも確かテレビの特集だ。芹葉先せん輩ぱい、テレビっ子ですね。

　でも。

「無理ですね。僕、ミュンヘン大学の研究員ですけど、あれは人間に似せているだけで、耐たい久きゆう性はまったく考えてません」

「小早川星人は波は瀾らん万ばん丈じような人生を送っている星人なのねー」

　にこにこしながら僕の明らかな噓混じりの話に付き合ってくれる芹葉先輩は、本当に優やさしいと思う。

　ところで。

「まえから気になってたんですけど、その『星人』って呼び方なんなんですか？」

　言ったとたん、芹葉先輩の表情が陰かげった。

「小早川星人」

「は、はい」

「人間っていうのはね、みんな似ているように見えて、実は全然違う生き物なの。だから、他人はまったく別の星からきたまったく別の生き物だと思って接しないと、後で痛い目にあうのよ！」

　意外と深い意味、あったんですね！




　翌日の学校。

　星空さんへの質問大会はいぜん続いていた。気づいたのだけれど、星空さんは話すときも話を聞くときも、相手の目をまっすぐ見る。だから、囲まれて話すとき、みんなの顔を見ようとせわしく視線を変えることになる。それに、適当な質問にもきっちり答えようとする。

　矢や継つぎ早の受け答えに、なんだか疲つかれて見えるよ。残念ながらクラスメイトたちはぜんぜん楽しそうなので、この調子だとまだ何日か続くかも。

　そして、それが終わったとしてもまだ気は抜ぬけないんだよ星空さん。ピンピン少女の秘密を暴あばくため、僕が立ち上がるんだからね……ふふふ、はははは、はっはっは

「小早川」

「ふは急になんだよアネさぁん！！！」

　胸をぴんとはるアネさんは、いつもとても姿勢がいい。でもそれだけに、すこしあごを上げて不ふ機き嫌げんな表情をすると謙けん虚きよさが足りない人に見えるから注意してくださいね！

「さっきからあんた、ずっとあの転校生のこと見てんのね」

「……ああ、アネさんは僕が星空さんを見ているように見えたんだね」

「見えたわよ」

　……まあ、見てたしね。だからなんだという話ではないが。

「なんなの。ああいうちっちゃい子が好きなの？」

　おお、飛ひ躍やくきた。

「好きっていうかアネさん。これ昨日の朝も話したんだけど、あの子、あれなんだよね。軽トラックにひかれたのにピンピンしてる女の子」

「その話、面おも白しろくないわよ」

「いや面白い面白くないじゃなくて──」

「そんな噓うそではぐらかせると思ってんの!?」

　うわっ、びっくりした。

「いやいやはぐらかすって、なにをさ」

　僕はなんだかよくわからなかったが、しかし事実としてアネさんの声は大きくなった。

　そういうふうにアネさんの気が立っていることに、クラスメイトは楽しそうに食いつくようだ。

「小早川、もうそれ以上アネさんを刺し激げきしちゃダメだ！」

「そうよ！　殺されるわ！　相手は教師を半殺しにした結果、留年させられた経験を持つあのアネさんなのよ！　教師だから半殺しですんだものの、小早川……あんたが相手だったら……」

「アレ……でも、小早川が殺されるってことは、この学園から変質者が一人消えるってこと？」

「それ、僕たち的に正解では？」

「みんな、アネさんを刺激するんだ！」

「小早川は昨日からずっと星空さんのこと気にしてましたよ！　おそらく、ロリコンなのでしょう」

「アネさんのことなんて、まったく気にかけていないご様子でした！　恐おそれ多くも」

「あんたたち黙だまんなさいよ！」

「「「「「「　ごめんなさーい！　」」」」」」




　こうしてアネさんが今日も不機嫌であることが確定した。

　でも、アネさんはかろうじて保健室には行かなかった。今日のアネさんはなんだか不安定みたいで、怒おこったと思ったら、次の瞬しゆん間かんには寂さびしそうな表情になったり。揺ゆれ動く表情の中で瞳ひとみだけがずっとうるうるしていた。

　そのあと教室移動中の休み時間、アネさんはくちびるをつんと突つき出す拗すねた表情でこう言ったんだ。

「みんな馬ば鹿かにしてるわ。アネさんアネさんって。年上がなんだって言うのよ」

　実際問題、アネさんは本当に高一にして十七歳だ。だから、教師を半殺しにして留年したとか、いろいろ言われることもある。

　僕はあんまり、アネさんのこういう顔が見たくない。

「違うよアネさん。アネさんはお姉さんっていう意味じゃないよ。アカネさん、の略だよ」

「小早川は噓ばっかり。そんなわけないじゃん」

　アネさんの言葉は語ご尾びが消え入りそうだった。しゅんとして、視線はずっと下を向いたまま。

　でも、アネさんは不意に瞳だけ僕の方に向けた。その表情が妙みように上うわ目め遣づかいで、よく見ると頰ほおが赤く染まっていた。一つ歳上のアネさんだけど、まるで小さな子どもがおねだりしているように見えた。

「……本当にそう思ってる？」

　高校に上がって、いつの間にかアネさんはアネさんって呼ばれるようになってた。いまとなってはその由来なんてわからない。

　わからないことは、都合のいい解かい釈しやくをしてしまえばいい。誰だれが不幸になることでもないしね。

「当たり前だよアネさん。男子なんて特にさ、『アカネ』って下の名前で呼ぶのはちょっと恥はずかしいんだよ。でも、苗みよう字じで呼ぶのはなんだか寂しい。だけど、『アネさん』ならあんまり恥ずかしくないし、親しい感じがするだろ。みんな、アネさんと仲良くなりたいんだよ」

　そう言えば、元気になってくれるかな、と思った。

　でも、

「小早川……」

　アネさんの表情は晴れなかった。もっと別の言葉を選べばよかったかな、なんて後こう悔かいがもう始まる。

　アネさんはうつむき気味の顔を上げ、めずらしくまっすぐ僕を見た。

「……小早川は……寂しかったんだね……」

「……え？」

「だって、みんなから苗字で呼ばれて、かわいそう……。あたし、気づかなくてごめんね」

　あれ？

　なんか同情されてる！

「いや、アネさん……僕は別に……そんなことまったく気にしてないんだけど……」

「ううん、あたし知ってるもん。小早川は噓つきよ。気にしてないなんて噓」

「いやいや、ホントぜんぜん気にしてないから」

「いいのよ。こんなことで意地はんなくても。あたしには素す直なおになんなさいよ」

「いまの僕は僕史上に残るくらい稀まれに見る素直さを誇ほこってます」

「小早川のいじっぱり。案外かわいいとこあるじゃん」

「なんだかすごく不本意だよ」

「こ……小早川……」

　急に、アネさんの声が小さくなった。

「あの……て、提案なんだけど……」

　よく見ると、さっきよりさらにアネさんの顔が赤い気がする。

「どうしたの？　アネさん」

「あの……よかったら、なんだけど……ほんとに、よかったらなんだけどね……」

「なんだよアネさん。もっと大きな声でしゃべってよ」

「あの……えっと……そんなに寂しいなら、あたしがあんたのこと、ま、真春って、下の名前で──」

　そのとき、僕は珍めずらしく一人でいる星空さんを見つけた。

　これは、ピンピン少女を調査する千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスだ！

「あ、星空さーん」

「……呼ん……で」

「あ、アネさん、ちょっと待っててね。僕、星空さんに聞いてみたいことがあって──」

　と、僕の頰に衝しよう撃げきが走り、同時に一いつ瞬しゆん視界が白くなった。

「……な、何するのさ、アネさん！　急に叩たたくなんて！」

「もう知らない！」

　と、突とつ如じよ声の大きくなったアネさんは肩かたを怒いからせながら先へ先へと行ってしまった。

　なんだよ……。まぁ、アネさんの不機嫌はいつものことかもしれないけどね。

　しかし、それよりも今はピンピン少女の調査だ！

「星空さん、僕、星空さんに聞きたいことがあるんだけど」

「きゃっ！　は、話しかけないでください！」

　……え？

　なにこれ。僕、いきなり星空さんにこんな嫌きらわれてるわけ!?

　星空さんはピョコピョコ先へ先へといってしまった。なんだか今日はみんな僕を取り残し、一歩先へと行くみたいだ。

　しかたないので僕もさっさと美術室に向かう。それにしてもどうして僕、まだ出会って二日目の星空さんにこんなに嫌われてるんだろう。けっこう凹へこむ。

　美術室に僕が到とう着ちやくしたとき、すでに着席していた青山にこの現象について訊たずねてみた。

　青山は良質なアドバイザーとして有名だ。

「どうして僕いきなり嫌われてるわけ？」

「おまえ、変態で有名だぞ」

　なるほどね！




　なんて一瞬納なつ得とくしかけたのだけれど、それは間ま違ちがっているのかもしれない、と僕は日々の生活を送る中で思い直すようになる。

　というのも、一週間経たっても二週間経っても、星空さんに友達ができなかったからだ。転校生という物もの珍めずらしさが消え、彼女を囲む質問大会はいつのまにかなくなった。なくなったら、彼女の近くに残っている人は誰もいなくなった。

　避さけていたのだ。

　星空さんが。クラスのみんなを。

　いや、もしかしたら学校の全員かもしれない。

　たとえば星空さんは、けっして『抱ほう擁ようの会』の面々には近づかなかった。芹葉先せん輩ぱいは彼女と仲良くなろうとあらためて同好会の意義を伝え、彼女に抱だきつこうとしたがこれを拒きよ絶ぜつ。

　またある日、クラスの女の子が彼女と手を繫つなごうとしたらこれを拒絶。

　またまたある日、隣となりの席の男子が星空さんの落とした消しゴムを拾ってあげようと手を伸のばした。その瞬間、星空さんは「拾わなくていいですっ」と声を上げた。

　体育はいつも体の調子が悪いと言って見学し、家庭科の調理実習なんかは隅すみっこで見ているばかりで、よく先生から注意を受けていた。

　クラスのみんなはそんな星空さんの行動を、グループ活動を強制されるのが嫌いやに違ちがいないんだ、と理解した。

「なんで私たちを避けるのかな」

「独りが好きなんじゃない？」

「寂しいけど、あんまり話しかけちゃ悪いのかも」

「私たちと仲良くなりたくないのね……」

　こうして、星空さんは独りになった。




　なんだか変な感じ。

　でも、見方を変えればこれはピンピン少女の正体を突き止めるチャンスだよね。周りに誰もいないから、すごい話しかけやすいわけですよ！




「星空さーん。ねえ星空さーん」

「こ、こないでくださいっ！」




「あ、星空さん、聞きたいことがあるんだけど」

「近づかないでくださいっ！」




「星空さん、僕、近づいただけで他人を妊にん娠しんさせる能力とか、持ってないからね」

「な、なに言ってるんですかっ」




「あーやば、財さい布ふ忘れた！　星空さん、お金かして！」

「え！　それ私に頼たのむんですかっ!?」




「星空さーん」

「……もう……私に関かかわるのはやめてください……」




　ねぇ星空さん。

　僕はさ、最初からわかってたんだよ。僕は噓うそつきだからさ、人の噓だって多少気づくんだ。

　キミは、クラスメイトを拒絶している。自分からだ。

　なのに。

　自分から人を拒絶してるのに、どうしてキミはそんなに悲しそうな顔をするのかな。

　拒絶なんてさ。

　噓なんだろ？




　しかし、噓をついている気はしても、どうして噓をついてるのかはわからない。

「軽トラックにひかれてピンピンしている人間って、どんな人なんですかねー」

　けっきょく、手がかりはそこにあると思った。

　同好会の最中、僕は芹葉先輩にあらためて聞いてみた。

「あらあらー。やっぱり芹葉は、超ちよう能のう力りよく者なんじゃないかと思うわー」

「それですか……」

　最近、本当によくその特集がテレビで組まれている。

「そうそう。それでー、軽トラックにひかれた瞬しゆん間かんに硬くなってるんじゃないかしらねー。超能力で」

「いやいや、そんなのないですよ先輩。僕の友だちがあの番組のプロデューサーなんですけど、あれ、ほとんど映像トリックだって言ってましたもん」

「夢が壊こわれたわねー」

　それに、テレビに出てきた超能力者にできることなんてせいぜい触ふれずに鉛えん筆ぴつを転がすことくらいのものだ。あと予知能力者とかいたけど、予知能力者ならそもそもトラックにひかれそうにないしね。

「それだったらまだ、僕はヒューマノイド説のほうがあると思うんですけど」

「あらあらー。このあいだは耐たい久きゆう性はないって言ってなかったかしらー？」

「いや、実は僕自身がヒューマノイドなもので、常つね日ひ頃ごろ頭の中はアップデートされるんですよね」

「小早川星人は最新型ねー」

　そういえば星空さんはいつも体育を休む。

　それはもしかしたら、人間とは明らかに異なる身体能力を隠かくすためかもしれない。プールの授業は単純にショートしちゃう的な意味で参加できないのかもしれないし。

　星空さんは秘ひ密みつ裏りに作られたヒューマノイドであって、その存在を人に知られてはならない。だから、人を拒絶する。

　なんていうストーリーをアネさんあたりに話したら、また馬ば鹿かにされるかな。

「とにかくねー小早川星人」

「ん？　なんですか？」

「困ったことがあったらねー。誰だれかに抱きついちゃえばいいのよー」

　僕、いまそんなに困ったような顔をしていたんだろうか。

「そんなもんですかねー」

「そんなものよー」

　よし試ためしてみよう。

　僕はひとまず、目の前を通りかかった女子集団に両手を広げて近づいた。

「抱かせてくださーい」

「いや、変態！」

「こないで痴ち漢かん！」

「退学になっちゃえ」

　うん。

　その対応が正解。




「小早川はぜんぜんダメね」

　つんと胸を反らせながら、アネさんが僕に言った。下ろしている長い金きん髪ぱつが風が吹ふくたびに口に入りそうになって、ちょっとしゃべりにくそうだ。

　実は、アネさんも『抱擁の会』の会員だった。

「ダメっていうか。『抱擁の会』に男子が入会していることがすでに無理ゲーだと思うんだけど」

「違うわ。小早川がダメなのは、ぜんぜん相手にしてくれない人に向かっていくところよ」

「いや、僕『抱擁の会』に入った時点で、ほぼ学校の全員が相手にしてくれないよ。アネさん」

　ぷい、とアネさんは顔をそむけた。

「知らないわよそんなの」
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「な！　だいたいアネさんだって、ぜんぜん誰にも抱きつけてないだろ」

　と言うよりも、アネさんは意図的に相手を遠ざけている。きっと、アネさんに抱きつきたい生徒は学園にあふれていると思う。だけど、彼女は近づいてくる生徒を睨にらみつける。それは教師を半殺しにしたという疑ぎ惑わくと相まって、恐おそるべき効力を発揮するのだ。

　結果、彼女はほとんど木こ陰かげのベンチに座ってるだけ。

「アネさん、僕はどうしてアネさんがこの『抱擁の会』に入っているのかものすごく疑問だよ」

「そ、そんなことはどうだっていいでしょ！　小早川のバカ！」

　え!?

　アネさんは顔をそむけたまま、瞳ひとみだけこちらに向けた。またそっぽを見た。またチラッとこっちを見る。

「と、とにかくね。相手にしてくれないやつなんてほっとけばいいのよ。もっと、相手にしてくれる人とだけ仲良くなればいいじゃない。だから、ほっとけばいいのよ。あんな、転校生なんて……」

　転校生。

　その呼び名はちょっとかわいそうかも。

「もう星空さんがうちの学校にきてから二週間以上経つんだから、普ふ通つうに呼んであげればいいのに」

　言うと、急にアネさんの血の気が引くみたいだった。

　アネさんは寂さびしげに視線を落とした。

「そんなに転校生のことが気になるの？　あんなの、ほんと小学生みたい。子供じゃん」

「いやでもほら、僕極度のロリコンだから、もう見てるだけで興奮するっていうかギャ────────────！！！」

　思いっきり足を踏ふまれた！

「な、なにするんだよアネさん！　ものすごく、痛いよ！」

「そういうつまんない噓はいいのよ。ねぇ。いまのは噓……よね？」

「もちろんです」

　まっすぐこっちを向くアネさんを見て、僕は知った。本当の恐きよう怖ふって、笑え顔がおの中に存在するんだね。

「とにかくね、小早川……」

「はい！　なんですか、アネさん！」

「あんな、転校生なんてほっといてもいいじゃない。別に、小早川と仲良くしてくれる人が、他ほかに誰もいないわけじゃないでしょ。いま仲いい人とさ、もっと仲良くなればいいじゃん。たとえば……あた」

「芹葉先せん輩ぱいとかかなギャ────────────────！！！」




　まったくアネさんはホントなに考えてんのかわからない。

　すごい文句言う割に、どういうわけかいつも近くにいる気がするんだよね。

　翌日もそうだった。

「小早川。俺の代わりに放課後の看板製作に参加してくれないか」

　と、依い頼らいしてきたのは青山だった。

　僕たちの学校では文化祭が夏休みより前にあるので、現在は準備期間まっただ中。基本的に看板係なんて人気がないのでジャンケンだったのだが、ジャンケンに弱いで有名な青山は案の定看板係になった。

「悪いな、あんまりバイトをサボれないんだ」

「いいわよ。気にしないで」

　どうしてアネさんが答えるんですかね……。




　そんなわけで、僕はベニヤ板にペンキを塗ぬっていた。六限が体育だったので、ジャージ姿のまま、この丸い貯水タンクがやたらと主張する屋上に直行したのだ。

　ちなみに屋上は行事の準備期間だけ特別に開放される。たまにしか開放しないためか、公立高校のボロい施し設せつは非常にすすけていた。鉄製の柵さくとかものすごく錆さびてるし。

「ほら、そっちもちゃんと塗んなさいよ。小早川は不器用ね」

「な！　僕が不器用なわけないじゃん！　僕は器用になるために、毎朝百本の針に糸を通してから登校するくらいだよ！」

「仮にそれがホントだとしても、確かにペンキ塗りは上達しそうにないわね……」

　アネさんはなんか不満気だ。

　でも、そんな表情するならさ。

「……アネさんも手伝ってくれればいいのに」

「は？」

　アネさんは柳りゆう眉びを吊つり上げた高圧的な表情を僕に向けた。相変わらず彼女がここになにしにきたかわからない。

　しかし、そんな看板係とはまったく関係ないただの傍ぼう観かん者、アネさんは意外と歓かん迎げいされている。

「おい小早川、それ以上アネさんに文句言うなよ！」

「そうよ、帰られたらどう責任とってくれるの！」

「僕たちはアネさんと一いつ緒しよにいられるだけで幸せなんだぞ！」

「あ、あの、今度俺も一緒に保健室行ってもいいですかね？」

「うっさいわよ黙だまんなさい」

「「「「　ごめんなさーい！　」」」」

　アネさんが凄すごむと、みんな嬉うれしそうにする。

　これは、たぶんそういう持ちネタだ。

「まあでも、小早川が言うなら、今日は特別に手伝ってあげるわ」

　この日のアネさんはちょっと機き嫌げんがいいみたいだ。

　アネさんは僕に見せつけるように小指の指輪を外し、言った。

「これはパパに貰もらったやつだから、汚よごせないんだ」

　指輪にピアス。

　英国人も真っ青なブロンドヘア。挑ちよう発はつ的なミニスカ。

　アネさん。校則って言葉、知ってますか？

　そんなとき。

　黒い影かげが僕の視界を横切った。

　そして、アネさんの悲鳴が上がった。

「きゃ！」

　カラスだ。カラスはうそぶいてアネさんに接近すると、アネさんはまるで煽あおられるように倒たおれて尻しり餅もちをついた。

　呆ぼう然ぜんとする僕たちの上を、カラスは見下すように旋せん回かいしている。

「アネさん！　大だい丈じよう夫ぶ!?」

　と、急に高度を下げたカラスがするどい鉤かぎ爪づめを向けて僕の方に向かってきた。このとき僕は鉄てつ柵さくの近くにいたために、

「いィ！」

　逃にげ場なく鉤爪に引っ搔かかれることとなった。

　痛い、とかそれよりも、僕はカラスのでかさに驚おどろいた。近くをゆうゆうと舞まうカラスは、遠目にゴミを漁あさるそれよりも遥はるかに怖こわい生物だったんだ。

　なおもくるくる頭上で躍おどる様は黒い怪かい鳥ちよう。なんだか不ふ吉きつだし、はやくどっかに行って欲しい。

　でも、僕は次の瞬しゆん間かんにはまだ行かないでくれ、と思い直したんだ。

「ゆ、指輪が！」

　カラスはひかりモノを集める、なんてベタな話が目の前で起こったみたいで、一いつ瞬しゆん見えたアネさんの顔は本当に悲しそうだった。

　ひかりモノを集めるのは構わない。でも、その指輪はやめて欲しい。

　だって、僕はさっき聞いたんだ。

　パパに貰った大切なやつだって。それが無くなったらアネさんは、きっといまよりもずっと悲しい顔をする。

　だからまだ、行かないでくれ。

　カラスは、たぶん僕たちを馬ば鹿かにして遊んでいた。怖がったり、声を上げた人間を襲おそってくるように見えた。人を馬鹿にするその性質。しかし、少なくともこの瞬間の僕にとって、それは都合のいいものかもしれない。

「こ、こ、こないでくれぇ！」

　我ながら、情けない声が出たと思う。

　思った通りだ。

　カラスが、まんまとこっちに向かってきた。だまされたとも知らずに。

　そのままこっちにきてくれよ。

　捕つかまえてやるからさ！

　しかし、その気き迫はくが伝わってしまったのか、直前でカラスは高度を上げようとした。逃がすわけにはいかない。僕は柵に乗り上げ、カラスに手を伸のばした。

　そして、ぎりぎりのところで僕の右手の指先がカラスの脚あしをからめとる。

　届いた！

「こ、小早川！　危ない！」

「大丈夫だよ、すぐ取り返すから！」

　でかい翼つばさで羽ばたくと、僕の体まで持っていかれそうになる。カラスは頭を揺ゆするような鈍にぶい叫きよう声せいを上げた。

　くちばしで摘つままれた指輪。馬鹿だな。

　鳴いたりなんかしたら、落とすに決まってるじゃないか。

　僕はカラスから手を放はなし、鉄柵を左手でガッチリと摑つかんで右半身、そして全身を宙に投げ出した。体の芯しんが消えるような無重力を感じながら、僕は指輪をなんとかキャッチ。

　鉄柵を摑んでいた左ひだり腕うでがびん、と張る。しかし指輪は落とさなかった。

　あ……あっ……。

　あっっぶね────────────────────────！！！

　何も考えないで行動してたけど、これマジ命がけだよいまさらだけど。下を見ると地上五階の景色があって、胃の下の辺りが冷たくなる感じがした。

　でも、とにかく。

　僕の右手の中にはアネさんの指輪がある！

「アネさん！　や、やった！」

　と、思った。

　アドレナリンでも出ているのか僕の脳は燃えそうに熱かったけど、なんだかすごいことを達成した感じで気分は最高潮だった。

　バキリ。

　という音を聞くまでは。

　ああ。

　鉄柵、ものすごい錆びてたんだ。五階建ての校舎の屋上。下は舗ほ装そうされたアスファルト。

　僕はなぜか、怖いというよりも急に冷静になった。

　なんというか。

　アレだよ。

　僕、ホント運悪い。




　そして空中に放り出された。

　死の瞬間はすべてがスローモーションに見える、という話はよく聞くけれど、どうやらそれは本当だったらしい。ソースは僕。

　でもさ、これマジで、

「　無む　駄だ　な　ス　ロ　ー　モ　ー　シ　ョ　オ　オ　オ　オ　ン　」

　だよ。だって、五階から落下したらいくら動体視力を発揮したところで助かる見込みないと思うんだ。ちなみに頭から落下する僕は顔面に暴風を受けるので、声が変な感じになってしまうのは気にしないで欲しい。暴風は全身を襲い、まとうジャージが風圧で弾はじかれるようにばたばたと音を立てている。

　そんなことを考えられるくらい冷静になる頭と、みるみる研とぎ澄すまされる感覚。

　……僕、これから死ぬんだ。

　十六年。短い人生だったな。クラスのみんな、先立つ不幸をお許しください。まだ高校生になって二ヶ月ちょっとだけど、僕はみんなと過ごすことができて幸せだったと思ってる。取り立てて勉強もスポーツもできず、ましてや『抱ほう擁ようの会』に属する僕に対してみんな優やさしくしてくれ……てはないですね。普ふ通つうに「小早川が死ぬってことは、この学園から変質者が一人消えるってこと？」とか、あいつら言いそうだな。

「　呪のろ　っ　て　や　る　う　う　う　う　う　う　」

　僕は死の瞬間にもかかわらず感傷に浸ひたることもできないらしい。せめて妹たちくらいは悲しんでくれないかな……。

　なんて。

　僕は半ば無理やりに達観しようとしていたんだけど、それは許されないらしかった。落下も中間地点を過ぎて、風圧に閉じかけるまぶたを無理やりこじ開けた先に。

　見えたんだ。

　僕の真下。

　落下点に運悪くたたずむ一人の少女。日向高校の女子ならみんな同じの制服姿だったとしても、僕が彼女を見み間ま違ちがえるはずがない。

　小さな少女は、星空さんだ。

　待って。

　待って待って。

　これじゃあ。

　ぶつかる。

　いまもスピードを増しながら僕の向かう先に、確実に彼女はいるのだった。そして、勢いを増して落下する男子生徒とアスファルトの地面に挟はさまれれば、華きや奢しやな星空さんも死んでしまうかもしれない。

　自分で言っていて悲しくなるが、僕は確実に死ぬ。五階から地面に叩たたきつけられて生きていられると考えるほど僕は楽観的ではなかったし、不思議な魔ま法ほうで生き返ることができると思うほど夢見がちでもなかった。

　だから僕は死ぬ。それはい……いいわけではないな……。怖いし、まだ女の子とキスさえしたことのない人生はやり残しだらけで死んでも死にきれない。痛いのだって嫌いやだ。

　でも、それを、死という現実を一人で抱かかえ込めるならばずっとマシだ。僕は、とにかく星空さんを巻き込みたくない。

　だって、僕は星空さんがこの学校で楽しそうにしているのを見たことがない。きっといつも寂さびしくて、ずっと辛つらくて、視線が重力に負けるみたいに下を向きながら彼女は生活を送っている。

　そんなときに、こんな意味わかんない事故に巻き込まれて死ぬの？　悲しい顔以外浮うかべない薄はつ幸こうの少女が失意の中で死ぬの？　せめてもっと楽しそうなことがあったときに……いや、違ちがうわ。死ぬのに適正なタイミングなんて、高校生にあるわけがないし、あるべきでもない。

　星空さんに死んで欲しくないのは、もっと感覚的なことだ。理由がどうとかそういうことじゃなくて、とにかく僕は彼女の笑え顔がおが見たかった。だから悲しむ姿は見たくないし、怪け我がもして欲しくないし、ましてや死んで欲しいはずもない。

　理由なんていらない。

　ただ単純に、星空さんに死んで欲しくないんだ。

　そうこうしている間にも彼女との距きよ離りは近づく。気づいてくれ！　それで避よけてくれよ！　直ちよく撃げきすれば、華奢な彼女がただで済むわけがない。

　気づいて！

　早く！

　避よけて！

　と、僕の祈いのりが届いたのか、星空さんはふっとこちらに視線を向けた。しかし、僕たちはもう近づきすぎていた。

　もう激げき突とつは免まぬかれない。




　僕たちは、二人で死ぬ。




　そう思うと、僕は全身血の気が引くのを感じて、貧血みたいに視界が白く濁にごった。

　ふらふらと脳が揺れている。

　ただ、僕はそんな飛びそうな意識の中で、二つ不思議な光景を見た。

　一つは不自然なほどバチバチと音を立てて、静電気にしてはあまりにもはっきりと顕けん現げんしている青い閃せん光こう。

　もう一つは、くちびるを嚙かみ締しめるようにして僕に手を伸ばす、決意のこもった表情をした星空さんの姿だった。

　しかし、だからどうということはない。

　結局僕は星空さんと死にゆく身であり、そのことを確かめ合う暇ひまもないままに。

　僕は意識を失った。




　ただ、おそらく僕が意識を失ったのは一いつ瞬しゆんだったのだろう。意識を取り戻もどしたときの景色は、失う前からほとんど飛ひ躍やくがない。

　……ん？

　そして、僕はその異常に気がついた。

　なんで僕、意識を取り戻しているの？　死んだ……んじゃなかったっけ？

　僕は四よつん這ばいになっていた。粗あらいアスファルトが広がっている。自分でもわかるほど息が荒あらいのは、先ほどまで恐きよう怖ふに包まれていたからだろう。

　痛みは……ない。

　ない？

　うん。痛みはない。

　そして、僕の目線のすぐ先に星空さんの顔があった。頰ほおを赤らめてぱっちりとした大きな目を見開き、僕と同じく少し息が荒いみたいだ。

「ぁ、あの……」

　その表情はけっして楽しげではなかったけれど、でも僕はすごく嬉うれしかった。だって、星空さんも生きてたんだ！

　それから関係ないけど、いつ見てもかわいいですね！

「大だい丈じよう夫ぶ？　怪我はない!?」

　訊たずねると、

「ぁ、あの……」

　星空さんは虫の鳴くような声を漏もらした。ちょっと震ふるえている。恐おそろしかったのだろうか。それはそうだろう。人が真上から落下してきたのだから。

　もちろん、落ちる方の僕だって怖こわかった。それこそ死ぬかと思った、というか……死んでいる、はずだった。

「僕、なんで生きてるわけ？」

「……さ、さぁ……」

　そりゃ、聞かれても困りますよね！

　いやでも、ほんとに、なんで僕、生きてるの？

　混乱した頭を強ごう引いんに整えて、僕は落下しているときの記き憶おくを必死に手た繰ぐり寄せた。都合よく記憶はスローモーション映像として残っていたため、なぜ生きているかの検証にもってこい。

　そうだ。

　僕は落下中、気になったことがあったんだ。

　僕の願いが通じたのだろうか。たしか、ぶつかろうとするよりも前に星空さんは僕に気づいてくれたんだ。よけて欲しいと思った。でも、星空さんはそうしてくれなかった。

　まるで受け止めようとするみたいに、両手を広げた。

　なにをやっているんだ。二人で、潰つぶれる。

　そう思ったときだった。

　青白く。

　なにかが光った。電流が星空さんを貫つらぬくような光り方だった。

「ひょっとして……」




　その光の意味を、おそらく僕は知っている。




　僕は、その光をなんども見たことがある。

「ぁ、あの……」

　僕は、理解した。

　星空さん、キミは。

　息がかかるほどの距離に僕たちはいた。瞳ひとみが潤うるんでいることがはっきりとわかる。泣いている。

　僕は、彼女の重大な秘密を理解した。バレるのが嫌なこともきっと、だれよりもわかっている。こんなに近い距離にいるのに、星空さんは大きな黒くろ眼めをけっしてそらさず、僕をまっすぐに見つめる。

「大丈夫、絶対に言わないよ」

「……ぇ？」

　微かすかに開いた彼女のくちびるが確かに震えている。

「僕は口が堅かたいで有名なんだ。どのくらい硬かたいかといえば、世界で一番硬い食品とされるかつお節とほぼ同じ硬こう度どでね、削けずって出汁だしにしたら案外いけるんじゃないかってちまたでは噂うわさされるほどなんだよ」

「な……なに言ってるんですか……？」

　星空さんはゆっくりと視線を下げた。釣つられて僕も視線を下げる。

　そこで、僕はこの惨さん状じようを知った。

　星空さんは制服姿だったが、倒たおれた拍ひよう子しか僕の勢いか、ブラウスの裾すそがめくれ上がっていた。どのくらいめくれ上がっていたかといえば、そのかわいらしいおへそがばっちりこんにちはするくらいめくれ上がっていた。さらになんの拍子かボタンがいくつか外れたようで、繊せん細さいな鎖さ骨こつと、さらにはささやかながら大切な部分を覆おおう水玉のスポブラまでもが完全にお目見えしていた。

　もう一度言う。スポブラが完全にお目見えしていた。

　でも、あえてこう言おう。

　そんなことは重要じゃない。そんなことはまったく重要じゃないんだ。

　ここで大切なのはどう考えても、

　そのあらわになったスポブラの上に僕の右手が被かぶさっていたことですよね！

「いぃ！」

　僕は目の前の現実でとっさに力が入り、思わず右手に力が入る。

　ふにゃん、という感かん触しよくがあった。温かくて、お、思ったより柔やわらか──

「きゃっ」

「ご、ごめっ！」

　僕は立ち上がろうとしたのだが、腰こしが抜ぬけていたみたいでバランスを崩くずし、さっきよりも上半身を彼女に密着させてしまう。依い然ぜん、右手はその定位置のままで。あらためて動いてしまう手のひらから柔らかい感触を受けて、なんだか全身がしびれるみたいに。

「っ！」

　そして、僕は思い出したのだ。

　ここは学校の校舎前。

　僕は屋上から落下したのだが、ありえないことに無傷で生せい還かんしている。

　なので、僕の落下を目もく撃げきせず、たとえばこの場の状じよう況きようだけ見た人がいたとすれば、どうだろうか。それはもう男子高校生が女生徒を押し倒している図でしかないんじゃないか。ちなみに僕の息は超ちよう荒あらい。

　そして、それは事実男子高校生が女生徒を押し倒している図だったわけで、

「い、いや違うんですよぜんぜん。僕は──」

「へえ。なんか言うことがあんのかよ。変態野や郎ろう」

　正義感あふれる方に襟えり首くびを摑つかまれて凄すごまれるのも割と自然なことでした！

　だから、

「ぜんぜん悪いことしてないですよ！　ホント、率そつ直ちよくに言ってただ単純にあふれだす思春期のパトスを全身で体現しただけっていうか」

　などと煽あおるようなことを言えば、何発か殴なぐられるに決まってるんだ。僕、変態で有名だし。

　意識が飛びそうな衝しよう撃げきが脳を駆かけ抜け、僕は倒れた。

　痛い。

　痛いのは嫌きらいだ。

　でも、仕方ないだろ。

　だって、僕はさっき『絶対に言わない』って約束したんだから。

　彼女の秘密を守るためには、屋上から落下した生徒と激突して無傷、なんてファンタジーがバレてはいけない。それよりもさ、突とつ然ぜん欲よく情じようした変態男子生徒に無理やり押し倒された、の方がずっと都合がいいと思う。

　うん。

　思うんだよ。

　だから、

「ち、違ちがいます！」

　両手を前に出してぴょこぴょこ振ふるのは否定の合図。

「私、乱暴されたわけじゃないですっ」

　かばってくれるのはいいんだけど、星空さん。

　否定しちゃったら、僕の苦労は水の泡あわなんだよね！

　ただ、

「なんだよ助けてやったのに。あんな変態、庇かばうことないだろ」

　星空さんは少し顔を赤くして、

　いつもよりも大きな声で、

　それなのに涙なみだがまじる声で、

「小早川くんは、そんな人じゃありませんから」

　そう言ってくれる彼女の凛り々りしい横顔から、僕はどういうわけか目が離はなせないのだった。




　けっきょく星空さんが釈しやく明めいしてくれたおかげで、僕は解放された。

　なんだか立ち上がるのが億おつ劫くうで、座り込んだままぼーっとしていた。

　殴られた頰がひりひりする。

「小早川！」

　と、そこへアネさんたちが屋上から駆け下りてきた。

　ハッとした。

　アネさんたちは僕が屋上から落ちるところを見ている。もしかしたら星空さんの秘密について嗅かぎつける人がでるかもしれない。

　でもその秘密は、僕が完かん璧ぺきに誤ご魔ま化かしきってみせる！

「アネさん、実わわわわわわわわ」

「小早川、大丈夫!?」

「あわわわわわわわわわわわわわ」

　アネさん。

　頭を打った可能性のある怪け我が人の襟えり元もとを摑んで強くゆするっていうのはとても危険な行こう為いなんだよ。

「わわわワネさん！　ボボボ僕、大丈夫だかララララララ」

　なんとかそこまで言うことに成功した。いや、成功したということにしておこう。

　しかし、アネさんぜんぜんこっちを見てないみたいだ。

「誰だれか！　救急車を呼んで！」

「アネさん！」

　大きな声を出したら、やっとアネさんはこっちを見てくれた。

「僕は大だい丈じよう夫ぶだよ。実は僕、エアバッグ並みの防ぼう御ぎよ力を誇ほこるタコ的な宇宙人で──」

「あぁ小早川……頭を強く打ったのね」

　アネさんは目元を拭ぬぐっていた。

　いや、心配してくれるのは嬉うれしいんだけど。

「べ、別に頭おかしくなったわけじゃないよ？」

「それにこんなに怪我してる……。服も破れてるわ」

　殴られた頰ほおと、倒れたときに破れた裾。

　さっき男たちにやられたやつだけど、面めん倒どうくさいので言わない。

「それは単純に僕がパンクロッカーだからだよ。服の破れとか、すごいパンキッシュだと思わない？」

「小早川……やっぱり頭を……」

　いつも通りなんだけど……。

　ちょっとショックを受けた矢先、アネさんはスッと視線を僕の後ろへ逃のがした。

「あんた、なにしてんのよ」

　声の先には、星空さんがいた。

　男たちを追い払はらい、戻もどってきてくれたみたいだ。

「上で見てたわ。あんた、小早川が落ちたとき、近くにいたわよね」

　正確に言えば星空さんの上に落ちたのだけど、その瞬しゆん間かんをアネさんは見ていないのかもしれない。

「あたしたちがここにくるまで時間があった。それなのにあんたは、小早川を介かい抱ほうもしない。助けも呼ばない。なにしてんのよ」

　星空さんは何も言えずに立ちすくんでいた。

「違うよアネさん。星空さんはただ」

「なんでこんなやつのことかばうのよ！　いつも小早川のこと避さけてるやつなのに！」

「いやでも」

「いまだって小早川が大変なのに、そこで見てるだけなのよ！」

「そうじゃなくて」

　そのとき。

　アネさんの顔色が明確に変わった。

「なによ……あんたそんなにこの子のことが好きなわけ？」

　…………。

　はい？

「ばばば、なに言ってるんだよアネさん」

「やっぱり好きなんだ」

「いい、いまそういう話じゃないだろ！」

　突とつ然ぜんなに言ってるんだアネさん！

　いまは僕が生きるか死ぬかの大変なときだっていうのに！

「もういい」

　その声は、本当に何の色もなかった。

「小早川なんて知らない」

　アネさんは僕に背を向けて歩き出した。

「待ってよアネさん！」

　僕が駆け寄って肩かたに触ふれると、

「なによ！」

　泣きそうな顔で声を荒あらげた彼女がいた。顔が真まっ赤かで、歯を食いしばっているみたいだった。それでもピンと胸を張る彼女のたたずまいは、いつもとまったく変わらず気高い。

　僕は少し気け圧おされたんだけど、

「……これを……」

　なんとかそれをポケットから取り出すことができた。指輪だ。

　アネさんは少しだけ硬こう直ちよくして動かなくなって、でも次の瞬間それを奪うばうように手にした。そして今度こそ僕に背を向け、どこかへと行ってしまった。

　そして、誰が呼んだか程ほどなくして救急車が到とう着ちやくした。

　でも、あまりにも元気だった僕は救急車に乗せてもらえませんでした！




　けっきょく、看板製作はなあなあに終わってしまって、僕は帰り道を歩いていた。隣には、星空さんがいる。お尻しりのところでカバンを持って歩く姿は、ちょっとひよこみたいだ。

　僕は星空さんに聞きたいことがあって、一いつ緒しよに帰ろうと伝えた。彼女は首を小さく縦に振った。

「知ってるんですか？」

「……バーグ・ティーンのこと？」

　不安そうな表情で、推おし量るような目で、星空さんは僕のことを見ていた。大きな瞳ひとみが赤焼けているのは夕日の色で、そんな彼女を僕はずっと見ていたくなる。

「知ってるよ。最近テレビでもやってるし」

　芹葉先せん輩ぱいは正解だったみたいだね。

　僕が落下するときに見た青白い光。

　あれは、間ま違ちがいなくバーグ・ティーン特有のものだ。あの光のおかげで、僕はこうして生きている。思い返せば彼女が軽トラックにひかれた日、雨の中に見えた雷かみなりも、もしかするとその光だったのかもしれない。

　バーグ・ティーンは、千人に一人ほどの割合で発生する特とく殊しゆな体質だ。その体質の多くは十歳前後から発はつ症しようし始め、二十歳はたちになるころには消えてしまう。しかし、稀まれにもっと早くから発症したり、いつまで経たっても体質が消えないこともある。だから《曖昧な十代Vague Teen》なんて呼ばれるんだ。

　最近はテレビなどで特集されたりとか、多少一いつ般ぱんにも知られ始めた。でも、みんなそれをオカルトみたいなものだと思ってる。

「信じるんですか？」

　だから、星空さんがそう訊たずねたくなる気持ちはよくわかる。

「信じるよ。だって僕は、二度も不思議なことを目まの当たりにしたんだからさ」

「……そうですか」

　不安そうな顔で、星空さんは下を向く。

「大丈夫だよ。誰にも言わない。僕は噓うそつきだって人から言われるけど、約束は守るんだ」

　星空さんの体質は強大だ。

　テレビで紹しよう介かいされたような、ちょっとした手品みたいな能力とは一線を画する。もし話が広がってしまえば、星空さんは施し設せつに収容されるだろう。

「私、小早川くんをだましたかったわけじゃないんです。ただ……小早川くんにはすごく感謝してるので、話したら迷めい惑わくをかけてしまうと思って……」

　施設に収容されたら星空さんはきっと、いまよりもずっと孤こ独どくになる。

　僕は、それを知っている。

　夕日に染まる小さな体で、たくさんの不安を星空さんは抱だきとめている。

　感謝なんて、僕の方だ。

　キミは、能力がバレるリスクを負ってまで僕を受け止めてくれたじゃないか。

　だから、誓ちかうよ。

　僕が絶対に、キミを孤独になんてさせない。




　駅で星空さんと別れ、僕は目め抜ぬき通りを歩いていた。

　そんなときだった。

　僕は、何者かにとつぜん両りよう腕うでを拘こう束そくされた。

　とっさに振ふり返るよりも早く、その声が僕の耳に届いた。

「動くな。動いたらおまえの妹が大変なことになるぞ」

　ファストフード、ドラッグストア、セレクトショップ。目がチカチカするほど様々な店が立ち並び、多くの人目に触れるこんな場所で。

　堂々とした犯行だ。

　やめてくれ。

　恥はずかしいから。

「それ、キミ自身じゃん」

「え？」

　ホント、普ふ通つうに教えて欲しい。妹の千ち歌かよ。僕が動いたらキミはどうなるつもりだったんですか。

　ぱっと腕うでの拘束が解かれた。振り返る先にいたのは案の定、赤いリボンのツインテール少女だった。楽しそうにステップを踏ふんでくるくる回転するのはいいけどさ、人通りが多いからすごい邪じや魔まになってるよ。あと、あんまり回るとセーラー服のスカートが危ないぞ、妹。

「違ちがうよ。千歌じゃないよ。大変なことになるのは菜な々な千せだよ」

　言って、千歌は後ろを振り返った。

　ああ、いたんですね、菜々千さん。

「あたしなの？」

　つぶやく青いツインテール少女。その声は千歌と似てるが、千歌のそれよりもずいぶんと落ち着いている。少し冷たそうな無表情が、彼女を利発な印象に昇しよう華かしている。

　双ふた子ごの妹。

　千歌と菜々千が揃そろってそこにいた。

　大きな紙かみ袋ぶくろを二人で抱かかえているあたり、買い物でもしてたんだろうか。

「ちなみに興味本位で聞くんだけどさ、千歌。僕、動いちゃったわけだけど、菜々千はどうなるのかな」

「去年の、お兄ちゃんと菜々千が一緒に入ってるお風ふ呂ろの写メが中学校で回されます！」

　菜々千はため息をついて千歌を見つめた。

「お風呂の写メだと、千歌も写ってるけど、いいの？」

「はっ！　ホントだ！　あたしまで恥ずかしい思いをするとこだった！」

　自分のところだけ切り取る、というちょっとした工く夫ふうに頭が回らないあたり、千歌は凶きよう悪あく犯になることはできないだろう。そういう意味では安心するよ。

「てゆーか千歌。恥ずかしいからこんなとこでお風呂お風呂言うのやめてくれません？」

「なによーお兄ちゃん。去年まで一緒に入ってたのはほんとじゃん。あ、ひょっとして妹の体を意識しちゃったのかな」

「断じて違う」

「うそばっかりー」

　すると、千歌は菜々千に紙袋を押し付け、僕の腕にしがみついてきた。

「千歌は思ったのです。お兄ちゃん去年、急に『お風呂入るのやめよう』とか言うから、あやしーなーと思ったのです。かわいすぎる妹と一緒にお風呂入ることで、いよいよ平常心が保てなくなったんだな、と」

「断じて違う」

　実際、妹の裸はだかなんて見たところでなんとも思わない。ただ単純に、妹たちももう中学生になるんだから、兄妹きようだい一緒にお風呂に入る習慣が世間的にどうなの？　と不安になっただけだ。

「無理しなくていいんだよ、お兄ちゃん。今日一緒にお風呂入ろ」

　千歌はぎゅっとしがみつく腕に力を込めた。

「どーよお兄ちゃん。あたしの成長っぷり」

　ああ、千歌。キミは胸を僕に押し付けてたわけだな。本当に残念な妹だ。

「千歌、報告がある。まっ平たいらだ」

　仮にまっ平らじゃなかったとしても妹だから関係ないけれど。

「でもお兄ちゃん、ロリコンだからぺたんこ、好きでしょ？　さっき、小学生誘ゆう拐かいしてたじゃん」

　は？　なに言ってんの千歌。と思っていたら、菜々千の平へい坦たんな声が後ろから聞こえた。

「千歌。でもさっきの子、制服着てたよ。たぶん、前にお兄ちゃんが話してた転校生なんじゃないの？」

「うわー菜々千、名推理！　お兄ちゃんの好きな子だ」

　そこまで聞いたところで、なんだか僕はじわっと汗あせが出てきた。

「いいいいや、千歌さん、菜々千さん。別に彼女のことは好きとかそういうんじゃないんだよ」

　なんというか、兄妹とそういう話するの、すごい居い心ごこ地ち悪いですね！

「えー、ぜったい好きな子だよ。だって、あんなに楽しそうに話してたじゃん」

　確かに楽しそうに話したことがあるかもしれない。

　だってそのときは、星空さんがトラックにひかれた直後のことで、僕も冷静さを失っていたんだ。いまとなっては、トラックにひかれてもピンピンしているという星空さんの不思議体質は、なるべく人に話すべきじゃないとわかっている。

　できるだけ早く、この話は切り上げたい。

「あのさあ千歌──」

　と、言った矢先、

「千歌、じかん」

　菜々千が千歌を僕から引きはがした。

「そうだ！　早くしないとニナのごはんんーんんんー」

　千歌は直後、菜々千に口をふさがれた。

「じゃあねお兄ちゃん。あたしたち、先帰るから」

「んんんー、んんんー」

　何やら慌あわてるようにして、騒さわがしい双子は走り去っていった。

　ニナのごはん？

　なんだろう、猫ねこでも拾ったのかな？




　　　　◆　◇　◆




　ニナはこの国では珍めずらしい白に近いブロンドと青い瞳ひとみの輝かがやく、十三歳の少女でした。

　そして現在、彼女は交こう渉しよう中の身でした。この交渉に成功すれば、ニナは双子に飼われることになります。

「きゃーかわいい！　菜々千と同じ人間とは思えないよ！」

「ドンキのパーティーグッズが……こんなに高そうに見えるんなんて……。てゆーか千歌、いまさらっと悪口まぜたよね」

　ニナは先さき程ほどまで空腹を耐たえていましたが、双子の買ってきたコンビニのお弁当で急場をしのぐことができました。

　そしていま小さな部屋で、双子に渡わたされた服をまとってくるくる回るのが彼女の役割です。

　ニナの着ているモノトーンの服は、いわゆるメイド服でした。もっともニナが小さな頃ころ絵本で見たことのあるそれよりもいくぶんフリルだらけでしたけれど。

「おはずかしいかぎりデス」

「恥じらった！　恥じらいを持っているよ！　恥じらいを持っているなんて、菜々千と同じ人間とは思えないよ」

「日本の心だよね……。てゆーか千歌、双子の悪口はけっこう自分に跳はね返ってくるの、わかってる？」

　赤いリボンの千歌と青いリボンの菜々千は、だいたいニナと同じくらいの歳としに見えます。双子だけあってよく似ていますが、雰ふん囲い気きのまったく違う二人でした。

　双子の指示での、観客が双子だけのファッションショー。

　限りなく白い肌はだと青い瞳、金きん髪ぱつというより白に近い色素の薄うすい長ちよう髪はつというニナの外見は、双子には新しん鮮せんに映ったようです。着き替がえるたびに双子は楽しそうにはしゃいでいました。

「……こうしていれば……シンショクゴテイキョウくださいまスカ？」

「うわ！　菜々千、聞いた？　英語をしゃべったよ！　あたし、ぜんぜん理解できなかった！　なんて言ったのかな」

「『寝しん食しよくご提供くださいますか』って言ったんじゃない？」

「すごい！　菜々千って英語得意なんだね！」

「…………」

　ニナと双子は本日出会ったばかりでした。




　二日前まで、ニナはとても寂さびしい場所で暮らしていました。普ふ段だんそこから出ることを禁じられていましたが、その日、たまたま出るチャンスがあったのです。敷しき地ち外に出たニナは、通りの自じ販はん機きのお釣つりのところにある三百五十円を見つけました。そのお金でニナはバスに乗りました。

　バスを降りてからは、ニナはずっと歩き続けました。ニナは太陽が昇のぼるのを二度見ました。補導されなかったのも、運が良かったとしか言えません。

　薄はく氷ひようを踏むような幸運の中、しかし体力はもう限界に近づいておりました。ビル脇わきの路地に入り込み、ニナは体を丸めしゃがみこんでしまいました。

　そこに、たまたま通りかかったのが双子でした。もし通りかかったのが大人だったとすれば、ニナは逃にげたでしょう。また、あの寂しい場所に連れ戻もどされるのは嫌いやです。

　でも、

「「どうしたの？」」

　自分と歳のそう変わらない、かわいらしい双子があまりにも優やさしそうだったので、ニナは思わずこう口に出してしまったのです。

「ワタシをかってくだサイ」

　それは『匿かくまってください』という日本語がでてこなかっただけでした。

「買ってくださいだってよ菜々千！　いわゆる、エンコーかな？　エンコー頼たのまれたのかな!?　どうしよう！　あたし、エンコーなんてする勇気ないよ！」

「飼ってくださいじゃないの？」

　どちらも間ま違ちがっていましたが、意味的にそう大差はないかもしれません。結局ニナは、住む場所が欲しかっただけなのですから。

「なにか、事情があるの？」

　青いリボンの少女に訊たずねられました。

　ニナは黙だまってしまいました。自分の特とく殊しゆな体質のことは話せません。話したとして、それがまた広がってしまえば、彼女はすぐに施し設せつへ連れ戻されるでしょう。あるいは、この双子に迷めい惑わくがかかってしまうこともあるかもしれません。

　ニナは、自分がとても難しいことを言っていることに気がつきました。得体のしれない、理由も話せない少女であるニナ。そんな不ふ審しんな人間を、中学生ほどの双子が飼ってくれるわけがないのです──

「どうでもいいじゃん事情とか。いいよ飼う。行こ！」

　わけがありました。

　赤いリボンの少女がくるくる回りながら快活な声で、ニナにそう笑いかけたのでした。

「まあ、いいけど」

　青いリボンの少女も了りよう承しようしたようでした。

　しかし。

　ニナは、ある体質ゆえに、人と触ふれ合うことができません。もし人と触れてしまえば、大変なことが起きかねないのです。そのせいで、ニナはとある失敗をしてしまいました。

　赤いリボンの少女がニナの手を取ろうとしたとき、

「ワ、ワタシにふれないでくだサイ」

　と、ニナはとっさに声を上げてしまったのです。

　人と人が仲良くなろうとするときに、大切な要素であるスキンシップ。大切であるがゆえに、それを拒こばんでしまえば関係に亀き裂れつが走りかねないスキンシップ。

　終わった、と思いました。今度こそ、双ふた子ごに飼ってもらうことが不可能になった、と思いました。

　ですが、

「え！　やだやだ、触さわりたい！　……でも、そう言うなら、我が慢まんする！　ね、菜々千」

　赤いリボンの少女が青いリボンの少女の方を見ると、青いリボンの少女は小さくため息をついて、

「そのうち理由を教えてね」

　と、こんなニナを、こんなにも簡単に受け入れてくれたのでした。ニナはたったこれだけで、双子のことが大好きになりました。




　その日から、ニナは双子の家で飼われることになりました。

　それこそ、親に内ない緒しよで連れ込まれた捨て猫と同じ扱あつかいです。

　ニナが以前住んでいた場所は、ハウスと呼ばれていました。おそらくハウスの人間はニナを捜さがしているはずなので、この家から出ることはできません。また、双子の家族に見つかれば、ニナはこの家から追い出されるでしょう。だから、双子の部屋からさえめったに出ることができませんでした。
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「きゃー、ニナだよ。ニナが部屋にいるよ！」

「そりゃそうでしょ」

　赤いリボンの千歌と青いリボンの菜々千がいるとき、ニナはとても楽しい気持ちになりました。

　ニナは双子の部屋にいるときは、アニメ調にデフォルメされたゴジラの着ぐるみパジャマを着せられました。

　ニナは以前双子に教えられた通り、両手を招まねき猫みたいにして、ちょっとだけ屈かがんで、

「がお」

　と言ってみました。

「きゃー！　ぜんぜん街を破は壊かいできそうにないね、菜々千！　そこが超ちようかわいいよ！」

「うん。なんていうか、ある意味で破壊力抜ばつ群ぐんだよね……」

　双子がなにを言っているのかわかりませんが、でも、彼女たちが喜んでくれるのならばニナはそれで満足でした。

　もう一度やってみます。

「がお」

　すると、今度は赤いリボンの千歌が唐とう突とつに無表情になったのです。

「ニナ……。いくらかわいくてもね。千歌たちが飼い主だってことを忘れちゃだめだよ。そうやって吠ほえるのは、反はん抗こう的だと思うんだよね。ね、菜々千」

　振ふられた青いリボンの菜々千が、不敵に笑いました。

「ふふ。そうだね千歌。この子にはお仕置きが必要かもね」

　双子の態度に、ニナはすごく不安になります。以前教わった通りにしただけのはずなのに、自分はなにか間違ったことをしたのだろうかと怖こわくなります。

　そして、

「わ、きゃ、な、ナニをするのデスきゃはは」

　双子のお仕置きが始まりました。

「ニナ、悪い子は地じ獄ごくを見ることになるんだよ」

「そうだね。くすぐりと言う名の地獄を……」

　ゴジラの着ぐるみパジャマは両手両足、頭周りもフードですっぽり覆おおっているため、三人はじゃれあうことができたのでした。

「ふはっ……ふ、ふはっ、や、やめてクふはァ」

　双子は目を輝かせ、ニナをもみくちゃにします。

「千歌たちに二度と逆らえないように、体に覚えさせてあげるんだから！　ね、菜々千！」

「そうだね。……ん、あれ？　まさか……」

「ど、どうしたの？　菜々千」

「千歌、ちょっと触ってみて」

　いつの間にか双子の手はとまり、どういうわけか怪け訝げんな表情を浮うかべていました。そしてスッと、千歌の手が飛んできたのです。

　ニナの胸に。

　そしてそのまま鷲わし摑づかみにし、もみもみ。

「ナ、ナニを……」

　千歌の目がカッと見開かれ、表情がどことなく劇画調になりました。

「ぺたんこじゃ、ないだなんて…………」

「許せないよね」

　そして。

　千歌の右手がニナの右胸に、菜々千の左手がニナの左胸にセットされました。

「こうなったら逆に育ててやるんだから！　おとなしくするんだよ、ニナ！」

「私たちより大きい罰ばつなんだからね」

「きゃ、ナニをするのでスカ！　らら、らめぇええええええええええええええええええ」

　嫌いやがってみせつつも、ニナは双子にもみくちゃにされるのが、本当は嫌きらいではなかったのです。




　ニナの住んでいたハウスはとても寂しい場所でした。

　ニナと同世代の子どもはたくさんいたのですが、互たがいに仲良くすることは禁止されていたのです。

　六時半に起き床しようし、午前中は最低限の授業を受けて、午後は実験に参加させられる。実験していないときは個室に隔かく離りです。そして、十時に就しゆう寝しん。お風ふ呂ろは三日に一度程度。

　友だちを作ることは不可能で、家族と電話で話すことさえ許されませんでした。

　孤こ独どくに耐たえかね、ニナは職員に訊ねました。

「ワタシはもうずっとでられないでスカ？」

　職員は、無表情のまま言いました。

「柏かしわ木ぎさんが、『ニナだけは絶対に逃がすな』と言っている」

　柏木は、この施設で一番権力のある人間です。

　ニナは一度だけ柏木を見たことがあります。そのとき、柏木は柔にゆう和わな表情で笑っていました。しかし、どういうわけかニナは柏木を怖く感じました。

　ハウスの人間にとって、おそらく柏木の言うことは絶対なのでしょう。その職員もニナを絶対に逃してはならないと思っていたはずです。

　もっともそんな想おもいが、皮肉にもニナ脱だつ出しゆつという結果に繫つながってしまったのですが。
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　屋上から落ちた僕は、星ほし空ぞらさんに救われた。

　その日から、僕はなるべく星空さんと一いつ緒しよにいることにした。

　星空さんも、こんどは僕を拒こばまなかった。

　人を避さける星空さんと変態で有名な僕の取り合わせは好こう奇きの目を集め、ひそひそ話が聞こえたりなんかもしたが、それは我が慢まんする。

　ただ、ひとつ問題だったのは。

「月つき丘おかさん、今日も休みですね……」

　星空さんの言う通り、アネさんはあの日から学校にきていない。たぶん僕のせいだ。屋上から落ちた後、アネさんはすごい不ふ機き嫌げんだったし。

　きっと、星空さんは自分のせいでアネさんがこなくなったと思ってる。だから、こんなふうに思いつめた表情を浮うかべる。

　僕はそんな顔が見たくなかったから、

「心配ないよ。明日にはくるって言ってたから、星空さんは楽しみにしててね」

　思わずそう言ってしまった。

「……ほ、ほんとですか!?」

　もちろん、そんな話は聞いてない。

「ほ、ほんとだよ!!　…………たぶん……」




　宣言してしまったので、アネさんは明日学校にきてくれないと困るんだよね。もちろんそうでなくても、僕はアネさんに学校きて欲しいし。

　ただ、

「なあ青あお山やま、頼たのむよ。一緒に行こう」

　女子高生の家に一人で乗り込む勇気はないんですよね！

「一緒にアネさんの家に行こう。一緒に女子高生のお宅に行こうよ」

　学校にこなくなった生徒の説得、という難題。

　こういうときは、青山のような冷静な男が必要だと思う。

　しかし、

「小こ早ばや川かわ、おまえが一人で行け」

　青山は乗り気じゃないみたいだった。

「そ、その言い方は冷たいんじゃないかな、友だちとして」

「友だちとして言ってるんだ。おまえ一人のほうが、月丘も喜ぶぞ」

　青山って、ときどき意味不明なこと言う。

「青山、ほんと、頼むから一緒に行こう」

「行かない。第一、俺は無関係だしな」

「いや、関係あるだろ。だって僕、青山なしでは生きていけない人間なんだよ。好きだ。なあ青山、提案があるんだ。結けつ婚こんしよう」

「きゃー、小早川が青山くんにプロポーズしたわー」

「身の程ほどしらずもいいとこよ、変態！」

「青山くん、そんな変態と結婚するなら、あたしと結婚して！」

「小早川。百ひやつ歩ぽ譲ゆずってあんたが青山くんとそういう関係になることを許したとしても、撮さつ影えいくらいはしなさいよね！」




　クラスの腐くさった部分を刺し激げきしてしまったせいで、青山の説得は不可能になった。さすがにクラスでアネさん宅に行くお願いを青山にしたのは僕が馬ば鹿かだった。それは、もちろん腐った部分に配はい慮りよしなかった点もそうだが、それ以上に、

「私も行きます」

　なんて発言を、星空さんがしてきたからだ。

「私、月丘さんに本当のことをお話しします。私のせいで、小早川くんと月丘さんが喧けん嘩かしてしまうのは、本意じゃないですから」

　こっちが恥はずかしくなるくらいのまっすぐな視線と迷いのない口調。そんな彼女に、僕はただただ見入ってしまった。




　星空さんを思いとどまらせようとしたが、彼女はひいてくれなかった。けっきょく僕たちは二人でアネさん宅にたどり着き、アネさんのお母さんがニコニコしながら部屋の前まで案内してくれた。

　アネさんのお母さんは、

「じゃあ、茜あかねをよろしくね」

　と言ってどこかに出かけてしまった。

　僕は、緊きん張ちようしながらそのドアを開けた。

「…………なにしにきたのよ、小早川」

　ベッドに腰こし掛かける部屋着のアネさんが、くちびるを尖とがらせたつまらなそうな顔を見せた。薄うすい部屋着に下ろした金きん髪ぱつ。真っ白な太ももがどこかなまめかしくて、これが別のシチュエーションだったらなー、と思わないこともない。

　不機嫌な表情でも、アネさんはすごくかわいい。

「い、いや、最近学校にこないみたいだから、どうしたのかなーと思って」

「小早川には関係ないでしょ」

「…………入っていい？」

　聞くと、アネさんは少しだけ頰ほおを上気させ、視線を逸そらして頷うなずいた。

　綺き麗れいに片付いたアネさんの部屋。彼女の派手な見た目とは対照的に、カーテンとかクッションとか、全体的に白かブラウンで統一されていて落ち着いた感じだ。その中で、窓まど際ぎわの小さな棚たなだけが綺麗な瓶びんとかアクセサリーでキラキラしていた。甘い香かおりがした。それが、いつものアネさんから漂ただよう香りを凝ぎよう縮しゆくしたようなものだと気づいて、僕はすごく動どう揺ようした。

　でも、そうも言ってらんない。アネさんに学校にきてもらえるよう、きっちり説得しなきゃならないんだから。

　そして、僕の後に続いて星空さんが部屋に顔をのぞかせた。

「帰って」

　瞬しゆん間かん、アネさんはそう言った。

　その声に、僕はびっくりしたんだ。あまりにも抑よく揚ようがなくて、冷たいとかそういう次元じゃなくて、短い言葉なのにそこには明確な拒きよ絶ぜつが含ふくまれていたから。

　振ふり向く先にいたアネさんの、さっきまで赤かった顔は蒼そう白はくに変わっていた。

「ねえ、帰ってよ」

　そのときにやっと、僕は二人できたことの過あやまちに気づいたのだった。

「待ってよアネさん。僕たちはただ、アネさんに学校にきて欲しくて」

「それで二人でうちにきたっていうの。信じらんない。意味わかんない」

　アネさんは立ち上がって激高した。

「アネさん落ち着いて」

「あたしは落ち着いてる。でも小早川なんて大だい嫌きらい顔も見たくない──」




「聞いてください」




　一いつ瞬しゆん、小さな部屋は水を打ったように静まり返った。

　いつもおどおどしている星空さんが、その小さな体たい軀くからは考えられないくらいはっきりとした声で、強くそう言ったのだ。

　不意をつかれたのはきっと僕だけじゃなくて、アネさんもそうだったんだ。ぽかんと気の抜ぬけた表情に、一瞬変わった。

　でもすぐに気持ちを立て直したのか、

「あんたと話すことなんて──」

　言い返そうとしたのだが、

「いまから話すことを聞いてください」

　星空さんは引かなかった。

　きっと、今日はじめて星空さんに出会った人だって気づく、彼女の真しん剣けんさ。小さな部屋にいる僕達はその覚かく悟ごを正面から受け取るわけで、それはアネさんにも伝わった。ゆっくりとした頷きは無言の許容だ。

　星空さんは、一度深く息を吸って、そして、

「私は……バーグ・ティーンなんです」

　きっと積もり積もった積年の不安を、

　想おもいを、

　その言葉を口にした。

　バーグ・ティーンなんて、普ふ通つうの人からすればただの言葉だ。しかし、それを不幸にも手に入れてしまった彼女にとって、それは積年の想いを積み重ねた心の澱おりに違ちがいなかった。

　星空さんは黙だまってしまった。目め尻じりには涙なみだがたまり、奥歯を嚙かみ締しめているようにも見えた。

　だから、僕が言葉を継ついだ。

「アネさん。僕がいま生きていられるのは、星空さんのおかげなんだ」

　アネさんは、優やさしいと思う。

「……どういうこと？」

　さっきまであんなに意地はってたのに、こうやって、僕たちの言葉を聞いてくれる。

「アネさん、バーグ・ティーンってわかる？」

「ああ、あの、超ちよう能のう力りよくみたいなやつでしょ。テレビでみたことあるわよ。……その子が……その、バーグ・ティーンだって言うの？」

「そうじゃなきゃさ──」

　五階建ての校舎から落下して生きていられるわけがない。

　それに、僕は確かに見たんだ。落下中、バーグ・ティーンの能力が発動するとき特有の閃せん光こうを。彼女がバーグ・ティーンであれば、軽トラックにひかれてピンピンしていたことにも説明を付けられるかもしれない。

　彼女は、自身の肉体を操作する能力を持っているのだ。

　確信を持って、僕は断言した。

「星空さんは、落下した僕を受け止めてくれたんだ。バーグ・ティーンの力を使って、人間を凌りよう駕がする怪かい力りきになってね」

「違いますっ！」

　え!?

　違うの!?




　という僕の赤面エピソードはともかく。

「じゃあ、一体なんだって言うのさ!?　僕はいま、なんで生きてるわけ!?」

　五階からアスファルトに叩たたきつけられ、無傷の人間がいるはずない。……待てよ、無傷の人間なんているわけないんだ。

　ひょっとして。

「僕自身がヒューマノイドだった──」

「小早川、黙って」

「はい」

　アネさんにたしなめられて僕が黙ると、星空さんが話を継いだ。

「小早川くん。小早川くんは、屋上から落ちてきたとき、どんなことを考えていましたか？」

「……どんなことって……」

　さて、なに考えてたっけな。正直よく覚えてないんだけど。

「なんていうか、死の瞬間は本当に辺りがスローモーションになるんだなって」

「死の瞬間、ですか」

「うん。五階から落下して、生きてられるとは思わないし……そうだ、ちょうど真下に星空さんがいたから、はっきり言って二人で死んじゃうと思ったんだ」

　星空さんは華きや奢しやだし、仮に死ぬまで行かなくても、間ま違ちがいなく大おお怪け我がすると思った。でも、結果として無傷だったんだ。

　星空さんは深く静かに息を吸った。

　少しのあいだ目をつむって、そして、言った。

「私は……その想いを裏切ったんですっ」

　言い切ると、継いで話し始める気配を見せなかった。

　話は終わったようだ。

「……うん……確かに裏切られたよ」

「でしょう」

　……でしょうっていうか、え？

　なにそれどういうこと？

「ぜんぜん意味わかんないわ」

　アネさんに超ちよう同意。

「……最初から、お話しします」




　そして、星空さんの告白が始まった。

　彼女はバーグ・ティーンである。それは間違いないんだけれど、その体質は僕たちの知るバーグ・ティーンではなかった。常識の遥はるか上をいくものだったんだ。

　小学生だった頃ころの思い出ばなしだ。

　星空さんは小学校に上がったくらいから、様々な異変が起こり始めた。覚えている限り最初に起こった異変は、母親に頭をなでられたときだった。いつもの彼女であれば、母親に頭をなでられれば心が安らかになるはずだった。しかしその日は、どういうわけかなでられればなでられるほど気分が悪くなり、結局そのまま風邪かぜをこじらせてしまった。

　また別の日、友人と彼女は手をつないだ。いつもならば少しだけうれしくなるはずだった。しかしその日は、どういうわけか友人のことがものすごく不快に感じ、結局その相手と大おお喧げん嘩かして、そのまま絶交してしまった。
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　他ほかにも様々な異変が繰くり返され、そしていよいよ決定的な事件が起こる。それはクラスメイトに学校で飼育しているウサギを見に行こうと手を引かれたときだ。ウサギを触さわろうとわくわくしながらケージを眺ながめ、そして彼女はその光景に愕がく然ぜんとした。ケージのウサギが消えてなくなっていたのだ。

　そのときついに、彼女は思い至ったらしい。




　──自分は触ふれた相手の想いをことごとく裏切ってしまう。




　母親は彼女に『健やかであって欲しい』と願い、彼女の頭をなでた。そして、彼女は風邪をこじらせた。

　友人は彼女と『仲良くなりたい』と思い、彼女と手をつないだ。そして、彼女は友人と絶交した。

　クラスメイトは『飛び跳ねるウサギと遊びたい』と胸をふくらませ、彼女の手を引いた。そして、ウサギは消え去っていた。

　彼女は触れた相手の想いをことごとく裏切ってしまう、《裏切り体質》だったのだ。

「それで、小早川くんが落ちてきたとき、小早川くんは二人で死んでしまうって思ったから、私がそれを裏切ったので……」

「僕たちは無傷だった……っていうわけ……？」

　にわかには信じがたい。

　しかし。

　現に。

　僕は。

　生きている。

　そして、僕の脳のう裏りには凄せい惨さんな交通事故の光景が浮うかんだ。

「じゃああの日、軽トラックにひかれてもピンピンしてたのって……」

「……たぶん、小早川くんは私が死んだんだと思ったのでしょう。それを、私が──」

　裏切った。

「そんなことって……」

　星空さんのまっすぐな瞳ひとみ。とつとつと、大切に選ぶように紡つむがれる言葉が噓うそだとは到とう底てい思えない。

「……だから、私は小早川くんに感謝してるんです。私がいま生きているのは、小早川くんのおかげだから……。迷めい惑わくをおかけしないようにと思って黙っていたんですけど……結局迷惑をおかけして……しまいました」

「迷惑なんて……」

　僕はキミに命を救われたのに、どうしてそういうふうに考えてしまうんだろう。星空さんの表情は今にも泣きそうで、見ているとどういうわけか僕まで苦しくなった。

　星空さんはアネさんの方に向き直る。

「月丘さん。だから、私は人に触れることができないんです。人に触れたら、相手の想いを裏切ってしまうから…………私は……これからもずっと……」

　思い返せば、いつも彼女は手を後ろに組んでいた。

　人が近づくと、自然と距きよ離りを取ろうとした。そんな態度が、クラスで星空さんを孤こ立りつさせた。

　そこで言葉に詰つまってしまった星空さんに、アネさんはけっして視線を向けなかったが、しかし、こう言ったんだ。

「アネさんて呼びなさいよ。苗みよう字じは寂さびしいから」




　アネさんは「湿しめっぽい話は終わり！」と言って、それから僕たちは他た愛あいのない話をした。昨日こんな夢を見た、とか、どんな音楽聴きくの、とか、あの小説が面おも白しろいよ、とか。そんな、三日も経たてば忘れてしまうようなことばかり。でも、昨日までのアネさんと星空さんだったら、きっと絶対にしない話だ。

　星空さんがお手洗いに立ったとき、僕とアネさんは部屋で二人きりになった。

　アネさんは、言った。

「小早川……あたし、明日から学校行く。なんかあの子の話聞いてたら、自分の悩なやんでたことが馬ば鹿からしくなっちゃった。もうどうでもいい──────って感じ。まぁ、完全に信じたわけじゃないんだけどね」

　わだかまりが消えたような、晴れやかな表情のアネさんがそこにいた。

「うん」

　アネさんだって本当は、もともと星空さんと喧嘩したかったわけじゃないんだ。思い違いとか、すれ違いとか、そんなぎざぎざが氷解すれば、二人は仲良くなるに決まっている。

「……それでね……小早川……」

　下を向いたアネさんは、指先でくちびるをいじっていた。

　声が急に小さくなった。

　カーテンの隙すき間まから差し込む濃こい色に染まり始めた陽ひの光に照らされて、アネさんの顔は赤く色づく。

「実は……ずっと言えなかったことがあって……」

　……言えなかったこと、だと？

　まさか。

「アネさんもバーグ・ティーンとか言わないよね──」

「ば────か！」

　え!?

　いやだって、仕方ないだろ。さっき星空さんからアレほどのカミングアウトを聞いたばかりだもの。

「あのね……」

　僕は身構えた。

　いったい何を言うのだろう。

　でも。

　その必要はなかったかもしれない。

　アネさんは、笑った。

「指輪を取り返してくれて、ありがと」

　それこそ、夕日のように優やさしい笑え顔がおだった。

「あたし、本当に嬉うれしかったの」

　アネさんの笑みは見ているだけで僕の全身に清せい涼りよう感かんが広がるような心ここ地ちよさがあって、うっかりすると理由わけもなく涙なみだが流れそうだった。

　ああ。

　あらためて思うよ。

　僕は今日、ここにきて本当によかった。




　帰る頃にはアネさんと星空さんはすっかり打ち解けていて、ファッションの話なんかだと僕があぶれている感じになった。だけど、そんな二人を見ているだけで僕は楽しかった。

　少しずつ空が青くなり始めた頃に、僕と星空さんは彼女の家をあとにした。

　楽しい直後だったからだろうか。明めい滅めつする街灯と鳩はとの鳴き声がノスタルジックで、僕は寂しい気持ちになる。

　隣となりには、星空さんがいる。

　星空さんは、強いと思う。

　隠かくしておきたいはずの自分の秘密を、他人のためにさらけ出すことができる。その優しさが、僕は羨うらやましいとさえ思った。

　秘密を晒さらすのは、

「怖こわく……なかったの？」

　思わず訊たずねてしまった。

　夜風に吹ふかれて星空さんの黒くろ髪かみがふわりと舞まう。大きな瞳でまっすぐこちらを見つめる。手を後ろに組む星空さんは、自然と背筋がしゃんとする。

　星空さんは語り出した。

「うちは母子家庭なので、ママはずっと働いてます。家事とか、まだ小さな弟と妹の面めん倒どうは私の役目なんです。ハウスには行けません」

　誰だれかが星空さんの秘密をばらし、伝わり広がれば、自動的に彼女はハウス行きだ。

「だから、怖いですよ。私は疑り深いですから。すごく、怖いです」

　それでも、キミは話してくれた。

「話してしまったら、話した相手にも秘密を強要するってことです。……小早川くん、巻き込んでしまって……」

　──ごめんなさい。

　そう続くと思ったから、

「星空さん！」

　僕は話を切った。

　違ちがう。

　そうじゃない。

「星空さん、ありがとう。星空さんが正直に話してくれたから、明日アネさんは学校にくることになったんだ。これはすごいことだよ。星空さんじゃないとできなかった。本当にありがとう！」

　僕はまくし立てた。

　感謝してるんだ。キミが話してくれたことに。だから、謝らないでよ。謝ったら、それが悪いことみたいじゃないか。

　僕が感動したことを、否定するのはやめてくれ。

「星空さん、もう一度言うよ。ありがとう！」

　急に声が大きくなった僕に驚おどろいたのだろうか、星空さんは少しぽかんとしたあと、僕に背を向けてしまった。

　僕はどうしていいかわからなくなって、オロオロしてしまっていたんだけど。

　でも、星空さんはすぐに振ふり返ってくれて。

　そして、

「はいっ！」

　満面の笑みを輝かがやかせた。




　宣言通り、翌日アネさんは学校にきた。

「おお！　アネさんが登校されたぞ！　祭だー！！！」

「アネさん、私たち、すごく寂しかったわ！」

「ウサギなら孤こ独どく死してるレベルで寂しかったよ！」

「ほんと、僕たちがウサギだったらと思うとゾッとするよな」

「アネさん。試ためしに俺をウサギだと思ってナデナデしてくれませんかね」

「あんたたち……休んじゃってごめんね」

「「「「「　！！！　」」」」」




　ということで、ひとまずアネさんが学校にきてくれたのは良かったのだけれど、そうなるとやはり問題は星空さんのことだろう。

　星空さんは、触ふれた相手の想おもいを裏切ってしまうバーグ・ティーンだ。だから、星空さんはクラスメイトを避さける。

　そうすると、

「なんで私たちのこと避けるの？」

「いいよ、仲良くしたくないんでしょ」

「無理に付き合わせるのは星空さんに悪いし」

「そうだね……もう放っておいた方がいいのかも」

　徐じよ々じよにクラスメイトとの間に溝みぞができていき、かといってその理由は簡単に話せるたぐいのものではなかった。僕とアネさんに話すときでさえ、星空さんは小さな体を震ふるわせていたんだ。

　星空さんはクラスでどんどん浮ういた存在になってゆく。

　その様子を見てか、

「ゆず、あんた『抱ほう擁ようの会』入んなさいよ」

　なんて、意味不明なことをアネさんは提案したのだった。

「いやいやアネさん。星空さんは人に触れられないんだよ。それなのに『抱擁の会』なんかに入ったら」

「別に服の上からなら触さわってもいいんでしょ？」

　星空さんは頷うなずいた。

「……でも、万が一触れてしまえば」

「そうだよアネさん。何かが起きてからじゃ遅おそいんだよ。『抱擁の会』は危険すぎる」

　何かが起きるとは、要するにバーグ・ティーンの能力が公衆の面前で発動するという意味だ。もしそれが学校で話題にもなってしまえば、星空さんがハウスに連れて行かれるのは間ま違ちがいないだろう。それどころか、彼女ほど強大な能力ならばなにか良からぬことに利用されるかもしれない。

　星空さんは、白くて小さな両手を見つめていた。その手は確かに、時として大変な出来事をもたらすのだ。

　…………あれ？

　白くて小さな両手がむきだしだ。いや、本当に今いま更さらなんだけど……手て袋ぶくろとかしたほうがいいんじゃないの？

　なんて疑問が僕に生まれた。ただ、その疑問を口にするよりも先に、アネさんがもっと不思議なことを言いました。

「小早川は馬ば鹿かね。『抱擁の会』に入ったって、抱擁しなきゃいいじゃない」

「え？」




『抱擁の会』は、他人と抱擁することが活動内容である。だからこそ『抱擁の会』であって、そうでなければいったい何の会だと言うんですかね。

　しかし放課後になって、アネさんの言う通りだったと気づく。

　アネさんと星空さんは、まったく活動をせず木こ陰かげのベンチに座っていた。そういえば、アネさんいつもそんな感じでしたね！

　そして、アネさんの後光が力を発揮したのだろうか、星空さんに近づく人もいなかった。

　うん。

　確かになんだか安全な気がするよ。でも、『抱擁の会』っていったい何なんだろう。

　それとは対照的にガンガン活動する僕は、

「こないで痴ち漢かん」

「触ったら、訴うつたえるわよ。冗じよう談だんだと思わないで。本気よ！」

「懲ちよう役えき刑けいを覚かく悟ごしなさいよね！」

　などと罵ば倒とうを受けている。

　いや、対照的でもないな……。人が寄ってこないという意味においてはまったく同じだ。でも、『抱擁の会』って、いったい何なんだろう。

　と、そこへ芹せり葉は先せん輩ぱいが遅おくれてやってきた。

「ああ、かわいい星人がいるわー」

　それはもちろん、星空さんのことを指している。

　ベンチに駆かけ寄る芹葉先輩は、アネさんが静止するよりも早く星空さんに抱だきつこうとした。

　でも、

「ふ、触れないでくださいっ！」

　強い拒きよ絶ぜつの声が、芹葉先輩の動きを止めたのだった。

　唐とう突とつな大声に芹葉先輩は目を丸くして驚いていた。

「あらあらー、ごめんなさいね。でも、慣れてきたら芹葉と抱き合いましょうね」

　いつもの落ち着いた声を出す芹葉先輩は大人だと思う。

　相手が芹葉先輩だからまだいいよ。陰かげ口ぐちの材料にしたり、根に持ったりしない人だって、僕はよく知ってるから。

　でも僕は、人に触れられないという事実の歪いびつさを、あらためて知った気がした。




「ゆずはちょっと過か剰じよう反応だわ」

　帰り道、僕たち三人は駅まで同じ方向だ。

　アネさんの言葉に、星空さんはしゅんと肩かたを小さくすぼめる。

「アネさん、仕方ないじゃないか。だって、あんな大変な能力を持っているんだからさ」

「でも、なにも悪いことばかりじゃないでしょ」

　アネさんは軽い調子で言った。

「だって、《裏切り体質》があったから、ゆずは生きてるんじゃない。小早川だってそうよ。……確かに、ゆずはいままで体質のせいで嫌いやなこともあったのかもしれないわ。でも、体質がなかったら、もっと大変なことになっていたんじゃない」

「それは……そうですけど……」

「触れちゃいけないって思うから、ゆずはいつもビクビクしてるんでしょ。だからあんなふうに浮いちゃうのよ」

　女の子ってすごいズバズバものを言うときがありますよね！

　でも、僕はアネさんの言わんとしていることがわかった。つまり、触れちゃいけない、と考えるのが良くなかったのだ。だからこそ、彼女は人と触れないようにと孤こ立りつしてしまう。

　事実として、《裏切り体質》で触れて迷めい惑わくをかけてしまうこともあるだろう。

　でも。

　逆だってあるんだ。

「触れて、他人を幸せにすればいい」

「……無理ですよ」

　星空さんは小さな声で言う。

　依い然ぜんとして表情も晴れず、その声こわ音ねは悲ひ哀あいを帯びている。

「私の触れた人が、楽しいこと、素す敵てきなことを考えていたら、辛つらくて不幸なことが起こるんです。そんな力で、他ほかの人を幸せにするなんて無理です」

　きっと、本当にそう思っているのだろう。

　いままで《裏切り体質》のせいでいろんな嫌なことがあって、星空さんは無意識にその体質を恐おそれているフシがある。

　だけど、それだけじゃないだろ。それだけじゃないことに、星空さん自身はきっと気づいているはずなんだ。

　だって、

「星空さん。キミはどうして手袋をしないの？」

「……え？」

　少し困こん惑わくした表情を、僕に見せた。

「そういえばそうね。手袋したほうが安全に思えるわ」

　アネさんが同意すると、星空さんはなぜか言いづらそうに語った。

「それは……手袋をすると、目立つと思ったから……」

　違ちがう。

　それは、たぶん噓うそだ。今時手袋なんて、日焼けとかなんとか言えばいくらだって説明がつくし、そう目立つものじゃないと思う。

　では、なぜか。

　僕が屋上から落ちたとき、たまたま下にいた星空さんはその手を伸のばして僕に触れた。一いつ瞬しゆんの出来事だった。そして、一瞬の出来事には手袋をはずす暇ひまなんてない。

　もし彼女が手袋をしていれば、僕は生きてはいなかった。

　決定的な誰だれかの危機に対して、一か八ばちかかもしれないが、その体質は救う希望なのだ。彼女の言う通り、楽しいこと、素敵なことを考えている相手に触れると不幸なことが起こるかもしれない。けれど反対に、不幸なことを考えている相手に触れれば幸せになるということじゃないか。

　だからこそ。

　不幸なことを考えざるを得ない不測の出来事に反応するには、星空さんは手袋をするわけにはいけない。

　彼女はその体質で、対たい抗こうする準備をしている。

　星空さんはいままでその体質で幸せになることよりも、不幸になることのほうが多かったに違いない。

　でも、心の中では誰かを救う可能性を信じていたはずなんだ。

　だから、きっともう少し。

　僕が手助けするからさ。

『そんな力で、他の人を幸せにするなんて無理です』

　裏切ろうよ。

　その思い込み。




　と、心中で恰かつ好こうをつけてみたんですが、ことのほか《裏切り体質》を役に立てるのは難しいのでした。

　だって、屋上から落ちるピンチなんて人生でそうそうめぐりあうもんじゃない。

　と、いうことで。

「なあ青山。これは喩たとえ話なんだけどさ、こっちの気持ちをことごとく裏切ってくる裏切り者がいるとしてだよ。その裏切り者をさ、他人の役に立てるにはどうしたらいいかな」

　困ったときは青山に相談ですよね！

「なんだよそれ。心理テストか？」

「そ、そうだよ！」

　青山は視線を彷徨さまよわせる。

「そうだな……俺なら、その裏切り者をだます。たとえば、お金がすごい嫌きらいなふりをするだろ。そうするとその裏切り者は、その気持ちを裏切ってお金をくれるかもしれない」

　そ　れ　だ　！

「……で、結果は？」

「え？　なんだよ結果って」

「心理テストの結果だよ」

「ああ、どうやら青山は生まれつき人妻に対してものすごい執しゆう着ちやくがあるみたいで──」




　昼休み、僕は空き教室で星空さんと落ち合った。

　ちなみに午後は体育で、女子はプールで水泳だ。思春期男子としてとても心躍おどるんだけど、残念ながら男子は陸上であり、プールと校庭は校舎を挟はさんで反対側にあるので彼女たちの勇姿をまったく拝むことができない。

「星空さん僕ね、スク水が大嫌いなんだよ、ホント。もうはっきり言って一生見たくないくらい。あの紺こん色いろの素材を見ただけで引き裂さきたくなる想おもいにかられてね」

「……なっ、なに言ってるんですか？」

　僕の言動を警けい戒かいしているのだろうか、星空さんは半身になって、自分の体を怯おびえるように抱いていた。

「親の敵かたきかっていうくらい嫌いなんだよね。いや、くらいじゃないよ。もはや親の敵だよ。スク水は。絶対に復ふく讐しゆうしてやろうと心に誓ちかってて、目にした瞬しゆん間かんそれを実行してやろうと常つね日ひ頃ごろ想ってるんだ」

　眉まゆ根ねの寄った怪け訝げんな表情が僕に突つき刺ささる。でもしょうがない。これも星空さんのためだ！

　僕は星空さんに手に飛びつくように触ふれた。

「きゃっ」

　青白い光が確かにまたたく。

　これで裏切り体質は、僕が『スク水なんか見たくない！』と勘かん違ちがいしたことだろう。

　だけど残念だったね。




　僕はスク水が拝みたくてしょうがないんだよ。




《裏切り体質》を、だましてやる！

「……な、なにするんですかっ！」

　相変わらず、星空さんは自分の体をかき抱いている。

「ふふ……午後が楽しみだね……」

「こ、怖こわいことするなら、あ、アネさんに言いつけますよっ！」

「ち、違うよ！　実験だよ！」




　そして午後、初夏の激げき烈れつな日差しの下もとで、僕たち男子は延々トラックを走らされ続けた。スクール水着を拝める様子もなく。

「お、おい、青山……は、話が違うんだけど」

「は？」

　結局体育はそのまま終わってしまった。

　どういうことだろう。

《裏切り体質》はなにも起こらなかったのだろうか。

　……しかし、そんなことはなかったのだ。

「青山……これ、僕の見み間ま違ちがいじゃないよね？」

「ああ。これはおまえの見間違いじゃない」

　教室に帰ってきた女子は、なぜか皆みなびしょびしょだった。

「なあ青山。夏の薄うすい制服。透すけブラ全開だよ」

「そうだな」

　そこへ、アネさんがやってきた。

「あんたたち、なにそわそわしてんのよ」

「いやっ、アネさん、な、なんていうかね」

　六月は衣ころも替がえ期間であって、アネさんはすでに薄うす手での夏服だ。そのブラウスが水分でぴっちゃりと張り付いて、アネさんのブラははっきり浮うき出ていた。今日はオレンジなんですね。

　いや、ブラだけではない。水分を含ふくんだ薄いブラウスは、地じ肌はだに張り付いてその肌色を透かして見せる。それはなんというか、はっきり言って素す肌はだを直接見るよりもエロい光景だった。

　そして、僕はなんとなく辺りを見み渡わたした。

　うわ、周りの男子もみんなキョロキョロしてる！

「なによ、小早川」

「……あのさ、ちょっと制服、びしょびしょ過ぎないかな……なんてね……」

　言うと、アネさんは下を向いた。

　すると彼女の顔はみるみる真まっ赤かになっていき。

「きゃ──────────────────────────────────！」

　その叫さけび声を合図にクラス中の女子がその異変に気づく。
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「な、なんで私、こんなびしょびしょなの!?」

「いや、意味わかんない」

「ちょっと男子、こっち見ないでよ！」

「あ、でも、青山くんは見ていいよ。というより、見て欲しい……かな」

　クラスは一時騒そう然ぜんとなり、女子は一いつ斉せいに更こう衣い室に向かった。

　そして、授業にやってきた古典教師が言った。

「あれ。女子高生は？」

　クラスの誰かが言った。

「女子高生はびしょびしょなんです」

「は？」




　その後アネさんが、いったいなにがあったのか教えてくれた。

「あたしたちなぜか、制服のまま水泳してたのよ」

　というシュールな話であって、僕はどうしてもそれが受け入れられなかった。

「なに言ってるんだよアネさん。高校生女子の水泳の授業と言ったら……スク水だよ、ね？　スク水だよね!?」

「小早川……目が気持ち悪いわ」

「…………」

　ともかく、アネさんによれば、クラスの誰も気づかないまま、みんな制服のまま水泳の授業に参加していたらしい。

　これは明らかに《裏切り体質》による現象だと思う。

　しかし、僕としては『スク水を拝む機会が増える』くらいになる予定だった。だが結果として僕は一秒たりともスク水を拝むことができなかった。

　……おかしい。こんなの絶対おかしいよ。

　なんて考えていたとき、突とつ然ぜん腕うでをひかれた。

「小早川ちょっときなさい。ゆず！　ちょっときて！」

　アネさんの表情には、かすかに怒ど気きがうかんでいました。




「だからさ、本当にやましい気持ちはなかったんだよ。ほんと、自分でもびっくりするくらい純じゆん粋すいな探究心っていうかぎゃ──────────────！！！」

　※ちなみにいま僕の手の甲こうにはシャーペンが突き立てられています

「ふーん」

　アネさんはやっていることはバイオレンスだけど、晴れやかな笑え顔がおだ。

「つまり小早川はこういうわけね。自分のやったことは完全にゆずのためで、邪よこしまな気持ちはまったくなかった、と」

「す、すごいやアネさん。まったくその通りだよ！　も、もしかしてアネさん、人の心が読めるバーグ・ティーンなぎゃ──────────────────！！！」




「ごめんなさい僕は欲よく望ぼうのおもむくままに皆みな様さまのスク水姿をお見せいただきたいと思ったんです」

「で、それをゆずが裏切ったってわけね」

　大切なのは正直な言葉だ。

　うん。間ま違ちがいないよね！

　それはともかくとして、結果として実験は失敗した。僕は裏切り体質をだますことができなかった。

「裏切り体質は……コントロールできません。人が、想いをコントロールできないからです。心の内に思ったことは、要するに素す直なおな気持ちです。そして、私は素直な気持ちを裏切ってしまうので……」

　星空さんは申し訳なさそうに言う。

「だから、この体質は人を不幸にするんです。想いの多くは希望なんです。こうしたい。こうなってほしい。そんな想いを、私は裏切ってしまうんです。みんな、不幸になります」

　そうやって、自分を追い詰つめないで欲しい。

「でも、そのおかげで僕たちは生きてる。星空さんは僕を助けてくれるつもりで、校舎の下で僕を裏切ってくれたんだろ？」

「あのときはとっさに……。あんな場面だったらきっと、小早川くんは『死んだ』と思う以外ないだろうと。あれはたまたまそういう場面だったってだけで、やっぱり人は自分の考えを操あやつるなんて無理なんですっ」

　その通りなのかもしれない。

　屋上から落下して希望を見いだせる人間がいるとすれば、きっと体がエアバッグでできているタコ的な何かに違ちがいない。

「つまり、操るのは人の考えじゃなくて、状じよう況きよう、というわけね……」

　アネさんのつぶやくような声が聞こえた。

　なんかわかったことでもあるのかな。

「アネさん、どうかしたの？」

「う、ううん。なんでもないわよ。なんでも……」

　この実験を通じて、僕は《裏切り体質》をコントロールする難しさを知った。《裏切り体質》が人の心を通す能力である限り、それは不安定な要素が多すぎるんだ。

　それでも。

　下を向く星空さんを見ていると、僕は何とかしてあげたいという衝しよう動どうに駆かられる。




　何とかしたい。

　でも、残念ながら僕だけでは力不足だ。だから青山とかにも相談してみたいな。ただ、この話はできるだけ広めるべきじゃないのはわかってる。まぁ青山は口が堅かたいからその点においては大だい丈じよう夫ぶだし、なにより彼は良いアドバイスをくれるで有名だ。

　放課後にでも星空さんに、青山に話していいか聞いてみよう。

　と、そんな矢先。

「小早川。放課後、暇ひまよね？」

　アネさんがウキウキした声で言った。

　なんだかいつもより目がキラキラしてる気がする。

「……？　なに言ってるんだアネさん！　僕そんな暇そうに見える？」

「見えるわ」

「それはある意味正しいよ。なぜならば僕は、自分を暇に見せることによって相手を油断させる、いわば知能犯だからね」

「なるほど暇ね。今日ね、実は──」

「ターゲットはこの瞬しゆん間かんも僕を見て着々と油断しているわけなんだけど」

「本番用の衣装ができたみたいだから、それを着て練習してみようって……なによ小早川……視線の逸そらし方が露ろ骨こつよ」

「僕……今日の午後も油断した姿を見せなきゃいけないんだ」

「……あっそ」

　くちびるを小鳥みたいにして不ふ機き嫌げんになるアネさん。ごめん。今日は本当にすることがあるんだ。

　ところで日向高校は七月の初めにある文化祭に向けて、準備期間まっただ中だ。

　我がクラスは何やら演劇をやるとかで、日々練習が行われている。演目は西部劇要素を加えたシンデレラで、お尋たずね者のヒロインが夜中の十二時にお王子様と決けつ闘とうするという、非常にシンデレラ要素の薄いシンデレラだ。たぶん脚きやく本ほんを考えた三み木き谷たにが血迷ったんだと思う。

　アネさんは三木谷に頼たのまれシンデレラ役だったが、僕は受付係なので当日まで特にすることがなかった。アネさん、毎日練習お疲つかれ様。

　というわけで放課後。

　僕は星空さんにもう一人だけ仲間を増やす提案をしてみた。

「実はね、うちのクラスには青山ってやつがいてね」

「し、知ってますけどっ」

　僕はいかに青山が有能で、口が堅い男かを星空さんに伝えた。要約すると次のようになる。

「つまり、青山は一家に一台必要な、セグウェイみたいな男なんだよ」

「セグウェイ……一家に一台必要でしょうか……？」




　どうもまだ星空さんは青山を受け入れられないみたいだった。いや、青山に限らず、できるだけ人と仲良くしないようにしているのだろう。

　でも、だからこそ、信しん頼らいできるやつならば仲間になっていくべきだ。そして僕は、青山は信頼できるやつだと思っている。

　あらためて理論武装を固め、星空さんを説得してみよう。

　と、思った矢先のアネさん。

「小早川、今日の放課後さ、文化祭の練習──」

「そこなんだよね……」

「……なにがよ」

「僕はみんなが文化祭の練習をしてるのを知っていて、見てみたいと思っているんだよ。でも、僕は先祖代々人の練習を見学することがはばかられる血筋の人間だから、もし禁きん忌きを破って見学なんかしてしまえば天変地異が起こりかねないよ」

「……ふーん」

　今日こそ星空さんは喜んで青山を仲間に迎むかえ入れることだろう。

　完かん璧ぺきな理論を携たずさえ、僕は星空さんの説得を心に誓ちかう。

　というわけで放課後。

「つまり青山は、三度の食事には欠かせない、食べるラー油みたいな男なんだよ」

「小早川くんの食生活が気になります……」




　僕は人を説得する難しさを知った。僕の口車さえあれば人の心を動かすなんて簡単で、それゆえ僕の天職は詐さ欺ぎ師しだとさえ思っていたのに。

　いや、しかし弱音を吐はいている場合ではない。やっぱり青山は仲間に入れるべきだ。それは単純に彼が良いアドバイスをくれるからというだけではない。だけじゃなくて、星空さん自身が人を受け入れていくことが必要だと思うからだ。

　今日こそ完全なる理論武装で、星空さんを説得してやる！

　と、決意するタイミングを狙ねらったかのようなアネさん。

「小早川、今日こそ練習──」

「アネさん！　人という字は──」

「絶対付き合ってよね」

　にっこり。

　アネさんの笑顔は切れ長の目が細まって、それこそニコニコマークみたいにかわいい。

　うん。

　どうしてかな。アネさんの笑顔はとても魅み力りよく的なのに、不思議とぜんぜん楽しそうに見えないや。




　ということで、僕はアネさんの舞ぶ台たい稽げい古こに付き合うこととなった。

　近ちか頃ごろは練習もだいぶ進んできたようで、劇もだいぶ様になって見えた。もっとも僕、そういうの詳くわしくないから全然わかんないんだけど。

　ただ、

「もう一発撃うちぬいてやるわ。あんたの、心臓ハートにね」

　いまはクライマックスのシーンで、王子様がガラスの弾だん丸がんに残された線せん条じよう痕こんを頼たよりにシンデレラを見つけたシーンなのだが、ちょっと脚本が意味不明すぎると思うよ。中世だかウエスタンだかわからない舞ぶ台たい設定で、突とつ然ぜん科学捜そう査さが始まるのは驚おどろきというよりもシュールでしかない。

　最後無理やりの帳ちよう尻じり合あわせでハッピーエンドを迎えた脚本。ヒロインが王子様の力量を認め、また会う日まで腕うでを磨みがいておくというラストで感動できる観客はいるんですかね？

　なので、

「ねえ、小早川。ど、どうだった？」

　達成感を含ふくんだハツラツとした声でアネさんに聞かれても、なんとも回答に困る舞台なのだった。

「うーん。というよりアネさん、よく主役、引き受けたよね」

　アネさんの衣装、けっこう際きわどい。

「しょ、しょうがないじゃん頼まれたんだから……」

　頼まれたらそれに応こたえようとしてしまう。

　アネさんはそういう女の子なのだ。

　今回は脚本家三木谷たってのお願いで、「教師を半殺しにして留年したアネさんならば、ヒールでニヒルなシンデレラのイメージにぴったり！」だそうだ。

　ただそのまえに、僕はヒールでニヒルなシンデレラという設定を疑問に思う。

　そして、さらにもとを正せば。

「イメージには合わないよね。アネさん、ニヒルでヒールとは、イメージが真逆っていうか」

「ちょっ！　な、なに言ってんのよ小早川。そ、そこはぴったりでしょ。どう考えても。あたしは教師を半殺しにしたっていう噂うわさで有名なんだから」

　ちょっとだけ周りにも聞こえるくらいの声で、アネさんはそう言った。

　まあ、本人がそれでいいならいいんだけど。たださ、アネさん。もうそれ、よくないですかね。




　始まりは四月。

　僕たちがまだ高校に上がったばかりだった頃ころのこと。

「なんで月丘さんって留年したのかな」

「すごい頭があれなのでは」

「うーん、病気とか」

「あんがい不良なのかもよ」

　本来一学年上のアネさんに、クラスメイトが興味をもつのは当然の流れだった。しかし、みんなひそひそと噂話を立てるばかりで、本人に直接問いただす人はいなかった。

　腫はれ物のような扱あつかいで、アネさんはみんなから避さけられていた。

　ただ、僕はアネさんの真相を知ってたんだ。

　たまたま一つ上の従姉いとこが中学校時代アネさんと同じクラスだったことがあるらしく、単に病気がちで学校にこれない期間があって原級保留したという話を聞いていた。

　でもそんなこと、どうでもいいと思ったんだ。僕はアネさんに話しかけた。一いつ瞬しゆん敬語を使いそうになったけど、おかしいと思ってやめた。

「みんなに直接言ってやればいいじゃない。悪いことしてるわけじゃないんだからさ。なんなら僕が言ってあげようか？」

　でも、それはどうでもいいことなんかじゃなかった。

　アネさんは、

「どうしてそれを知ってるの」

　と、敵意のある顔を僕に向けた。

　従姉の名前を出すと、彼女はああ、と頷うなずいた。

「いい。言わないで」

「なんでさ」

「いいから……やめて」

　無表情な彼女を見て、僕は余計なことをしたと思った。

　アネさんは、病気のせいで人より一年遅おくれている。その、自分自身の弱さが、彼女自身弱さと解かい釈しやくしてしまう部分が、なにより彼女は許せなかった。普ふ通つうの人よりも劣おとっていると、そうやって考えて自分を追い詰つめていたんだ。また、それをさらけ出すまいと自分自身に誓うくらい、彼女はプライドの高い少女だった。

「不良だから留年したって方が、ずっとよかった」

　しかし彼女がそう思っていたところで、クラスの彼女に対する印象は思うようにならず、

「体弱いんだろ。よく保健室行くし」

　という噂が優位になるまでに時間はかからなかった。

　このままだと、クラス中がアネさんを体の弱い少女だと見るようになるんだと思った。それは悪いことではないかもしれないけれど、アネさん本人はすごく居い心ごこ地ちの悪い思いをするに違ちがいなかった。

　ある日、アネさんが保健室に行こうとしたとき、クラスメイトの誰だれかが言った。

「いいなー保健室フリーパスで」

　その言葉には悪意なんてないし、本当に羨うらやましかっただけなのかもしれない。でも『彼女は病弱』という意味が込められているのは間ま違ちがいなくて、顔を真まっ赤かにして、早足で、逃にげるように教室を出ていくアネさんを見て、僕は思わず言ってしまったんだ。

「あれ、サボってるだけだよ。月丘さんて、中学時代すごい不良だったらしくてさ」

　その頃の僕はまだ噓うそつきだっていうレッテルは貼はられてなかったし、アネさんが病弱だということもみんながみんな確信してるわけでもなかった。

　だから、

「不良で留年って、いったい何したのかな……」

「教師……半殺しにしたりとか」

　なんていう人もいて、その日、クラスメイトのアネさんに対する印象が少し変化したのだった。




　ただ、それが良い変化かどうかはわからなかった。けっきょく、みんなどう接していいのかわからないままで、アネさんが孤こ立りつしているのはあまり変わっていない。

　だから、僕はなるべく彼女に話しかけようと思った。

　ただ。

　アネさんは真相を知っている僕を警けい戒かいしているみたいだ。




「ねえ、月丘さん」

「話しかけないで」




「月丘さん、リプトン買ってきたんだけど、飲む？」

「いらない」




「月丘さん、古典の宿題やってきた？」

「うっさいわよ」




「月丘さん、そろそろ西高を攻せめるときじゃないですかね？」

「なに言ってんの」




　アネさんのそっけない対応は、彼女が不良だという印象を若じやつ干かん後押しした。結果的に、それは良かったのだと思う。

　そっけない反応をする不良美少女。そんな彼女に話しかけたいクラスメイトはたくさんいたんだ。それまではみんな、彼女にどう話しかけていいかわからないだけだった。でも、僕が手本になったのかどうかはしらないが、とにかくみんな彼女に話しかけるようになっていった。

「おい、今日も月丘さんが登校なされたぞ、敬礼だ」

「だれか、リプトン買ってこい！」

「僕の宿題うつしちゃってくださーい」

「今度はどこ高を攻めるんですか!?」

「あんたたち、うっさいわよ」

「「「「　ごめんなさーい！　」」」」

　アネさんが不良なのは事実じゃない。だからこれは、歪いびつな関係なのかもしれない。でもアネさんは、前みたいに顔を真っ赤にして保健室に逃げることはなくなった。

　そして、みんなが期待するそっけない不良美少女という印象に、アネさんは自ら近づこうとする。

　ある日、アネさんは髪かみを金きん髪ぱつにして、耳には真っ赤なピアスが輝かがやいていた。

「きゃー、月丘さんが本来の姿になっているわ！」

「本当だ。先せん輩ぱいに目を付けられそうだけど、そんなのお構いなしなのね！」

「キューティクルの痛みを気にしない本気の脱だつ色しよくだ……」

「校則は破るためにあるものだったのか」

「あんたたち……あたしの恰かつ好こう、変じゃないかな……」

「「「「　似合ってまーす！　」」」」




　もともと、アネさんはそうやって人の期待に応える子だった。

　だから多少露ろ出しゆつの多い衣装だったとしても、多少どころではなくシュールな脚きやく本ほんだったとしても、アネさんはシンデレラ役を引き受けてしまうのだ。

「ねえ小早川。……どうだった……かな。あたしの……シンデレラ。この衣装、似合うかな」

　僕は少し教室から離はなれた階段の脇わきまで連れてこられ、どこかもじもじしたアネさんにそう訊たずねられた。

　アネさんは、とても破は天てん荒こうなシンデレラだった。大きなテンガロンハットにおへその見えるチューブトップ。デニムのホットパンツから伸のびるおみ足の白さが眩まぶしい。

　かわいい。

　でも、なんかそれをはっきり言うのはテレますよね！

「ウエスタンルックは巨きよ乳にゆうのほうが似合うのでは……」

「何よ小早川！　あんたロリコンのくせに」

　アネさんは八重歯を剝むきだして「いー」とやった。

「なに言ってるんだアネさん！」

「だってあんたいつも、ゆずを見てヨダレ垂らしてるじゃない」

「た、垂らしてないよ！　僕はドライマウスなんだぞ！」

「……それはそれでどうなのよ……。でもとにかく、いつもゆずばっか見てる！」

「そ、それは……し、仕方ないだろ！　僕は極度のロリコンなんだから！」

「やっぱりそうなんだ」

　急に声のトーンが落ちた。

「……い、いやいやアネさん。いまのはアレだよ。僕特有の、楽しい冗じよう談だんのやつだよ？」

「まったく楽しくないわよ、ロリコン」

「だから違うってば」

　僕が否定すると、アネさんは視線を床ゆかに逃のがした。

「……違うんだ」

　急に声が小さくなって、瞳ひとみだけ見上げるように、上うわ目め遣づかいで僕を見た。

「じゃあさ、小早川……」

　その顔は、少し上気しているように見えた。

　照れたような表情に、僕は不意にドキッとした。

「あたしがもう少し大人になってさ、胸が、もう少し大きくなってね……このウエスタンルックが似合うくらいのスタイルになったら…………どうかな」

　そんな猫ねこみたいな表情のアネさんは。

　間違いなく超ちようかわいい。

　僕は言われるがまま想像してしまった。

　大人になって、巨乳になったアネさん。チューブトップの上の部分から胸が溢あふれ、綺き麗れいなおみ足はそのままに、セクシーさだけがいまよりもアップしている。切れ長の目が特とく徴ちよう的な整った顔は変わらないのだけど、どういうわけか表情がいまよりもずっとエロい。




　大人のアネさん……超アリなんですけど！




「ねえ、どうかな……小早川」

「そりゃ……大人になったアネさんは、きっと魅み力りよく的っていうか……」

　だいたい、アネさんはいまだって十分かわいいんだから、それが巨乳になったらもう鬼おにに金棒どころか、ハムスターに回し車──

「いまよ、ゆず！」

「は、はい！」

　──え？　ゆず？

　階段の脇の掃そう除じ用具入れ、突とつ然ぜん飛び出してきた少女は言うまでもなく星空さんであり、彼女はいきおいそのままに。

　僕の顔に手を触ふれた。

　弾はじける青白い電流が、星空さんを矢のように貫つらぬく。

　え？

　なにこの超展開。

　すると、こんどはアネさんの全身が玉虫色に濁にごった。

「あ、アネさ──」

　見ているだけで酔よいそうになる混こん濁だくは徐じよ々じよに薄うすい色へと変わり、強く白い、目を焼くような発光へと移り変わる。

「うっ」

　両手で目を押さえたのだが、しかし発光は一いつ瞬しゆんだった。

　アネさん！

　唐とう突とつに光ったアネさんは無事なのだろうか!?

　そして、暗順応しつつある視界で。

　僕はその存在を見つけたのだった。




　半はん裸らの少女がいた。

　もし僕が詩人であったなら『白魚のよう』とでも表現してしまいそうなその体。もっとも、『白魚のよう』がどんなのかはわからないけど。

　白くて細いむき出しの上半身はほとんど贅ぜい肉にくがついておらず、『触さわったら折れそう』とはまさにこの少女のためにある言葉だ。首の下の鎖さ骨こつはアーチ状にせり出し、肋ろつ骨こつの下のウェストは少女にもかかわらず微かすかにくびれている。しかし、それでもほんの少しだけ胸は膨ふくらみ始めていた。

　全体的に骨ばっているのだけれど、マシュマロのように柔やわらかそうな素す肌はだが彼女をしなやかに見せている。

　誰だれ？

　と一瞬思いかけた。

　でも、その真っ赤なピアスは彼女が彼女である証しよう拠こであって。

　つまりこの小学校高学年くらいの少女はどう考えたってアネさんなんですよね！

「ああ、アネさん、服がっ！」

　声を上げたのは星空さんだった。

　アネさんは数秒前よりも明らかに胴どう回まわりが細くなった。それはもう細くなった。そして身に着けていたのは肩かた紐ひものないブラとチューブトップ。

　そ　り　ゃ　ず　れ　落　ち　る　だ　ろ　。

「きゃ」

　短く悲鳴を上げたアネさんの真っ白な肌はだはみるみる赤く染まっていき、いきおいよくチューブトップを持ち上げ胸むな元もとを隠かくし、

「見るなロリコン！」

　と一言。

　いやいや、間ま違ちがってるよその認にん識しき。僕ぜんぜんロリコンじゃないですから！

　僕はすべてを理解した。

　つまりこういうことだ。

　アネさんは、僕を星空さんが忍しのぶ掃除ロッカーの前に誘ゆう導どうした。そして僕にアネさんの成長した姿を想像させた。そのタイミングで、星空さんに僕を触れさせたんだ。

　するとどうだろう。

『大人の体になったアネさん』という未来を思い描えがいた結果、それを裏切られて『子どもの体になったアネさん』という過去の姿がそこにいた！

　という感じで明らかに計画犯なんだからさ。

「アネさん……恰好くらい意識しようよ……」

　上半身むき出しになるのは必然だろ！

　アネさんは星空さんに「成功したの？　成功したの？」としきりに訊ねた。星空さんから手鏡を受け取って、自分の姿を見て笑った。

「ほら見なさいゆず！　あなたのその体質をコントロールすることができたでしょう！」

「は、はいっ！」

「アネさん！　いったいなんてことしてるんだよ！」

「実験よ！　あたしはゆずの体質をコントロールする方法があるって確信してたんだもん」

「そうじゃなくて、どうしてそんな、ちっちゃくなるようなことを……」

　もう意味がわからないよ。

　アネさんはちょっと小声になった。

「だって、あたしはずっとみんなより年上なのが嫌いやで……。それに、小早川がロリコンだから……」

「え？　なんですって？」

「な、なんでもないわよ！」

「てゆーか、星空さんもなんでこんな実験に付き合ってるんだよ！」

「わ、私も、実験の内容は伝えられてなくて、い、いまびっくりしてるというか……」

「そんなことよりどうなのよ、小早川。ロリコンとして、あたしがちっちゃくなった感想を言いなさいよ」

「その前に僕ロリコンでは」

「ロリコンはみんなそう言うのよ」

　そうなの!?

「とにかく、早く感想を──」

　アネさんがいきおいよく僕を指差すものだから、

「あ」
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　彼女のチューブトップはまた落ちてしまうのだった。

「み、見ないで！　……あ、あれ、だけど……。あたし、小早川に見て欲しくてこの姿になったんだし……。違ちがうわ。小早川、やっぱり見なさ──」

「見ちゃダメですっ！」

　金バケツを振ふりかぶる星空さん、そのままカーンという音と同時に僕の視界がまっくろくなった。

「ま、前が見えない……というより、痛い……」

「ご、ごめんなさいっ」

「なによゆず。嫉しつ妬とすんならあんたも脱ぬげばいいじゃん」

「脱げるわけないじゃないですかっ」




　ということで、アネさんはまんまと《裏切り体質》をコントロールしてみせたのだった。ただ、これは素す直なおに喜んでいいことなんだろうか。人を退行せる能力って、超ちよう怖こわいと思うんだけど。

　アネさんはやっとチューブトップを上げたようで、僕に被かぶせられたバケツの封ふう印いんも解かれた。

　僕の目の前には、やっぱりどう見ても小学生くらいのアネさんがいた。思うんだけど、これ一歩間ま違ちがえたら大変なことになってたんじゃないの？　若返りすぎて、赤ちゃんになっちゃうとか。

「アネさん。こういう危険なことはやめようよ……」

「ねえ、小早川」

「……なにさ」

　アネさんは、八重歯の輝かがやく弾ける笑え顔がおを見せた。

「あたし、かわいいでしょ」

　楽しそうだね。

　そんな表情を見てると、なんかさ。

　もう、なんでもいいか！




　と思うのだけど、世の中どんなことでもなんでもいいかと誤ご魔ま化かせるわけではない。まあそれはアネさんの話ではなく、少々飛ぶのだが、我が小早川家の話だ。

「なんでもいいわけないでしょ」

　時刻は七時。

　夕食前の居間で、美み織おさん──小早川家では母親をそう呼ぶ──が千ち歌かと菜な々な千せを叱しかっていた。なんでも二人の部屋からなにやら物音がするとかで、隠れてペットを飼っているんじゃないかと美織さんは指し摘てきした。すると千歌が「なんでもいいじゃんそんなの」と答え、いまにいたるわけだ。

「生き物を飼うっていうのはそんなに簡単なことじゃないのよ。いいから正直に答えなさい」

「か、飼ってないよ。なんのことかな。ねー菜々千」

「そうだよ美織さん。あたしたちは何も飼ってないよ」

　そんな二人の態度に、美織さんはため息をついた。

　実際、二人が何か飼っているのは僕も間違いないと思う。それは誰もいないはずの部屋から時折聞こえる物音もそうだし、二人の様子がどこかそわそわしていて部屋にこもる時間が増えたのもその理由だ。

「そ。正直に言わないのなら、千歌、菜々千、真ま春はる。あんたたちの夕食は抜ぬきね」

「え！　僕も!?」

　と、なるのはいつものことだからわかっていたんだけど。

　反応するのは礼れい儀ぎみたいなものだ。




　二人がとぼとぼと自室に帰っていくのを見送ったあと、美織さんは僕に言った。

「真春はわかるでしょ。軽い気持ちで生き物を飼っちゃダメなことくらい」

「まあ、ね。ただ、二人が軽い気持ちかどうかは、僕にはわからないから」

　はあ、と美織さんはため息をつく。

「あたしだって、別に絶対ペットを飼っちゃダメって言うわけじゃないわ。ただ、飼うならあたしたちに話して、堂々と飼って欲しいのよ」

　それは、確かにそうかもしれない。

「そんなにあたしが反対すると思うのかしら」

　美織さんはつまらなそうに呟つぶやきながら、財さい布ふを取ってきた。

「はい」

　二千円を抜いて、僕に手て渡わたす。何も美織さんは、もともと僕たちの食事を抜く気なんてないのだ。




　スーパーのお弁当が入ったビニール袋ぶくろを片手に、僕は妹たちの部屋をノックした。

「千歌、菜々千。開けていいか？」

「え、うわ、えっと、お兄ちゃん！　ちょっと待って！　いま、あたしも菜々千も、全ぜん裸らだから！」

　だからなんだ。ついこのあいだ「一いつ緒しよにお風ふ呂ろ入ろ」とか言ってたじゃんか。

　それはともかく、ドタバタ音が聞こえるのはやはりペットを隠しているのだろうか。そんなことしないで正直に美織さんに話せばいいのにね。そうすればむしろペットを飼う協力をしてくれるんじゃないかと思う。

　そしてドアが開いて、千歌が顔をのぞかせた。

「なによ、お兄ちゃん」

「ほら」

　僕はお弁当を二人に差し出した。

「……ありがと」




　　　　◆　◇　◆




　ニナにとって、それはとても幸せな日々でした。いままでハウスで暮らしていて、まるで意識を失ったような日々から、双ふた子ごが救い出してくれたのです。

　でも。

　それはだんだんと崩くずれ去ろうとしていました。双子の家の人たちが、ニナの存在に気づきはじめたのです。




　ニナはいま双子の部屋のクローゼットに閉じこもっています。それは、双子の兄がこの部屋を訪ねてきたからでした。三人の話し声が聞こえてきます。

「ほんと、正直に話したほうがいいと思うぞ。別に、美織さんだって捨ててこい、なんて言わないよ」

「だからさー、飼ってないんだよお兄ちゃん。ね、菜々千」

「う、うん」

　こうやって双子が自分を匿かくまってくれることが、ニナは嬉うれしかったです。でも同時に、二人に迷めい惑わくをかけてしまうことを申し訳なく思っていました。

　双子はよく兄の話をしました。だからニナは、双子が兄を慕したっていることを知っていました。話し声を聞いていて、優やさしそうな声だな、と思いました。

「もういいじゃん、お兄ちゃん。あ、そうだ。今日は一緒にお風呂入ろ。ね。菜々千もそうしようよ」

「そうだね」

「遠えん慮りよするよ。勝手に入ってくれ」

「あーもう、お兄ちゃんテレちゃってさー。本当は嬉しいくせに」

　なんとも仲の良い兄妹きようだいだと、ニナはちょっぴり恥はずかしくなります。

「でも妹の性せい徴ちようをさ、たまには確かく認にんしたほうがいいと思わない？」

「いや、お風呂で確認するまでもなく二人ともまっ平たいらだろ。飾かざりみたいなブラ買ったくせに、普ふ段だんつけてすらないじゃんか」

「きゃー見てるんだ！　お兄ちゃんの変態！」

「お兄ちゃんさいてー」

「…………」

「それにお兄ちゃんぺたんこ好きなくせに」

「そうだよね。このまえ一いつ緒しよに歩いてた子、小学生みたいだった」

「だ、だからあの子とは、そういうのじゃないんだよ！　ほんとに」

　小学生みたいな子の話を、ニナは以前聞いたことがありました。なんでも双子の兄のクラスの転校生だそうです。

「あ、わかった。お兄ちゃん強がってるんだ！　ね、菜々千！」

「そうかも。そういえばあの子、お兄ちゃんが触さわろうとすると避よけるとか、前に言ってたし」

　触ろうとすると避ける、というのは自分と同じだな、とニナは思いました。ニナは、バーグ・ティーンの体質ゆえに、人に触ふれると相手の気持ちを裏切ってしまうからです。

　思えば大だい嫌きらいなハウスを出たときもそうでした。

　その日はたまたま装着が義務付けられている手て袋ぶくろが、雨が続いたせいで乾かわいておりませんでした。そんなときに、ニナは世話係の職員に触れてしまったのです。

『ニナを絶対に逃にがすな。《ユダ》は貴重だ』

　職員は上長である柏かしわ木ぎから、いつもそう言われていました。《ユダ》とは、ニナの有するバーグ・ティーンの能力名です。その能力は、触れた相手の想おもいを裏切るというものです。この能力があまりにも特別だったために、ニナはハウスに閉じ込められていたのです。

　ニナはハウスの職員に訊たずねたことがあります。

『ワタシはもう、ここからでられないでスカ？』

　職員は言います。

『《ユダ》は、そう見つからない、特別な能力だからな』

『では、ワタシがトクベツでなければ、ここからでることができまスカ？』

『そうかもな』

　しかし、《ユダ》が特別でないなど、ありえないのです。

　だからこそ、職員もニナを絶対に逃のがしてはならないと思っておりました。皮肉にも、そんな想いを常に抱いだいていたからこそ、それをニナは裏切って、ハウスを逃れることができたのです。今いま頃ごろ、その職員がどうなっているかはわかりません。

　双子の兄は慌あわてたように続けます。

「別に僕は避さけられてるわけじゃないんだよ。ホントだぞ！」

「そういうことにしておくね」

「あんまり追い詰つめるとお兄ちゃん変なこと言うし、このくらいにしておこうよ、千歌」

「そうだね。そのうちまた、『トラックにひかれて死んだ女の子が、僕が手を握にぎった瞬しゆん間かん生き返ったんだ』とか言い出すもんね」

「ば、ばか！　お弁当あげないぞ」

「「ごめんお兄ちゃん大好きー」」

　楽しそうな兄妹の会話は続いていました。

　ただ、このときニナは別のことを考えておりました。いえ、その考えにとりつかれたといっても過言ではありません。




　人と触れることを避さける少女。

　死んだと思って触れた相手が、生き返った。




　ニナは、雷かみなりのような衝しよう撃げきに打たれました。

（おなじ……）

　そう。その力が、自分と同種であるものと、ニナは確信していたのです。

『では、ワタシがトクベツでなければ、ここからでることができまスカ？』

『そうかもな』

　かつて職員と交かわした会話が蘇よみがえります。

　そして、思い至るのです。

（ワタシは……トクベツじゃありませんでシタ）

　見つけた、と。

　自分は特別じゃなかった、とニナは思いました。

　自分の代わりに、彼女がハウスに入れば。うまくすれば自分はまた昔のように、普ふ通つうの生活を送ることができるかもしれない、そんな期待がニナを包みました。
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「賞金首であるシンデレラが小学生……だと？　いや待てよ、アリなのか………………………………アリでした！！！」

　いや、なしだろ。

　という僕とマッド脚きやく本ほん家、三み木き谷たにの感性の違ちがいはともかくとして、小さくなったアネさんはクラスメイトにけっこう受け入れられていた。

　どうやらみんな、アネさんとは別人だと勘かん違ちがいしたようだ。

「だれこれ超ちようかわゆい！　シンデレラの衣装ブカブカだね！」

「ピアス、アネさんと同じだ。てゆーか似てる……妹さん？」

「どこからきたのかな？」

「どこからきたとかどうでもいいだろ！　重要なのはそこに金きん髪ぱつロリ美少女がいるという事実だ！」

「うっさいわよ」

「「「「　ごめんなさーい！　」」」」

　それにしても、今日はともかくアネさん、明日からこの姿で学校にくるつもりなんだろうか……。先生たちをどう誤ご魔ま化かすのか気になるところだ。

　もっとも、誤魔化すのは先生ばかりではなくて、クラスメイトにも彼女を不ふ審しんに思っているやつはいた。

「小こ早ばや川かわ。おまえ、月つき丘おかになんかしたのか？」

　青あお山やまがそれだ。

「あ、あの子はアネさんと関係ないぞ！」

「俺はあの子のことは聞いていない。月丘のことを聞いてるんだ」

　──謀はかられた！

「もう一度聞く、小早川。おまえ、月丘になにをした？」

「それは……性的な意味で？」

「ふざけるな」

　青山の目は笑っていなかった。声こそ冷静な調子だが、しかし響ひびきに怒ど気きが浮うかんでいる。

「きゃー、青山くんが怒おこってるわ！」

「私も怒られたい……」

「小早川だけずるいわ！　代わりなさいよ！」

　ぜひ代わってあげたいと思います。僕は腐くさった部分の興奮に乗じ、青山の追つい及きゆうを逃のがれた。

　腐った部分の素す敵てき感性に感謝だ。

　それにしても、青山はいつも冷静なように見えて他人のために怒ることができるで有名だ。

　さて、後でなんと言い訳しようと思っていた矢先、

「あの……」

　星ほし空ぞらさんが言ったのだった。

「私、青山くんにお話しします」

　どうやら、星空さんは僕と青山が喧けん嘩かになったと思ったらしい。まあ確かに、喧嘩といえば喧嘩かもしれないけど、それほど大変な喧嘩じゃない。

　そういえばアネさんが学校にこなくなったときも、星空さんは誤解を解くために体質のことを話すに至った。

　よっぽど自分の体質で他人に迷めい惑わくをかけるのが嫌いやなのかな。

「青山くんは、信しん頼らいできる人だって、小早川くんから聞いてますし……」




「本当なのか？」

　星空さんの語った真実に、青山は目を丸くしていた。

「だから、僕は屋上から落下しても生きてたんだよ」

「？　ああ……おまえが屋上から落ちたのって、本当だったんだな」

　信じてなかったのかよ！

「それで星空さんは人に触ふれることができないんだ。だから、クラスメイトと距きよ離りを置いてるんだよ」

「……そうか」

「でも」

　星空さんがちょっと慌あわてて付け足した。

「みなさんそんなに悩なやまないでくださいねっ」

　星空さんはニコっと笑った。

　口角が上がるんだけど目はくりっとしたままで、ホントに小動物っぽい。

「アネさんが小さくなったのを見て、小さくなって嬉うれしそうにしているのを見て、私、わかったんです。この体質も使い方次し第だいだなって。確かに、怖こわい力かもしれません。でも、人を喜ばせることができるかもしれない力なんです」

「そ、そうなの？」

　あれ？

　なんか星空さん吹ふっ切れてる!?

「はい。本当は、前に小早川くんが言ってたように、《裏切り体質》が役に立つことも私、わかってたのかもしれません。目をそむけてましたけど……。でも、これからは積極的に人のためになるようにこの力を使おうかなって。そうすれば、この力を少しは好きになれるかもしれないですし……」

　それは……それは。

　しかし、

　どうしてだろう。星空さんに自分の能力を受け入れて前向きになってもらうのは、僕も望んでいたことだ。目の前にはかわいい笑え顔がおを見せる星空さんがいて、いつもだったらずっと見ていたいと思うはずだ。

　なのに、このときはちょっと違った。

　僕の噓うそつきとしての勘かんが、彼女の言葉を信じるなと言っていた。




　星空さんと別れたあと、僕と青山は情報教室に向かった。

「星空さんはああ言うけどさ、そう単純なものじゃない気がするんだよね」

　確かに、《裏切り体質》は使い方次第で良いことにも悪いことにも使えるだろう。そして良いことに使えば、その能力を好きになって、いまよりももっと自分のことを好きになってくれるかもしれない。

　確かにそれは一つだ。

　でも、あくまでそれは一つであって、全部じゃない。あんなふうに吹っ切れる程ほどのことじゃない……というふうに僕は感じるんだけど。

　僕がそう言うと、青山がじっと見つめてきた。

「それは経験者としてのセリフか？」

「……え？」

「おまえいつも言うだろ。僕は宇宙人だ、とか。超ちよう能のう力りよく者だ、とか」

「ま、まさか青山信じてるの？　こっどもー」

「…………」

　僕は茶ちや化かしたつもりだったんだけど、青山は表情を崩くずさなかった。

「ともかく、バーグ・ティーンについて調べればいいんだな？」

　そう。

　要するにそれを調べて欲しくて青山をここに呼んだのだ。

　青山はパソコンにＩＤを打ち込んで立ち上げると、軽快にタイピングして検けん索さくをかけた。もう日本語とか英語とかヘブライ語とかお構いなし。

　ちなみに青山は語学力がゆたかで有名だ……というよりも青山はなんでも有名なんです。

　そして、青山はなんども英文のページをハシゴし、何度もパスワードらしきものを打ち込んだ。

　そしてぴんとエンターを弾はじいて、青山の指が止まった。

「……なに？　なんかわかったの？」

　僕が期待に胸膨ふくらませて訊たずねると、青山は言った。

「わからない、ということがわかった」




　バーグ・ティーンとは、若じやく年ねん性せい異い理り症しようの発はつ症しよう者、あるいは症しよう状じようそのものを指す言葉だ。他人とは異なる理ことわりを有す、というこの症状が、十歳前後から発症し始め、大たい抵てい二十歳はたちの時点では治っていることからこう呼ばれている。ただし曖あい昧まいというだけあって、実際は五歳で発症することもあれば八十になっても治らないことだってあるのだ。

　原因はわかっていないし、治ち療りよう法もはっきりとは確立されていない……というのは詳くわしい人であれば知っている話。

「まだ研究中で、はっきりしたことはわからないらしい。悪いな」

「いや、青山が謝ることじゃないよ。ほんと。僕はたったいまものすごくがっかりして、残念で、いまにも青山を恨うらんじゃいそうで、きっと今日の夜は藁わら人にん形ぎようを持って神社に向かうけど、でも青山は気にしないでよ」

「いや、そこまで言われたら気にするだろ……」

　ただ、と青山は付け加えた。

「そこまでわかっているならば、手立てが無いわけじゃないだろ」

「……そ、そうなの？」

「ああ。若年性異理の発症は多くの場合思春期の始まりと重なり、青春期に移行すると共に消えるんだ。いくら超現実的なことが起こるとはいえ、帰納的に考えれば精神的、肉体的な成長が関かかわっていると考えるのが妥だ当とうだろう」

「でも、大人になっても治らない人もいるらしいじゃん」

「例外を考えるよりも、蓋がい然ぜん性の高いところから潰つぶしていくべきだ」

「……けっきょく、どういうこと？」

「ざっくり言えば、星空を大人にしてやれってことだよ」

　それはつまり。

「ねえ、青山……」

「なんだ、小早川」

　どう考えてもあれだよ。

「それは、性的な意味で？」

「は？」




　きっちり追及してみたら、青山は「し、知るかよ！」と若じやつ干かんテレたような表情を見せた。かわいいやつめ。

　けっきょく、大人になるっていうことがなんなのかはわからない。けど、仮にそういうことだったら、けっこう大変なんじゃないだろうか。だって、僕たちはほとんど星空さんに触れることもできないんだから。




　放課後の同好会活動で、僕は芹せり葉は先せん輩ぱいと、文化祭準備に勤いそしむ各クラスを回っていた。文化祭当日は、一人でも多くの来場者にフリーハグの素す晴ばらしさを伝える……というのを目的とする『抱ほう擁ようの会』は、作戦としてまず我が日向高校の生徒の抱擁に対する抵てい抗こうをなくしていこうと考えた。

　確かに芹葉先輩の柔にゆう和わな笑顔は、フリーハグを素敵なものに見せている気がする。みんな彼女と抱だき合ったあとは、幸せそうな顔をしていた。

　でも、

「きゃー、今日は変態が攻せめの姿勢よ！」

「不法侵しん入にゆうで訴うつたえてやるわ！」

「ここが公共の場所だったとしても、あんたの場所じゃないんだからね！」

　かわいらしいフグキャラのプラカードを掲かかげても、どうやら僕自身はかわいくないようで、みなさんガンガン抵抗されます。

　移動中の廊ろう下かで、僕はなんとなく訊ねてみた。

「芹葉先輩、大人になるって、どういうことですか？」

　芹葉先輩は大人の人とかに詳しそうだ。いや、単なるイメージだけど。

「あらあらー、思春期な質問ねー。小早川星人は思春期ねー」

　芹葉先輩はニヤニヤしてる。

　……うーん、なんだろうな。確かに僕から芹葉先輩に質問したわけなんだけど、二つしか違ちがわないんだから自分だって思春期だろ、と言ってやりたくないこともないですね！

　と、僕が不本意な想おもいをしているときだった。

　僕は、なにやら柔やわらかい感かん触しよくに包まれた。

　それはとても温かくて、後から甘い香かおりがついてきた。

「な」

　そして「ふふふ」という声と耳にかかる熱い息でやっと、僕は芹葉先輩に抱だきつかれていたことを理解した。

「なにするんですか芹葉先輩！」

　温かくて柔らかくて、そして目め眩まいがしそうになるほどの女の子の香り。

　ぎゅっと背中に回した手に芹葉先輩が力を込めると、僕の胸の下あたりに強く感じるのはその……なんというかあの……メロン。彼女が動くたびにメロンが変形するのを感じて僕はその場で動けなくなった。

　芹葉先輩はなおも僕を抱きしめたまま言う。

「小早川星人は、芹葉に抱きつかれるの、やなの？」

　そのセリフは、微み塵じんも不安さを滲にじませていなかった。僕がそれを否定しないことを知っていて、あえてそう言っているに違いなかった。

　そして事実、僕はそれが嫌いやなはずなんてない。

「……い、いや、そういうわけではなく……」

　いや……待てよ。

　嫌といえば嫌かもしれない。
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　だって、

「おい、あいつ芹葉先輩と抱き合ってるぞ」

「そうだな」

「殺そうか」

「殺そう」

　廊下の角から覗のぞいてる一いち条じよう芹葉ファンクラブの方々に目をつけられること請うけ合いだ！

　そんな僕の恐きよう怖ふを知ってか知らずか、芹葉先輩は軽い調子で言った。

「小早川星人、つまり大人になるっていうのは、こういうことなのよー」

　……不思議なセリフが聞こえてきた。

「え？　抱きつくことですか？」

「そうよー」

　当然よー、と言わんばかりの確信した声こわ音ね。

　さすが『抱擁の会』会長の意見だ。

　ただ、そんなことより、

「あいつ、いつまで芹葉先輩と抱き合ってるつもりだ」

「本当だな」

「殺そうか」

「安心して。あたしが殺しておくわ」

　あれ？

　一条芹葉ファンクラブにアネさん交じってる！

「芹葉先輩……抱きついたら大人っていうのは、ちょっと安直なのでは……というかそろそろ離はなれてくれませんか？」

　僕と芹葉先輩に挟はさまれてむにゅむにゅと形を変えるメロンが離れてしまうのは惜おしいが、命には代えがたい。

「小早川星人はわかってないわー」

「え？　僕、わかってないですか？　……というより、そろそろ離れてくれません？」

　離れてくれないと。

「長いな」

「ただ殺すだけでは許せない」

「安心して。死より恐おそろしい現実を見せてあげるから」

　過激な人たちがヒートアップしていくから！

　しかし、芹葉先輩はマイペースに続ける。

「小早川星人。抱きつくっていうのはね、すごく恐ろしいことなのよー」

「え？」

　予想外の言葉に、僕は一いつ瞬しゆん固まってしまう。

「だってそうでしょー。他人なんて別の星の生き物なんじゃないかなーって思うほど何を考えているのかわからないのよー。こんなに近づいちゃえば首だって簡単に絞しめちゃえるし、刃は物ものを持っていたら背中を刺さされるかもしれないわー」

　なんとも似合わない物ぶつ騒そうな言葉が、芹葉先輩の口からあふれる。

「それだけじゃないわー。こっちから抱きつこうとしたら、相手が嫌がるかもしれないわねー。それもとても怖こわいことよねー」

　その恐怖、よく知ってます。

　ただ、だったらさ。

「芹葉先輩はいま僕に抱きついていて、すごく怖いってことですか？」

「ぜんぜん怖くないわよー」

　覆ふく水すい盆ぼんに返りました！

　うーん……この人はいったい何が言いたいんだろうか。

「小早川星人はまったく怖くないわねー」

「さっきまでの話はいったい何だったんですかね……」

　芹葉先輩はうふふ、と笑った。

「これって、とっても素す敵てきなことだと思わないかしらー」

　……素敵なこと？

「だって、本当は怖いはずの抱き合うってことを、なんの抵抗もなくできるのよー。それがどういうことかわかるかしらー小早川星人」

「どういうことでしょうか？」

「信しん頼らいできる相手が見つかったってことなのよー」

　信頼、なんて単純な言葉に、なぜか心臓がちくりとした。

「人は社会的な生き物なの。独りでは生きていけないの。そのことから目をそむけて自分を守るように他人を拒きよ絶ぜつするっていうのはね、とっても子どもっぽいことなのよー。だから自分の力で信頼できる人を見つけるっていうのはねー、大人になる第一歩なのよー」

　どうしてだろう。

　そんな芹葉先輩の言葉が。

　僕にとってものすごく居い心ごこ地ちの悪いものだった。

　だから、

「なるほどよくわかります。芹葉先輩、僕のことほとばしるほど信頼してますもんね！」

　冗じよう談だんを言ってみた。

　冗談を言ってみたつもりだった。

　でも。

「そうよー」

　芹葉先輩は否定しなかった。

「芹葉は小早川星人のこと、すごく信頼してるわー」

　まっすぐ、ひねりのない言葉で、芹葉先輩は言ってくれた。

　余計に、居心地が悪くなった。誤ご魔ま化かそうとした自分がすごく情けなくて、燃えるように顔が熱くなって、僕はここから逃にげたい衝しよう動どうに駆かられた。

「…………どうして、僕なんかのことを……」

　女め々めしい言葉が口をついた。

「芹葉はねー、小早川星人が弱くて優やさしい星人だってよく知ってるのよー。たぶん、小早川星人が思っているよりもずっとよー」

「よくわかりません」

　情けないばかりの僕に、芹葉先輩は柔らかく笑った。

　このとき僕は唐とう突とつに、自分の居心地が悪くなった理由を悟さとった。それは、芹葉先輩の言葉があまりにも正しいと経験的に知っていたからだ。

　なぜならば僕は、芹葉先せん輩ぱいみたいに、他人と気き兼がねなく抱き合うことなんてできない。いつも同好会活動で無む作さく為いに人と抱き合おうとしているように見せて、反面、自分自身が絶対に拒絶されるのを知っている。どうせ抱き合うことはないと高を括くくり、抱き合うことができなくて悲しい自分を演じていたのだ。

　そんな誰だれのことも信頼できない自分があまりにも子供じみていて、情けなさ過ぎて、芹葉先輩の前に立っているのが辛つらかったんだ。だって僕は、きっと芹葉先輩が相手でさえ自分から抱きつくことなんてできない。

　……という僕の所感はいいとして、

「ほんとうに長いな」

「きっと逆に、俺たちに殺されたいってことなんだろう」

「ふふふ。あれはもはや、挑ちよう発はつ行こう為いよね」

　過激な人たちがいるので、そろそろマジで離れませんか？




　僕は芹葉先輩に聞いたことを、聞いて僕が考えたことを青山に伝えた。

　青山は、

「つまり、おまえと星空が抱だき合えばいいわけだな」

　ざっくりとした解かい釈しやくしてきた！

「そ、そういうことなのかな……？」

「……実際それでバーグ・ティーンから解放されるかなんてわからないさ。でも、試ためす価値はあるだろう。確かにそれが大人になるということの一つかもしれない」

「いや……待てよ青山。星空さんと抱き合ったら、裏切り体質が発動しちゃうんだけど……」

「服の上からなら大だい丈じよう夫ぶだろ」

　そうは言うけどさ……。

「なんだ嫌なのか？　おまえ、女子に対して抱きつきたくないっていうのは、まあまあ失礼だと思うぞ」

「抱きつくのが嫌なわけじゃないんだよ」

　むしろ抱きつきたい。

　だって、単純に星空さんはかわいい。かわいい女の子に抱きつきたいのは、当たり前じゃないか。

　ただ、

「なんか、相手の弱みに付け込んで、抱だきつかないといけない状じよう況きように追い込んでるみたいなのが、嫌いやなんだ。向こうは、僕が抱きつくのなんて嫌に決まってるのにさ」

　口に出して、ああ、やはり自分は芹葉先輩のようにはなれないなと、嫌いや気けがさす。

　でも、しょうがないとも思うんだ。

　僕なんて学校では噓うそつきやら変態やら言われるし、見た目だって冴さえない。勉強もスポーツも取り立ててできるわけではない。

「それだったら僕よりも……」

　青山、おまえが抱きつけばいいよ。

　青山だったら、なんていうか、イケメンだし……抱きついて嫌がる女子はそういないと思う。僕なんかよりもずっと自然に、星空さんに抱きつけると思う。

　だから、この役割に適任なのは青山だ。

「僕よりもさ……」

「……ん、なんだ」

「…………」

　僕よりも、青山なんだ。

　それが今後のために、星空さんのために必要なことだ。

　わかってるんだ、そんなことは。

　それだけなのに。

　青山が抱きついてくれよの一言を、どうしても口にすることができなかった。二人が抱き合っている様子を想像するだけで、僕はなんだかすごく気分が悪くなった。

　なんだよこれ。

　僕はたったそれだけのことが言えなくて、口ごもっていた。

　そうしたら、

「なるほど。一条先せん輩ぱいがおまえを『抱ほう擁ようの会』に入れた理由がよくわかったよ」

「な、なんだよ急に」

「要するに小早川。おまえはガキなんだ」

「……は？」

「おまえは星空を助けてやりたいなんて言いながら、相手に受け入れてもらう勇気もない、相手を信頼することもできないただのお子様なんだな」

　あらためて言われた。

　半ば自分でも気づいていたことを。

　その通りなんだ。わかってる。わかってるのに、どうすればいいかわからないんだ。

「青山……」

　なあ、教えてくれよ。僕はいったい、どうすればいいんだよ。

　青山は、僕に背を向け腕を組んでいた。しかし唐とう突とつにこちらを振り向いて。

　言った。

「よろしい。ならば肝きも試だめしだ！」

　……え？




　青山曰いわく、

「自然に抱き合うことが必要なわけだろ。ということは、自然に抱き合う状況を作り上げればいいわけだ。な。どう考えても怖いときだろ」

　それは、

「……どうなんだろう」

　としか言いようがない。

「というか、それじゃ相手に無理やり抱きつかせようとしてるのと変わんないんじゃ……」

　僕は不安なのだけど、

「星空は怖い思いをして、不安で誰かに抱きつきたくなったとする。そのときに、おまえは手を貸してやらないのか？」

　いや、そういう訳じゃないけど……。

「他ほかになにか、いまできることがあるのか？」

「そうは言うけどさ、青山。いまはまだ六月だから……肝試しはちょっと季節外れなのでは……」

「星空を救うのに、季節が関係あるのか？」

　なんかめっちゃ言いくるめられた気がするんだけど、まあその通りなんだよね。




　ところで、肝試しに必要なものは大きく二つある。

　それは場所と怪かい談だんだ。

　場所は、神社とか廃はい墟きよとか、そんななんとなく雰ふん囲い気きのでるところが必要である。夜の学校なんかもいいよね。

　青山はすぐさまリサーチし、近所に病院跡あとがあることを発見した。

　というわけで、あと僕たちに必要なのは怪談だ。その場所がいかに怖こわい場所か、その怖い場所にどうして自分たちが向かわねばならないのか。そういったストーリーがあれば雰囲気に磨みがきがかかるのだ。

　僕たちは病院にまつわる怖い話のストーリー制作を西部シンデレラでお馴な染じみ、マッド脚きやく本ほん家、三木谷に依い頼らいした。正直不安だったが、しかしストーリーを書ける人間はうちのクラスで三木谷以外思いつかない。

　頼たのんだところ、

「え？　一万字程度で怖い話を書いて欲しい？　締しめ切りは？　きょ、今日の午後？　む、無理だよ！　それじゃクオリティなんて保証できないよ？　なに？　絶対に面おも白しろい話にしないと次はないと思え？　そんな！　ブラックだよ！」

　と意味不明なことを言っていたが、意味不明なので聞き流すことにした。

　結果として、三木谷はドヤ顔で納期通りにきっちり仕上げてきた。うん。クリエイターの口にするクオリティって言葉はサボるための言い訳でしかないんだから、無視して構わないのだ。

　夜。

　僕と青山は、星空さんとアネさんを呼んで病院跡前に集まっていた。

　青山が僕たちに向かって語る。

「なんでも、この病院は以前バーグ・ティーン体質者の研究を行っていたことがあるらしいんだ。もしかしたら中に、何かしらの資料が残っているかもしれない」

　ちなみに三木谷の脚本はつまらなかったため全却きやつ下かした。青山が語ったのは僕が適当にでっち上げたやつだ。

「手分けして探そう」

「……勝手に入っていいんでしょうか？」

　両手を組んで小さくなる星空さんは不安を眼めに宿している。

　そんな彼女に、

「ば、バレなきゃいいのよバレなきゃ！」

　ポニーテールと言うよりも、頭上で髪かみを束ねたためにクジラみたいになってるアネさんは元気に声をだした。

　でも、顔が強こわ張ばってますね！

　それから、突とつ然ぜんの呼び出しにも嫌な顔せず手伝ってくれるアネさんは、やっぱりアネさんだ。

「行くならさっさと行くわよ、小早川！」

　そう言って僕の手を引こうとするアネさんを、

「おう、行くぞ月丘」

　青山が引っ張る。

「え？　なによ青山……あたしは小早川と──ちょっちょっと引っ張らないでよ、ちょっと青山！」

　すぐに姿が見えなくなった。

「じゃあ、僕たちも行こうか……」

「は、はい……」




　暗く埃ほこりっぽい病院は、思った以上に雰囲気があった。

　二年前に潰つぶれたらしいこの病院は、それから世間に忘れ去られたかのように手入れも改築もされなかった。詳くわしい経けい緯いは知らないけれど、やはり病院は不ふ穏おんだ。

　少し窓が割れた程度で、ある程度戸と締じまりもされていたためか、かすかに薬品の香かおりが残っている。危険なものはともかく、どうでもいい薬品は本当にそのまま放置されたようだった。

　なんていうか。

　超ちよう怖こわいんですけど！

「や、やっぱり帰りませんか……。小早川くん」

「うん帰ろう」

「即そく答とうですかっ！」

「じょ、冗じよう談だんだよ冗談。はは、ほら、僕、噓つきで有名だしね！」

「そのセリフ、都合いいですね……」




　なんてずっと弱気ではいけないのだった。

　今回の目的は星空さんを僕に抱きつかせることなのだ。だから、僕は頼たよりになる男でいなきゃならない。星空さんが抱きつけるように、僕はロンＴ着てるし。

　隣となりを歩く星空さんの歩ほ幅はばに合わせ、僕はできるだけゆっくり歩いた。星空さんの小さな体はやっぱり頼りなげで、こんな僕でも力にならなきゃな、と気合が入る。

　暗い廊ろう下かを二人で、かすかな懐かい中ちゆう電灯の灯あかりだけを頼りに進む。

　ただ、廊下を進むだけでは意味が無い。建前上僕たちは『バーグ・ティーンに関する資料探し』なのだから。

　とりあえず、手近な扉とびらに向かう。

「ここ、入ってみようか……」

「あの、小早川くんっ」

「ん？　別のとこにする？　そ、そうだね。ここなんか不穏な香りが強いし、そういう不穏なところはいち早く察知してさっさと別の所へ行ったほうが」

　と、なんとなく臆おくしていた僕だったのだけど、星空さんの伝えたいことは別にあったらしい。

「いまさらなのですが……」

「……え？」

　星空さんは下を向いていた。

「……無理をなさらなくても、いいんですよ」

　暗い病院で、その表情はよく見えなかった。

「無理ってなにさ。僕、基本的に天才だから、だいたい実力の三〇パーで人生過ごしてるし、無理なんてしたことないよ？」

「それは……誰だれかに説教してもらったほうがいいかもしれませんね」

　ごめんなさい。

「いえ、そうじゃなくてっ！　……私の体質のために、無理しないでくださいって意味です」

　語ご尾びに向かって小さくなる星空さんの言葉。

　無理なんて、本当にしてないのに。

「小早川くん、聞いてください」

　ちょっとだけ、彼女の声が大きくなった。

「……うん」

　とつとつと、星空さんは語りはじめる。

「私、ずっと前に《裏切り体質》になってから、たくさんの人を不幸にしました」

　いまでこそ星空さんは、誰にも触ふれないように注意している。

　しかし、もちろん《裏切り体質》になったばかりの頃ころは知らず知らずのうちにいろんな影えい響きようを与あたえてしまったのだろう。

　でも、それは。

「わざとじゃないでしょ。じゃあ、しかたないよ」

「関係ないです。誰かを不幸にした事実は消えません。前にもお話ししたと思いますけど、やっぱり《裏切り体質》は気持ちを裏切る能力だから、けっきょく人を不幸にするんです」

　いろいろ言いたいことはあった。

　でも僕は、彼女の話を聞くことにした。

「だから、私は人と仲良くなっちゃいけないんだと思ってました。ずっと、独りでいなきゃいけないと思ってたんです。だからいっそ、施し設せつに入っちゃおうかなって思ったこともありました。ただ、うちは母子家庭なので、私が家のことをやらなきゃいけなくて……それもできませんでした」

　僕たちは窓辺を歩いていた。不意に月明かりが差し込んで、暗い病院をさっきよりもほんの少しだけ明るくした。

「でも」

　星空さんがの笑えみが届いた。

　月明かりに照らされて、ふわっとその微笑ほほえみが弾はじけた。小さなえくぼがかわいくて、僕は彼女の頰ほおに触れたい衝しよう動どうに駆かられた。でも、それができないことは僕自身よく知っている。衝動をぐっとこらえ、僕は星空さんの言葉に耳を傾かたむける。

「でも、それは逃にげてるだけだったんです。独りでいなきゃいけないなんて、自分に向き合ってないだけでした。本当はきっと、こんな変な体質があるって知られたら嫌きらわれるんじゃないかと思って、怖かっただけなんです」

　触れたら他人の想おもいを裏切る。

　それは確かに、ときに残ざん酷こくな結果ももたらすのだろう。

　でも、それでも。

　そうやって自分を苦しめてしまう優やさしい女の子を、僕は何回生まれ変わろうとも嫌うことなんてできない。

「小早川くんの言う通り、本当は、心の中ではわかってたんです。この体質は、上う手まく使えば人の役に立つって。アネさん、小さくなって喜んでました。それは、怖こわいことかもしれないけど、でも、喜んでくださる人もいたんです。それに、やっぱり私はこの力のおかげで生きています」

「僕もだ」

「みなさんから、この体質で人を幸せにする可能性を教えていただきました。だから、私はこれから《裏切り体質》を人の役に立てようと思うんです。そうすればきっと、みんな幸せになれますからねっ」

　両手をぎゅっと握にぎる星空さんはすごく健けな気げだ。

　かわいいし、応おう援えんしたい。

　頑がん張ばって欲しい。

　なのに。

　なのにさ。

　どうしてたってその姿は痛々しく見えたんだ。

　だって、そのぎゅっと握る両手は、そうやって自分で握ることしかできないじゃないか。

　体質を使うために誰かに触れるのはいざってときの一いつ瞬しゆんだけ。けっきょく星空さんは、不安なとき、寂さびしいときに、その小さな手で誰かにすがることができない。それは星空さん自身が一番わかってるはずで、それなのに彼女は弱音をけっして吐はかない。

　悔くやしい。僕は星空さんの痛々しい姿なんて見たくない。

　僕は。

　もっと君に頼られる人間になりたい。




　──だから今度は、僕の番だ。




「ねえ星空さん、聞いて欲しいことがあるんだ」

　ずっと隠かくしていたことがある。僕はきっと誰よりも臆おく病びようで、ずるくて、他人を信じることができなかったから。

「……なんですか？」

　こくりと首を傾かしげ、彼女は僕を見上げた。

「僕さ、実は先祖代々占うらない師の家系なんだよ。それでね、僕もその占いパワーに目覚めようと昨日から修しゆ行ぎようを始めたらさ、今日の朝開花したんだ」

「……ちょうてんかい、ですね」

　こんな風に茶ちや化かしてしまう僕を、どうか許して欲しい。

「手相を見せてくれないかな。これから星空さんの体質がさ、人の役に立つか見てあげるよ」

「は、はぁ」

　怪け訝げんな表情だったけど、星空さんはその小さな手を広げた。

　僕はあごに手を当てながら、彼女の手のひらに顔を近づけた。ふむふむ、とか言ってわかったような雰ふん囲い気きを出しながら。

　星空さんの小さな手。指はすごく細いのに、なんだか柔やわらかそうだ。少し震ふるえているのは、やっぱり人に触れてはいけないという気持ちが強いからだろうか。

　僕は手相なんてもちろんわからない。占い師の家系なんて大おお噓うそだし、修行してるわけもない。

　でも。

　こんな僕にも、できることがあるかもしれない。

「ねぇ星空さん」

「ふふ。何かわかりましたか？」

「僕はさ、キミにもっと頼ってもらいたいんだ」

　星空さんの表情が、ぽかんとしたものに変わった。

　震える手が、触れられるほどのところにある。でも、僕はその手に直接触れはしない。

　白くて細くて、かわいらしい手。

　その手の感かん触しよくを、僕は頭の中でイメージする。星空さんの手はきっと温かくて、すべすべして柔らかい。僕が手で触れたとしたら、不安でもっと大きく震えるかもしれない。すごく繊せん細さいで、下手へたに扱あつかうと折れそうだから、僕が優しく包み込んであげるんだ。

　これはただのイマジネーション。

　しかし、こんなただの空想も、




　目の前で弾けた青い閃せん光こうがその意味を変える。




　依い然ぜんとして僕と星空さんの手は触ふれてはいない。しかし僕の手はたったいま、彼女の手の感触を受け取った。

　それは繊細で弱々しい。ただ、ひとつ想像と違ちがったのは、彼女の手がとても冷たかったってこと。だから、僕が温めてあげなきゃならないな、と思った。

　そして、感触というのは一方的なものではない。たとえば僕が誰だれかに触れたとすれば、当然僕は誰かの感触を受け取る。それだけでは済まない。反対に、その誰かは絶対に僕の感触を受け取ることになるのだ。

　僕が感触を受け取ったとき、

「きゃっ」

　星空さんはビクリと肩かたを震ふるわせ、手を少し引いた。そして僕の顔を見て、次いで辺りをキョロキョロ見回した。

　ここは病院跡あとだから、いろいろ出そうだよね。でも、そうじゃないんだ。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。安心して欲しい」

　声が届くと、視線がゆっくりと僕の方に戻もどる。

「……え？　えっ、え？」

　僕はあらためて、頭の中で彼女の手を優しく包み込む。

　ぽかんと不思議そうな星空さんの表情に、少しずつ別の色合いが混じり始める。

「な、なんですか、これ？　えっ？」

　僕は彼女の感触を受け取った。

　彼女は僕の感触を受け取った。

　だから僕たちは。




　互たがいに触れ合えなくたって、手を繫つなぐことができるんだ。




　いつの間にか、星空さんの瞳ひとみはいつもより潤うるんでいた。そして、まなじりに溜たまった涙なみだは溢あふれ、ついに一筋の雫しずくとなる。

　ほら。

　星空さん。

　キミは、やっぱり人と手を繫ぎたいんじゃないか。

「僕はね、星空さんに、辛つらいときは辛いって言って欲しいし、寂さびしいときは寂しいって言って欲しいんだ。嫌いやなことがあったら逃げたっていい。いままでは、それじゃダメだったかもしれないけど、これからはいくらだって逃げて構わない。だってさ、星空さんが逃げたら、僕がそれに気づくから、そしたらキミに追いついて、いくらだって手を握ってあげられる」

　いつの間にか、涙は止めどないものへと変わっていた。鼻水を流す星空さんの泣き顔は、それこそ本当に子供のようだった。

　そう。

　キミがいま察した通り。

　僕も──バーグ・ティーンなんだよ。




　小学四年生のころ、僕は手品ができるようになった。でもそれは大したものではなく、少し離はなれた場所にあるモノを、手を触れずに動かすことができるという、本当にちょっとしたものだった。

　しょぼい力。

　しかしその噂うわさはすぐ学校全体に広がり、数日後にやってきたスーツ姿の大人に僕は手を引かれ、ハウスに連れて行かれたのだった。

　僕は一夜にして家族や友人と引き離された。

　ハウスの暮らしは孤こ独どくそのものだった。

　体質持ちが互いに影えい響きようを与あたえ取り返しの付かないことを起こさないようにという建前で、入にゆう寮りようした子供たちが自由に遊ぶことは禁じられていた。

　最低限の授業と、繰くり返される退たい屈くつな実験。

　僕はまるで意識を失ったような二年間を過ごした。

　たったの二年で退たい寮りようできたのは、僕の能力が本当に大したことがなかったからだ。しかし、退寮ができたといっても規定により以前の小学校に帰ることはできず、新しい小学校に転入することとなった。

　当時はバーグ・ティーンを世間から隠す風潮があった。いまのようにテレビで特集が組まれることなんてなかった。

　以前の小学校で僕が突とつ然ぜん消えたことが何と言われたかは知らない。ただ、僕は新たな学校で自分の体質を隠すことが義務付けられていた。それが退寮の条件でもあった。

　意識を失ったような二年間の記き憶おくなんてほとんどない。でも、僕は一つだけ強きよう烈れつに覚えていることがある。僕が退寮する日、ハウスの責任者らしき男と面会した。男はほとんどしゃべらず手元の書類に視線を這はわせていた。彼の代わりに横の女が早口にまくし立てていた。

　しかし去り際ぎわ、男はたった一言だけ、ただし確実にこう漏もらした。

『あれは、いらない』

　あれとは、僕のことだった。

　僕は運が良かった。運良くいらないものだったから、たかだか二年で退寮できた。良かったんだ。もし必要なものだったら、いまだってまだハウスに軟なん禁きんされていたかもしれない。だから、いらないもので本当に良かった。

　でも、二年間も軟禁した挙句にそんなこと、言うのかよ。いらないものならなんで二年間も軟禁したんだよ。

　喜ばしいはずの出来事は見事に屈くつ辱じよくに押しつぶされて、気が狂くるいそうになりながら僕は家族のもとに戻もどった。

　僕の体質は本当に大したことがなかった。それは、認める。しかし、そんな大したことのない能力のせいで。

　僕の人生は歪ゆがめられたんだ。

　だからこそ。

　あんな経験を星空さんには絶対にして欲しくなかったし、星空さんほどの体質ならばきっと、これから起こる境きよう遇ぐうは僕の比じゃない。

　トラックにひかれたキミを見て、僕はかわいそうだな、と思った。

　でもピンピンしているキミを見て、僕は強烈に惹ひかれたんだ。

　そのあとキミはクラスで一人きりになった。僕は辛そうなキミが見たくなかった。

　そして僕が屋上から落ちたとき、キミは僕を救ってくれた。キミはバーグ・ティーンだった。

　キミが、過去の自分に重なった。

　そのときに決意したんだ。キミは絶対に、僕が守るって。

　遅おくれてしまったけれど、全部話すよ。僕はキミを信しん頼らいするって決めたから。だから、キミも、僕を信頼してくれないか。




　僕はそうやって、自分のことを包つつみ隠さず伝えた。星空さんはじっと僕の言葉に耳を傾かたむけてくれた。けっきょく、ここにきた当初の目的であるバーグ・ティーンの資料探しが噓うそだったことも言ってしまった。

　でも、

「あの、ま、真ま春はるくん」

「なにかな、ゆ、ゆずき……さん？」

「『さん』……とか、なくていいですから……」

「そ、そうだね！」

　僕たちの仲は少しだけ進展し、実際に手を繫ぐことはできないけれど、ゆずきは僕の袖そでをつまむようになった。

　当初の予定とはなんだか違ってしまったが、肝きも試だめしを提案してくれた青山に感謝しようと思った。

　そんなおり、

「ゆゆ、ゆずき…………ん？」

　ぴちょん、と僕は頰ほおに冷たい感触を受けた。

「まま、真春くん……」

　ゆずきは何やら前方を指差していた。

　そして、僕もその存在に気づく。

「あああ……あああああ」

　無数の血の跡あとが痛々しい白いパジャマを着た金きん髪ぱつの小さな子どもが。

　釣つり竿ざおを持っていた。

「あ、アネさん！」

　うん。

　どう見てもアネさん。

「なにしてるんだ！」

「それはこっちのセリフ。なによイチャイチャしてんのよ。もう、幽ゆう霊れい役なんてやってらんない」

　なるほど青山の差し金だと僕は気づく。

　てゆーか、釣竿の先にこんにゃくを吊つるすって、古典的だな！

　そうだ。

　僕たちの当初の目的は、恐きよう怖ふによって星空さんを僕に抱だきつかせることだったのだ。うん、確かに怖こわいよ。

　なんか目とかギラギラしてるし。

　でも。

「あんたたちそれ以上近づくとどうなるか、わかってるわよね？」

　抱きつけなくないですかね─────────────────────────!?

　そして、よく見るとアネさんの斜ななめ奥には青山がいた。

　うわ、あいつめっちゃ「ごめん」みたいな感じで手を合わせてるよ……。

「いやアネさん……これには深い理由わけが──」

　ひゅん、と僕の耳を何かがかすめた。

　こんにゃくがはずされ、おもりと釣つり針ばりだけが残った釣竿。

　それは立派な武器です。

「アネさん、お、落ち着いて！」

「十分落ち着いているわ。小早川」

　落ち着いてそれならなお問題ですね！

　血祭りに上げられる僕の横で、ゆずきはガタガタ震ふるえていた。

　そうだ！

　ゆずきはいま恐怖に震えてるんだ！

　こんなときこそ誰だれかに抱きつきたいに違ちがいない！

「ゆずき！　僕に抱きついていいよぎゃああああああああああああああああ」




　よかった。

　本当によかった。

　アネさんがわかってくれて。

「なによ。目的があるなら最初に教えてくれたら良かったじゃん」

　病院で死んだ子供の霊れい──役のアネさんはやっと落ち着いてきた。

　あれから二時間も経過したけど、とにかく僕たちの言うことを理解してくれたみたいだ。よかった。

　紆う余よ曲きよく折せつあったけど、なんとか僕は生きてこのときを迎むかえられた！

　ただ、

「でもはっきり言って、恐怖で人に抱きつくことのどこが『大人』なのよ。青山、あんた馬ば鹿かなの？」

　理解した上で青山にダメ出ししてました！

「いや、月丘。重要なのは自然に抱きつくという現象面だ。そのメカニズムが『大人』と関係するか。それは関係するかもしれないし、関係しないかもしれない。だから、ひとつひとつ試すことが遠回りに見えて最良の──」

「うっさいわよ」

「はい」

　ちなみに青山は過度な反論をしないことで有名だ。

「まあいいわ。とにかくゆずを大人にすればいいんでしょ。大人に……」

　言いかけ、アネさんは不意に黙だまった。

　そして、急に顔を紅潮させた。

　……。

　沈ちん黙もくが続く。

「どうしたアネさん」

「な、なんでもないわよ！　もう今日は遅おそいから解散！　明日考えましょ！」




　終しゆう盤ばん肝きも試だめしからバイオハザードに変わった病院跡探たん索さくが終わり、僕が家に帰り着く頃ころにはすっかり夜は深くなっている。

　できるだけ音を立てないように玄げん関かんの扉とびらを開けた。妹たちはもう寝ねてると思う。

　僕は忍しのび足で廊ろう下かを歩く。

　すると、

「お兄ちゃん」

　暗い影かげから千ち歌かが現れた。続いて菜な々な千せも顔をのぞかせた。

「なんだ、まだ起きてたのか。早く寝ないと──」

　胸がまっ平たいらなまま成長しないぞ、と言ってやろうと思ったんだけど、やめた。

　僕を挟はさむようにして、千歌と菜々千が僕に抱きついてきて、二人の体が小さく震えてるのがわかったからだ。
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　ときどき、彼女たちはこういう日がある。いろんな不安とか、寂さびしさとか、そんな感じのが溜たまると、二人には僕が必要になる。

「どうしたんだ」

　訊たずねると、二人は僕を見上げた。二人とも、泣き腫はらしてるのがわかった。

「あのね、あのねお兄ちゃん……」

「……ニナが……行っちゃった」

　ああ、多分二人の飼っていたペットのことだろうとわかった。

　僕は二人を抱だき寄せて、頭を撫なでた。

「大だい丈じよう夫ぶだよ」

　大丈夫、大丈夫。僕たちはいつだってそう言って乗り越こえる。

　僕は少しだけ、泣いている千歌と菜々千を見て誇ほこりに思った。二人は大切な何かが行ってしまったときに、涙なみだを流せる優やさしい自じ慢まんの妹だ。

　だから、きっと大丈夫。

　体温の高い二人の体。

　僕たちはしゃがみこんで、肩かたを寄せて抱き合った。なんの勇気もない僕だけど、なんの勇気も出さず抱き合える家族。それは芹葉先せん輩ぱいの言う通り、とても素す敵てきなことかもしれない。

　不意に千歌の鼻が僕の頰にあたる。そんなに近いのに、彼女は離はなれようともせずに、涙のまじる声で僕に言う。

「ねえお兄ちゃん、どこにも行かないで」

「行かないよ」

　菜々千が不安げに言葉を紡つむぐ。

「絶対だよ」

「ああ、絶対だ」

　二人がそう言ってくれるのならば、僕は何度だってその言葉を肯こう定ていしようと心に誓ちかっている。




　僕たち兄妹きようだいは、昔から仲の良い兄妹だった。

　喧けん嘩かをすることはあってもそれはじゃれあうみたいなものだったし、憎にくまれ口を叩たたくことはあっても憎むことはなかった。

　学校から家に帰るといつも千歌と菜々千がいて、それが当たり前のことなんだと思っていた。きっと僕だけじゃない。

　千歌と菜々千も、同じように思ってくれていた。

　でも、そんな当たり前はある日あっさりと壊こわされる。

　理由は簡単。

　僕がバーグ・ティーンだったからだ。

　ずっと続くと思っていた日常は、僕がハウスに入れられたことで手の届かないものとなった。

　その間、妹たちがどうしていたかはわからない。ずっと心配していたが、僕もいつの間にか意識を失ったような日々に感覚を蝕むしばまれていった。

　唯ゆい一いつ幸運だったことがあるとすれば、僕が二年で退たい寮りようできたこと。

　ただし、一度連れて行かれたという経験はおそらく僕のトラウマとなって、また連れて行かれるんじゃないかという恐怖を拭ぬぐうことはできなかった。僕は『いらないもの』であるにもかかわらず、連れて行かれたのだ。また、どんな理由で、どんな場所に連れて行かれるかなんて、そのときの僕には想像することもできなかった。

「もうどこにも行かないよね、お兄ちゃん」

　千歌が、しきりにそう訊ねてきた。

「わからない」

　だからそれは正直な答えだったし、それ以外の答えを見つけることができなかった。

「どこにも行かないで」

「わからないよ」

「いやだよ、行かないで」

「約束はできないんだ」

　でも、僕が正直に答えれば答えるほど、千歌は元気を失っていった。

　そうやって、しゃべるほど深みにはまっていく。しかし、正直に答えることこそ正しいと思っていた僕は、きっとそれが深みだとさえ気づいていなかった。

　菜々千の言葉を聞くまでは。

「千歌を苦しめないで」

「……僕は……本当のことを言っているだけだよ」

　菜々千は僕の服の裾すそをギュっと握にぎって、言った。

「本当のことを言って、千歌を苦しめるのはいいの？」

　それは僕にとって、頭を殴なぐるような衝しよう撃げき的な言葉だった。自分の言動に対する後こう悔かいと、教えてくれた菜々千への感謝で息が詰つまった。

　いいわけがない。

　千歌を苦しめることが、いいことなはずがないじゃないか。

　そのときに知ったんだ。

　未来のことなんてわからない。

　だからこそ、言葉は素敵な未来に向かうために紡ぐんだ。




「どこにも行かないで」

　千歌が言う。

「絶対だよ」

　菜々千が念を押す。

　抱き合う千歌と菜々千に、僕は何度だって言ってやろうと心に決めている。根こん拠きよのない言葉だったとしても、いまこの瞬しゆん間かん、二人のためだけに。

「絶対に僕は、どこにも行かないよ」




　　　　◆　◇　◆




　人との出会いとは、つまり将来の別れを約束するものなのです。

　しかし、悲観することはありません。

　なぜならば別れとは、再会の喜びを得るための過程に違ちがいないのですから。




　それは、ニナに関してもそうでした。

　ニナは双ふた子ごに別れを告げ、温かい家を去る決意をしましたが、それは何も永遠の別れを覚かく悟ごしたのではないのです。

　むしろ、もっと堂々と、普ふ通つうの友だちとして双子と再会するために、ニナはそこから出ていったのです。

　ニナは双子の家を出て、半日もしないうちにハウスの人間に捕つかまりました。それは、再びあの寂しい生活が始まることを意味します。

　ニナはとても広い部屋に連れて行かれ、そしてスーツの男に見下ろされていました。

　スーツの男は柏かしわ木ぎと言って、ハウスでもっとも権力のある男でした。

「今回は許そう、ニナ。ただし、次はないと思った方がいい」

　柏木は柔にゆう和わな表情でした。

　この表情がニナはとても怖こわく感じました。

　でも、勇気を出してニナは訊ねました。

「……それは、ワタシがトクベツだからでスカ？」

　柏木は即そく答とうでした。

「そうだ。《ユダ》は面おも白しろい。ニナ、おまえは私の大切なおもちゃなんだ」

　不快な言葉に、しかしニナは安あん堵どしたのです。

　自分が特別じゃなければここから出られるんだ。そう解かい釈しやくしたからです。もっと言えば、そう解釈したかっただけかもしれませんが、ニナはそれには気づきませんでした。

　ニナは小さな希望を持って、柏木に言いました。

「ちいさなこうこうせいがいマス」

　双子から聞いた話です。

「ちいさなこうこうせいは《ユダ》デス」

「《ユダ》？」

　柏木は、若じやつ干かん興味を持ったように見えました。

「ワタシはトクベツじゃないデス」

　柏木は指であごを触さわりながら思案していました。

「そうか……よく教えてくれた」

「あの、ワタシを──」

　柏木はニナの話を聞かず、部屋から出ていってしまいました。




　それからの柏木の仕事はとても早かったです。

　ニナが話してから数時間後には新しい入にゆう寮りよう者の少女がハウスにやってきたのでした。

　ニナはその少女をチラリと目にしましたが、金きん髪ぱつの彼女は本当に小学生のようでした。彼女がトラックにひかれて生き返った、双子の兄のクラスメイトなんだな、と思いました。

　しかし少女がやってきてまた少し経たつと、ニナは柏木からこう聞かされたのです。

「彼女は《ユダ》じゃないようだ」

　頭が真っ白になりました。

「……そんな……」

　又また聞ぎきではありましたが、ニナは絶対に彼女が《ユダ》であると思っていました。もっともそれは、ニナがそう考えたいがゆえの幻げん想そうだったのかもしれません。

　しかし、だとしたら双子の話はいったい何なのでしょう。あの双子が自分に噓うそをついているとは、ニナはどうしても考えられませんでした。

「その噓は面白くなかったよニナ、残念だ。私は噓をつかれるのが大だい嫌きらいだから、いまものすごく気分が悪い。どんなペナルティーが面白いだろうね」

　ペナルティーがなにを意味するのかはわかりません。しかし、相手は計画の翌日に人をさらってしまうようなハウスの人間なのです。

　それでも、ニナは引くことができません。

　ニナは、双子と離れるためにここにきたわけではありません。双子と、もっと堂々と遊ぶためにここにきたからです。

「おねがいしマス。ワタシにチャンスをくだサイ」

　柏木はニナの眼めをじっと覗のぞき込みました。

　まるで、彼女の心の内を覗きでもするかのように。
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『もう今日は遅おそいから解散！　明日考えましょ！』

　はっきりと僕の頭に残る昨日のアネさんの言葉。

『明日考えましょ！』

　間ま違ちがいなく、アネさんはそう言った。

『明日』

　それなのに。




「月つき丘おかさんはご家庭の事情で転校されました」




　僕たちは何も考えることができなくなった。

　登校してまもなく、担任の口からそんなセリフを聞いたから。




　クラスは水を打ったように静まり返った。

　誰だれ一人として、この現実を受け入れられていない。何もない日だって騒さわがしいのが当たり前なのに、いまこの瞬しゆん間かんは隣となりのクラスの担任の話し声さえはっきりと聞こえた。

　茶ちや化かすことさえできない。みんな、どうしていいかわからないのだ。

　転校って……転校、だよな。

　別の学校に通うっていう。いや、待ってくれよ。昨日言ってたじゃん。明日考えましょうって。それなのに、転校するってなんだよ。僕に言ってくれないほどのことなのかよ。

　なんだよ。

　なんなんだよ。

　僕は一日中放心状態で、授業なんて何も耳に入らなかった。




　放課後。

　僕は少しだけ正気を取り戻もどした。そして、アネさんのケータイに電話してみた。すると、『お掛かけになった電話番号は現在使われて──』と機械音声が流れたのだった。

　それを伝えると、ゆずきは涙なみだをまなじりに溢あふれさせた。

　何か声をかけてあげたかった。

　しかし、ゆずきを励はげます言葉をかけてあげるほどの余よ裕ゆうは、残念ながら僕も持ち合わせていない。

「な、なぁ青あお山やま……」

　すがるように青山を見た。

　そして、僕はそのとき今日はじめて青山としゃべったのだと気づいた。きっとそれだけ、僕も青山も動どう揺ようしていたんだ。

　それでも、青山は少なくとも声だけは冷静な調子で言った。

「この転校は不自然だ」

「……え？」

「急過ぎる」

　それは、間違いがない。

「俺は今日、一日中考えていたのだが」

　そして、青山はその可能性について思い至ったのだ。

「月丘は最近不自然に小さくなった。その現象は、誰だれかにとって興味深い現象かもしれない」

　それは、そうだ。

　僕にとってアネさんは、すでに小さいアネさんとして定着しつつあったけど、人が急に小さくなるなんて異常に他ほかならない。

「月丘は、バーグ・ティーンだと思われたのかもしれない」

　異常。

　それがもし十代で現れたとすれば、多くの現象はまずそこに集約される。

　アネさんは十代で体に異常を起こし。

　そして。

　消えた。

　それならば、ハウスに連れて行かれるのが常道だ。

　僕はゆずきが気になった。アネさんは自分が望んだとはいえ、ゆずきの《裏切り体質》によって小さくなったのだ。必要以上に思いつめているんじゃないか。

　横目にゆずきを見た。

　血が出るんじゃないかというほどくちびるを嚙かみ締しめていた。

　でも、彼女はもう泣いていなかった。




　僕は思う。

　もう間違いない。アネさんを連れ去ったのはハウスの人間だ。

　これは確信だった。

　なにせ、僕は経験者なのだから。十歳のとき、僕は突とつ然ぜん黒服に連れて行かれた。それは、僕がバーグ・ティーンである可能性があったからだ。

　それならば、きっとアネさんだって。

　ただ、何も悪いことばかりではないと思う。

　何より希望だと感じるのは、アネさんが実際はバーグ・ティーンじゃないってことだ。だとすれば、僕にだって何かできることがあるはずだ。

「助けに行ってくる」

　一刻も早く、僕はまたアネさんに会いたかった。

「小こ早ばや川かわ、心あたりがあるのか？」

「ああ」

「それならば、俺も行く」

　青山がきてくれるのは、心強い。

「ああ、頼たのむ」

　しかし、行きたいと思うのは青山だけではないはずだ。

　彼女がそう言うのは、当然のことかもしれない。

「私も行きます」

　でも、僕がそれを許すわけにはいかない。




「ダメだ」




「…………え？」

　思ったよりきつい口調になってしまったためか、ゆずきは驚おどろきの表情を浮うかべていた。

　でも、これから行くのはハウスなのだ。

　バーグ・ティーンを保護……いや違ちがう。軟なん禁きんする施し設せつなのである。

　そんなところに、極きわめて稀まれなバーグ・ティーンであるゆずきを連れて行けるわけがなかった。

　と、そのとき。

　不意に僕のケータイが震ふるえた。

　誰だよこんなときに。

　非通知だったが、通話ボタンを押して耳に当てる。

「……あ、あの」

　聞きなれない少女の声だった。

「間違いだったら切るけど」

　急いでるんだ。

「ま、マッテくだサイ。チカとナナセのおにいサン」

「……え？」

　よく知っている名前が出てきて、僕は少しだけびっくりした。ただ、妹の友達ならば今度でもいいだろう。

「妹に番号を聞いたの？　悪いけど、いまは忙いそがしいんだ」

　僕は電話を切ろうとしたが。

　しかし。

　少女は僕の不意をつくことを口にしたのだった。

「ブロンドのおんなのこは、バーグ・ティーンじゃないでスカ？」

「ブロンドの……女の子？　……バーグ・ティーン？」

　このタイミングでその単語は。

　もはやアネさん以外考えられない。

　ただ。

　僕はそれを口にすべきじゃなかったんだ。

「バーグ・ティーンは私ですっ！　その人は関係ないですから、解放してくださいっ!!」

　ケータイを、ゆずきに奪うばわれた。

　そうなんだ。

　ずっとそうだったじゃないか。

　ゆずきは、自分の体質のために他人に迷めい惑わくがかかることが許せない。だからアネさんを助けるためであれば、そのくらいのことは言ってしまうのはわかってたはずだ。

　僕はゆずきの前で、こんな電話をしてしまったことを強く後こう悔かいする。

　ゆずきは携けい帯たいを切った。

「『ここにきてください』って言われました」

　強い意志を宿した瞳ひとみを輝かがやかせ、嚙み締めるように彼女は言った。

　もう、

「私は、行きます」

　止められない。




　　　　◆　◇　◆




　ニナは安あん堵どしました。

　連れてきたブロンドの少女以外に、どうやらバーグ・ティーンがいるようです。

　彼女がきっと《ユダ》なのでしょう。

　ハウスの電話の受話器を置きます。

「そうか、向こうから来てくれるのか」

　後ろに立っていた柏かしわ木ぎがそう言いました。

「……もし、きたひとが《ユダ》だったら、ワタシをかいほうしてくれまスカ？」

　柏木は小さな声で、

「ああ」

　とつぶやいたのでした。

　どうか。

　どうか《ユダ》であって欲しい。

　ここから出たい。家族に会いたい。それから、また千ち歌かと菜な々な千せに会いたい。

　ニナはそう思いました。




　それから半日が過ぎて、

「行くか」

　柏木が言ったのでした。

「ニナもこい」




　　　　◇　◆　◇




　陽ひはすでにとっぷりと沈しずんでいる。

　移動中、僕はハウスの中に入るための算段を考えていた。テレビでは、この施設があたかも学校のように紹しよう介かいされることがある。確かに、十代が多いからそう見えないこともない。

　しかし、学校と言うよりも明らかにここは。

　監かん獄ごくだ。

　バスを降りてから山道を登り、そして高くそびえる外がい壁へきと頑がん丈じような門。

　ただ、さんざん考えた侵しん入にゆう方法は、どうやら必要なかったみたいだ。

　門の前に人が立っていた。

　スーツの、愛あい想そのいい男だった。

「やあ、よくきたね」

　笑え顔がおだ。

　その顔を見て、僕は一いつ瞬しゆん視界が歪ゆがんだ気がした。そのときは、それがなんだかわからなかった。

　そして、男の陰かげから少女が一人姿を現した。

「アネさ……ん」

　金きん髪ぱつだから一瞬そう見えたのだけれど、違った。

　見知らぬ少女だった。外国人のように見えた。

「チカとナナセのおにいサン？」

　ああ。

　さっき電話したのは彼女なんだな、とわかった。

　男が一歩前へ出る。

「よくきてくれたね。私はこのバーグ・ティーン保護施設南な雲ぐも会向むこうヶが丘おか寮りよう、通つう称しようハウスの責任者を務めるものだ。それで、バーグ・ティーンは……」

「私ですっ！」

　力強く言い切って、ゆずきが一歩前に出た。

　柏木は、なにやらあごに手を当てて思案し、つぶやいた。

「面おも白しろいな。他ほかにも小学生のような子がいたのか……。では、きてもらおう」

　男は笑顔だったのだが、しかし目の奥が笑っていないように見えた。

　ゆずきはさらに一歩踏ふみ出したが、そこで躊ちゆう躇ちよしたように止まった。

「……どうしたんだ。怖こわがることはない。キミがここで暮らすことは、お互たがいのためになるんだ」

　……お互いのため、だと？

　誰だれとも話せないような個室に閉じ込め、何が目的かも教えられないまま実験を繰くり返し、挙句の果てに要いらなくなったら捨てる。

　それの何が、お互いのためなんだよ。

「行っちゃダメだ！」

　思わず口にしていた。

　行ったらもう、キミは……。きっとキミだって、怖いはずなんだ。

「早くするんだ」

　責任者を名乗る男の声。その声は、あまりに低かった。それが原因かどうかわからないが、僕の視界が再び歪んだ。

　男の顔にはもう、笑みは浮かんでいなかった。

「わかっているのか、自分の力を。その体質は人災に他ならない。いままでだって多くの人に迷惑をかけてきたんじゃないのか。これからもかけるつもりか。早くこっちへくるんだ」

　その体質のために誰かに迷惑をかける。それは、ゆずきが自身が絶対に許せないこと。

　だから、彼女の足がもう一歩前に、震えながらも進んでしまう。

「……私が行ったら、アネさんを……月丘さんを返してくれますか？」

「ああ、すぐにでも返そう。──」

　そして。

　僕はなぜ視界が歪んだかの原因に、気づくのだった。

「──あれは、いらない」

　脳に絡からみつくその言葉。

　退たい寮りようの日、僕をモノとして扱あつかったその言葉。それに引きずり出されるように、様々な記き憶おくが感情とともに蘇よみがえった。

　その言葉はたったいまアネさんに向けられ、そして、その言葉を生み出した張本人──柏木のもとにゆずきが向かおうとしている。

「ダメだ！」

　行ったら、キミは……。

　それなのに。

　ゆずきは僕の方を見てくしゃっと笑うんだ。

「大だい丈じよう夫ぶですよ、真ま春はるくん。……もちろん私のせいでこうなっちゃったんですけど。でも私、少しだけ嬉うれしいんです。最後に、アネさんを助けられる形になったので」

　でも。

　それでも僕は。

　あいつのところにキミを行かせたくなかったんだ。




　　　　◆　◇　◆




　そのときにやっと、ニナは思い至ったのです。

　自分はもしかすると、大変なことをしてしまったのかもしれないと。

　それは、双ふた子ごのお兄さんがとても悲しそうな顔をしていたからです。双子のお兄さんが悲しめば、双子も当然悲しみます。

　ニナは、それが嫌いやで嫌でしかたありません。

「やっぱり──」

　かれらをたすけることはできないでしょうカ。

　柏木に提案してみようと彼の方を見ました。彼の表情を見て、ニナの言葉が止まりました。怖かったのです。

　それは、確かに笑顔でした。

　なのに、どうしてもそれがニナには悪あく魔まの表情に見えたのです。

　ニナと同じ《ユダ》を宿す少女が少しずつこっちへ近づいてきます。

　もう、双子のお兄さんたちからだいぶ離はなれてしまいました。

　そのときでした。




「──やれ」




　柏木が言ったのです。

　すると、辺りの茂しげみから数人の黒服たちが現れました。お兄さんたちはたちまち黒服に囲まれたのです。

「……なにをしているのでスカ？」

「《ユダ》の存在を知っている人間は、あまりいない方がいい。それだけのことさ。ある程度の記憶ならば、薬剤で消すことも可能だ。もっとも、ある程度が何年分かはわからないのだが」

　その言葉に、ニナは戦せん慄りつしたのです。

　そして、

「どうせ記憶は消えるんだ」

　柏木は胸むな元もとから拳けん銃じゆうを取り出したのでした。




　　　　◇　◆　◇




　なんだよこれ。

　あまりに不意の出来事だった。

　僕と青山は、突とつ然ぜん現れた四人の男に囲まれた。そして、柏木から銃じゆうを突つきつけられている。

「真春くんっ！　青山くんっ！」

　ゆずきが叫さけんだ。

「おまえはこっちへくるんだ。約束だろ」

　物ぶつ騒そうな道具を見せてもなお、柏木は落ち着いた様子だった。

　意味がわからない。

　保護施し設せつだろ？　そんな、拳銃なんて出てくるのかよ。しかし同時に、妙みように腑ふに落ちたんだ。

『あれは、いらない』

　あいつにとって人間なんて、いるものと、いらないもの、の二種類なのだ。

　青山が臆おくすることなく一歩前へ出た。

「動くな小こ僧ぞう」

　柏木の言葉に、しかし青山はひるまなかった。

「《重複効果duplication》か」

　聞きなれない言葉だった。

　しかし、柏木の表情が明確に変わった。

「ほう、その単語を知っているのか。機密事じ項こうだと思ったのだが」

「機密事項は調べられない、とでも？」

「面白いことを言うじゃないか」

　青山はブロンドの少女に視線を向けた。

「夏前なのに肌はだの露ろ出しゆつしない恰かつ好こう。その子も《ユダ》なんだろ？」

「その通りだ。キミは面白いな」

　ブロンドの少女はさっき、千歌と菜々千のお兄さん、と言った。妹たちの、友だちなのだろう。

「その子までモノとして扱うつもりかよ」

　思わず、そう口に出していた。

　すると。

「記憶を消して帰してやろうと思ったが、キミたちは少し生意気な口を利きき過ぎたな」

　柏木は銃じゆう口こうをこちらに向け、引き金に指を掛かけた。

　ああ。

　ゆずきは遥はるか先にいる。

　彼女の力に頼たよることは、ちょっとできないみたいだ。




　　　　◆　◇　◆




　破は裂れつ音が響ひびきました。

　ニナは声にならない叫びを上げました。怖かったのです。人が死ぬのが怖かったのです。でもそれ以上に、双子の悲しむ姿が目に浮うかぶようで、それが怖かったのです。

　目から涙なみだが溢あふれだして、前がよく見えませんでした。

　柏木が静かに笑い始めました。

　そして、悪魔の言葉を口にします。

「その通り。《重複効果duplication》は研究中ではあるが、必要としている組織はいくらでもあるのさ。どんな願いでも叶かなえる魔ま法ほう、だからな」

　そして、ここでやっとニナは悟さとったのです。

　自分ももう、逃にげることはできない。

　うっすらと聞いたことがありました。




　──《ユダ》が二人いれば、キリストさえ殺すことができる




　それはおそらく、《ユダ》が二人必要だということでしょう。その話は聞きたくなかったのです。自分が特別でなければハウスから出られると思っていたのですから、その話は都合が悪かったのです。

　すがりたかったのです。ハウスから出られるという希望に。

　もう一人の《ユダ》の少女が泣いています。

　強大な力を持っていても、どうすることもできません。

《ユダ》になると、その人は他人に触ふれることができなくなります。だんだんとその人は孤こ立りつしていきます。でも、《ユダ》は一人では何も生み出せない能力なのです。

　人を孤立させるにもかかわらず。

　他人を必要とする能力なのです。

　だから、双ふた子ごのお兄さんを助けることはできない、と思いました。《ユダ》ではどうしようもない状じよう況きようだったからです。双子の泣き顔が脳裏をよぎり、自分はなんてことをしてしまったのだと、ニナは後こう悔かいとも怒いかりともつかない赤黒い感情に襲おそわれました。

　ただ。

　その感情は一いつ時ときのものでした。

　なぜならば、




　双子のお兄さんともう一人の少年が立っていたからです。




　確かに銃じゆう声せいは聞こえたのです。しかし、二人の少年は怪け我がをしている様子さえありませんでした。

　そのことに、柏木も気づいたようでした。

「外したか。運のいいガキめ」

　再び迎むかえたピンチ。結局状況は変わっていなかったのです。柏木が再び撃げき鉄てつをおこし、引き金を引いたのです。




　銃じゆう弾だんは、柏木のすぐ足元に突き刺ささりました。




「……なんだ？」

　その異変に、柏木も気づいたようでした。

　ニナには何が起こったかわかりませんでした。

　仁に王おう立ちする双子のお兄さんが、もう一人の少年に触れていました。

（これは……どういうことなのでしょうカ……）

　ニナには理解できませんでした。

　双子のお兄さんが言います。

「あのさあ、なんで《裏切り体質》が二人しかいないと思ってるわけ？」

（……え？）

　ニナは驚おどろきました。

　しかし、それ以上に驚いた人物がいます。

　柏木です。

　口と目を見開いて、震ふるえる声を上げたのでした。

「……まさか……おまえも……？」




　少女が二人のもとに走って戻もどります。

　自分も行こう、とニナは思いました。

　呆ぼう然ぜんとしている柏木を置き去りに、ニナも彼女に続くのでした。




　　　　◇　◆　◇




「おまえも……《ユダ》なのか……」

　柏木が弱々しい声を上げた。

　残念だね。

　僕は噓うそつきなんだよ。僕のできることなんて、せいぜい少し離れたところにあるモノに触れるくらい。

　でも。

　それさえできれば。




　銃口の向きを変えるなんて簡単なんだよ。




　僕は一連の柏木のやり口を見て、助かった、と思った。

　だって、本当にハウスが世の中のためにあるものなんじゃないと、確信できたんだから。

　もしそうでなければ、僕がいくらゆずきと一いつ緒しよにいたくても、彼女自ら進んでハウスに入ってしまうと思ったんだ。

　でも、そうじゃなかった。

　違ちがった。

　青山が言う。

「簡単な話さ。人の想おもいを裏切って裏切れば、単純に想い通りになるというわけだ。それをやつらは《重複効果duplication》と呼ぶ。やつらはずっと、世の中のためと言いながら、恣し意い的に探していたんだろう。利用価値のあるバーグ・ティーン、とりわけ──《ユダ》を」

　助かった。

　僕は、ゆずきと一緒にいるために。

　全力を尽つくすことができる。

　ゆずきが走り寄ってきた。

「真春くんっ！」

　涙でぐしゃぐしゃな顔を手の甲こうで拭ぬぐいながら。

「死んじゃったかと……死んじゃったかと思って……」

「泣かないで、僕は生きてる」

「でも……でも」

　そして、ブロンドの女の子が続いてやってきた。

　青山が、こっちを見た。

「おまえの想いで決めろ」

　そう言ってくれた。

　確かに、僕はずっと抱いだいていた想いがある。

　十歳のときこのハウスに閉じ込められてからずっと、変わらない想いを僕は抱き続けている。

　僕は、ブロンドの少女に訊たずねた。

「ねえ、少しだけ、協力してくれないかな」

　ブロンドの少女は迷わなかった。

　純じゆん粋すいな視線で、すぐにうなずいてくれた。

「チカとナナセのおにいサンなら、しんじられマス」

　僕は視線をゆずきの方に向けた。

「なあ、ゆずき」

　ゆずきの顔は、本当にぐちゃぐちゃだ。

「……なんですか？」

「少しの間、僕に任せてくれないかな」

「少しですか」

　ゆずきはもう一度顔を拭って、今度は力強い声で、

「私……真春くんになら、いくらでも任せられますっ」

　そっか。

　たったこれだけのことでよかったんだ。任せてくれって、僕が素す直なおになるだけでよかったんだ。

「ねえ、人ってどんなときに幸せになるか、知ってる？」

「なにを言ってる！　それより、その子たちから離はなれるんだ！」

　いまさら慌あわてないでよ。

「じゃあ、行くよ」

　そう。

　僕は『抱ほう擁ようの会』のメンバーだから。

　それなのに、たったそれだけの勇気が持てなくて。

　だからこそきっと子供だった。

　嫌きらわれるかもしれないなんて、相手を信しん頼らいしていない証しよう拠こだ。

　信じてもらうだけじゃたりない。僕が二人を信じる番だ。

　僕は、ゆずきとニナに手を回した。

「おい、やめろ」

　柏木の顔が、一気に蒼そう白はくに歪ゆがむ。

「二人とも、信じてるよ」

「はいっ」「ハイ」

　僕は二人を強く抱だきしめて、頰ほおをくっつけた。

　温かくも弱々しい二人の少女。二人も、僕を強く抱き返してくれた。

　ああ。

　そんな二人に、僕は急激に救われる。

　僕は、おそらくハウスに閉じ込められたあの日からずっと、想い続けていたことがあるんだ。

　単純なこと。

　普ふ通つうの人ならば普通にできる、ほんの小さな想い。




　──僕たちは、大切な人と一緒にいたいだけなんだ。




　青ではない。

　赤い閃せん光こうがまるで雷かみなりのようにほとばしった。

　これが──《重複効果duplication》。

「ハウスなんて、なくなってしまえ！」
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　　　　◆　◇　◆




　ニナは見ました。

　双ふた子ごのお兄さんが叫さけんだ通りになる、その光景を。

　事実、ハウスはなくなろうとしていました。

　頭を砕くだくほどの轟ごう音おんとともに。固体がぶつかるような熱波とともに。

　ハウスが、

　爆ばく発はつして、

　炎えん上じようして、

　消しよう滅めつしようとしていました。




　きっと、あの建物の中には、大勢の人がいます。




　　　　◇　◆　◇




　頭が真っ白になった。

　違うんだ。

　こうじゃない。




　あれ？

　僕は、なんと願った？

　なんと願い、二人に触さわった？

　あの中には、きっとまだ大勢の人がいる。そして、なによりも。




「アネさ──────────────────────────────────」




　勝手に、喉のどが擦すり切れるほどの声が出る。

　あの中には、彼女が。

　そのとき、場ば違ちがいな笑い声が聞こえた。

「ふふ、ははは、はっはっは！　傑けつ作さくじゃないか！」

　柏木だった。

　なんで、笑っていられるの？

「願いを叶かなえることによって、助けにきたはずの友達を燃やしてしまうんだからな！　おまえの願いは叶った！　確かにハウスは消滅したァ！」

　頭の中に、柏木の声が響ひびく。

　待ってよ。

　僕の願いは、叶ったの？

「……ところで私はずっと考えていたんだ。おまえがさっきどんな能力を使って銃じゆう撃げきを切り抜ぬけたのか。私はね、ここにやってきたバーグ・ティーンは覚えているんだ。大切なおもちゃだからな。なぁ──」

　そして、口にしたのだった。

「小早川真春」

　熱波が吹ふき下ろされて、肌はだがちりちりと焼けるようだった。

「ハウスは私のおもちゃ箱だ。それを消した罪は重い。ネタがわかればどうということはない。今度は外さないさ。思えば、ずっとそうだったな。おまえは六年前から──」

　燃え盛る炎ほのおがまるで生き物のように蠢うごめいている。

　なんで。

　なんで。

「不必要な存在だった」

　そして、男は再び僕に銃じゆうを向けた。




　　　　◆　◇　◆




　ニナは双子の家で、双子のお兄さんの話をたくさん聞かされました。

　赤いリボンの千歌は真春のことが好きなようでした。だから、楽しそうに兄の自じ慢まん話を語るのでした。

　青いリボンの菜々千は真春のことを悪く言うことがありましたが、それはどれも他た愛あいのないことでした。心の中では好きなんだな、という風にニナは感じました。

　ニナの大好きな双子。その双子が大好きなお兄さん。

　そんな人が、果たしてハウスが全焼してみんな死んでしまうようなことを願うのでしょうか。

　ニナは不思議で不思議でしょうがないのでした。




　　　　◇　◆　◇




　僕は……なんてことをしてしまったんだ。

　みんなを助けるようなことを言っておきながら、目の前で起きたのは最悪の結果だ。目め眩まいがする。倒たおれそうだ。

　いっそ倒れて楽になりたい。でも、楽になることは許されない気がして、僕はむしろもっと強い苦しみが欲しくなった。

「おまえは、そう願った」

　強く苦しまないといけない気がした。

　だから、僕に向けられた銃じゆう口こうは、あまりにも正しく見えた。

　そうだ。

　僕は撃うたれるべきなんだ。

　それなのに。




「そんなはずありませんっ」




　ゆずきが。

　そんなことを言う。

　依い然ぜん狂くるったように笑う柏かしわ木ぎを睨にらみつけている。

「なんだ。どうした、急に元気になって」

　しかしゆずきは、柏木に向けていた似合わない鬼き気き迫せまる表情をふっと解いた。

　ゆずきは、僕の方を見た。

「大だい丈じよう夫ぶですよ、真春くん」

　なに言ってるんだ。

　なに言ってるんだよ、ゆずき。

「大丈夫なわけないんだ。僕は大変なことをしてしまった。僕のせいで。僕のせいでたくさんの人が……アネさんが」

「大丈夫ですよ。私は真春くんを信じてますから」

　なんでゆずきは。

「真春くんが、こんな、みんな死んじゃうようなことを望むはずがありません」

　でも、現実は。

「真春くん、さっき言ったじゃないですか。『僕を信じて』って。だから、私は真春くんを信じてます。ねぇ、聞いてください真春くん」

　ゆずき、どうして。

「私、すご────────く疑り深いんですよっ！」

　こんなときに、なにを。

「その私が信じてるんです。だから、真春くんも真春くんを信じてくださいっ」

　ああ、そうか。

　僕は、ハウスの全焼を願うような人間だ。だから、僕を裏切ってくれれば、きっとすべてがうまくいくんだ。

　僕はゆずきに触ふれようと手を伸のばした。

　なのに、どうして。

「なにしてるんですかっ！　真春くん」

　ゆずきは手が彼女に触れるよりも先に、腕うでごと僕を抱きしめたんだ。僕が、キミに触れられないように。

「私は真春くんを信じてるんです。だから、いまは絶対に触れないですからねっ！」

　僕の背中に手を回し、ぎゅっと顔を僕の胸に押し付けた。そんな彼女が温かくて、こんなときなのに嬉うれしくて、僕は。




「おいおい、現実が見えていないのか。そろそろ終わりに──




　　　　◆　◇　◆




　辺りは燃え盛る炎がバチバチと音を立ててうるさいです。

　だから、みんな気づかなかったのもしかたないかもしれません。

　でも、ニナは気づいたのです。

　近づいてくる、大勢の足音に。




　　　　◇　◆　◇




　僕は、不意に突つき飛ばされたのだった。

　振ふり向いて、そこにいたキミを見て、僕は泣きそうになった。

「あんたたち！　あたしのいないとこでなにイチャイチャしてんのよ！」

　その声は、間ま違ちがいなく、

「アネさん！」

　信じられない。もう会えないかと思ったんだ。

「何よ！」

「無事だったの!?」

「はぁ？　無事だったらいけないわけ？」

　違ちがうよ。

　違うに決まってるじゃん！

「嬉しいんだ。アネさんが、生きていてくれて……」

「な……ちょっと……何よ急に、いつも噓うそばっかりつくくせに……。噓ばっかりつくくせに……？　噓？」

「いや！　そんなわけないだろ！　嬉しくてたまらないに決まってんじゃんか！」

　言うと、アネさんはにっこりと笑った。

「あたしもー！」

　アネさんは僕に飛びつくように抱だきついてきた。

　程ほどよい胸が僕に当たる。

　てゆーか。

「ねえアネさん……いつの間に成長されたんですか？」

　そこにいるのは、僕より少し背の低いくらいの女の子。

「なによロリコン。なんか文句あるわけ？」

「滅めつ相そうもないです」




　　　　◆　◇　◆




　大勢の人たちが雪崩なだれ込んできました。

　バーグ・ティーンのみんなでした。

　柏木と、黒服の男たちは驚おどろきき放心していました。そして、あっという間にみんなに取り押さえられたのです。それは銃を持っていたことが原因かもしれないし、日ひ頃ごろの恨うらみだったかもしれません。

　しかし、いったいぜんたいなにが起きているのでしょう。

　なぜみんな無事なのでしょう。

　ニナは近くにいた、バーグ・ティーンの少女に訊たずねてみました。

「あれほどもえているのに、どうしてダイジョブでスカ？」

　すると、彼女は首を傾かしげて言いました。

「わかんない。でも、なんだか暖かい光に守られてたの。それで、火が近づいてこなかったんだよ。みんなそうなの」

　依い然ぜんとして意味がわかりませんでした。

　しかし、ニナは少女の次の言葉で、すべてを理解しました。

「これでやっと、パパとママと、みんなと暮らせるの。あなたも早く行きましょ」

　ああ。

　双ふた子ごのお兄さんはきっと。

　みんなが大切な人と一いつ緒しよにいられるように、と願ってくれたのでしょう。
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　ハウスはなくなった。

　火事のニュースは大々的に世間に報じられ、それとともにいままで行われてきた人権を無視した入にゆう寮りよう者の扱あつかいも明るみに出たのだ。

　しかし、火事の原因だけは不明なのだそうで。




　それからなぜか、最近テレビ局が連日うちの学校に訪おとずれている。

「奇き跡せきの全身整形で小学生の見た目になった女の子を探してるんだけど、知らない？」

　と言っていたのだから、おそらくアネさんのことだろう。

　いつの間に伝わったんだろうね。

「知りません」

　というよりもむしろ、もう元に戻もどっちゃったんだけど。

「あ、そこの子、もしかして」

「わ、私は前からこんなです。ほっといてくださいっ」




　どうしてアネさんが元に戻ってしまったのかわからなかった。

　そして、わからないことはとりあえず青あお山やまに聞けばいいと思う。

「なあ、なんでかな？」

「おまえ、願ったんだろ。大切な人と一いつ緒しよにいたいって」

「……まぁ」

「小さいまんまだったら、テレビ局に連れてかれてたかもな」

　なるほどね。




　七月の初め、我が日向高校は文化祭期間まっただ中だ。僕は朝からフリーハグ──主に拒きよ否ひられる行こう為い──に精をだし、それからクラスの劇では午前の部の受付係を行った。そして正午をまわり、午後は完全に自由時間だ。

「ねえ真ま春はるくん、今度はチョコバナナが食べたいですっ」

　ゆずきは本当に楽しそうだった。彼女は早足でチョコバナナ屋台のところへ行って注文をした。どうやら作り置きがあったようで、店員の生徒はすぐに彼女に渡わたそうとした。

　しかし持つところが割わり箸ばし一本のチョコバナナでは、人と触れられないゆずきが受け取るのは難しい。おどおど固まってしまう彼女のもとへ僕は急ぎ、後ろから手を伸のばして彼女の代わりに受け取った。

　ゆずきはこっちを見て、

「すみません。気持ちがはやってしまいました」

　テレたように笑った。

　さっきは焼きそばとかお好み焼きとかだったから、普ふ通つうに受け渡しできたもんね。お金も、この文化祭では大きめのチケットだし。

　それにしてもゆずきって。

「意外と食べるんだね」

「ち、違うんですよ真春くんっ！」

　ゆずきは真まっ赤かになった。

「私、知らなかったんですよ。こういう、屋台の食べ物がこんなに美お味いしいなんてっ！」

　うん。

　そうだね。

「僕も知らなかった」

「またー、噓ばっかりっ！」

　違ちがうよゆずき。噓じゃない。

　キミと一緒に回って、キミと一緒に食べる屋台の食べ物がこんなに美味しいってこと、僕は初めて知ったんだ。

　さすがにそんなこと、言えないけどさ。

「あ、そろそろアネさんの舞ぶ台たい、午後の部が始まりますねっ！　行きましょうっ！」

　ゆずきは僕の袖そでを指先で摘つまんで、ピンピンと二回引っ張った。

「うん」

　彼女は少し先へ行っては振ふり返り、

「──もうっ！　早くしないと遅おくれますよっ！」

　早く早くと僕を急せかす。置いてかないでよ。まだもう少しだけ時間はあるからさ。僕は、キミと並んで歩きたい。

　ちょっと、いたずらをしてみた。

　初夏の乾かわいた空気に、小さな青い火花を弾はじけさせる。すると、僕の手の中にゆずきの手の感かん触しよくが生まれた。

　だからきっと、ゆずきも僕を感じてくれていると思う。

　ゆずきは立ち止まってまっすぐこちらを見た。そんな彼女に僕は追いつく。僕たちは、並んで歩く。

「ねえ、真春くん」

「ん？　なんだい？」

　彼女は満面の笑みを浮うかべながら、楽しそうに言い切った。

「なんでもないですっ」

　僕たちはまだ、直接触ふれることさえできない。まだ、なにも解決していないかもしれない。

「なんだよ。気になるだろ」

「なんでもないですよーですっ」

　でも。

　今日、この瞬しゆん間かん。

　僕はゆずきと、最初で最後の高一の文化祭を一緒に楽しもうと思った。
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　　　　◆　◇　◆




　と、話を締しめようというわけにはいきません。

　なぜならば、これは小こ早ばや川かわ真春の物語ではないからです。




　ハウスが炎えん上じようしたニュースは瞬またたく間に全国に伝わり、入寮者は一いつ斉せいに地元に帰ることができました。

　それはニナも例外ではありません。

　ニナの両親はすぐにニナに会いに来て、彼女を連れて家に帰りました。触れることはできないままですが、それでも一緒にいるということは彼女にとって心穏おだやかになる出来事でした。いずれ、ニナは双ふた子ごと再会することでしょう。

　今回、ニナにはよく働いていただきました。




　ニナのお陰かげで、僕の計画がすべてうまくいったというものです。




　もっとも、きっかけを与あたえるだけですべて動き出すことはわかっていたのです。僕がしたことといえば、ハウスで暮らすニナを突つき飛ばして職員にぶつけ、彼女を逃のがしたことだけでした。

　それだけで、僕はこの窮きゆう屈くつなハウスを消し去ることに成功したのです。

　言い換かえればつまり。

　ハウスを消し去ったのは僕だということです。




　それにしても、《ユダ》とはなかなか面おも白しろい能力だと思います。特に《重複効果duplication》という考え方は便利です。楽しそうです。

　いずれ、直接使わせてもらいましょう。

　この僕のバーグ・ティーン。

　──《神視点アービチユラリ・アイ》を使って。







　あとがき




　何かが変わるんじゃないかと思って小説を書き始めました。

　変わりました。

　具体的には、椅い子すに座る時間がすごく増えました。

　

　皆みな様さまはじめまして。このたびスニーカー大賞《優ゆう秀しゆう賞》を頂きました、川かわ崎さき中あたりと申します。

　少し思い出話をします。

　この本が出版される十一ヶ月ほど前、私はネットで自作が一次選考を通過したのを発見しました。当時、私はスニーカー大賞に応おう募ぼしたはいいものの、正直に申し上げればあまり自信はありませんでした。

　スニーカー大賞は一次選考の時点でだいぶ数を絞しぼるので、一次通過すればラッキーだな、くらいに考えておりました。だから、一次通過したとき私はとても嬉うれしかったです。

　嬉しかったのですが、同時に「ここまでだろうな」と高をくくっておりました。どうせ二次選考で落ちるだろうと。もし仮にもっと自信があれば、一次通過した時点で、翌月の二次通過作品発表までの期間、私はそわそわしたかもしれません。しかし、通らないと決めてかかっていたため、私は思いのほかそわそわしませんでした。

　はっきり言ってしまえば結果さえあまり気になりませんでした。それからのひと月の間、「二次選考の結果発表されてないかなー」と毎日五回確かく認にんする程度しか気になりませんでした。選考に落ちて絶望する夢を見て冷ひや汗あせで飛び起きるくらいにしか気になりませんでした。

　しかし一次選考発表からひと月が経たち、私は奇き跡せき的に二次選考通過作品として名を連ねる自作をネットで発見したのです。とても驚おどろきました。わめきました。また、驚きはそれだけではありませんでした。なんと、その日のうちにスニーカー文庫編集長様より最終選考に残ったとのご報告を頂けたのです。わめきました。近所の皆様、うるさくしてごめんなさい。

　そしてそれからひと月の間なんやかんやありまして、受賞の知らせを受け取り、今日まで出版するために準備を重ねて参りました。

　これほど長時間椅子に座る日々を人生で迎むかえられたことを、私は誇ほこりに思います。




　ということで『裏ギリ少女』、いかがでしたでしょうか。あるいはこれから読まれるのでしょうか。

　最近は、まずあとがきを最初に読んで、それで本文を読むかどうか決める読者様がおられるようです。そういう方にはもう土下座するしかないような出来のあとがきなんですけれども、しかしもしこのあとがきを読んでそれから本文を読まれる方がいるとすれば、あとがきといえどネタバレには気をつけないといけないですね。ちなみに犯人は鈴すず木きです。※噓うそですそもそも鈴木なんて出てきませんしだいたいミステリーじゃないです




　それはさておき、最後に謝辞を。

　まず、私の拙つたない作品を拾って下さったスニーカー文庫編集部の皆様、選考委員の先生方。皆様のお陰かげで、私はいま貴重な経験を積むことができています。この御ご恩おんを返せるよう、これから精しよう進じんいたします。

　担当編集のＩ様。こちらの至らなさゆえ打ち合わせの電話でいつもヘコむのですが、しかし「この作品を面おも白しろくするために」だけではなく、「川崎が作家としてやっていくために」を教えて下さるＩ様にご担当頂けて、私は本当に幸せです。

　イラストのＴＥＬ‐Ｏ様。ＴＥＬ‐Ｏさんの素す敵てきなイラストが届くたび、私はまた頑がん張ばろうと思えます。しかし、いまＰＣの壁かべ紙がみはＴＥＬ‐Ｏさんのお陰でとても華はなやかで、私はそのイラストを見ようと頻ひん繁ぱんにエディターを閉じるので、ぜんぜん仕事が進みません！

　それから私を支えて下さったリアルの知人、あるいはネット越ごしの方々。やっとスタートラインに立った私を、どうかこれからもよろしくお願いいたします。

　その他ほか、ここには挙げきれない程多くの方のご尽じん力りよくでこの本は成り立っており、そしてついにあなたに手に取って頂くことができました。感謝とともに、次巻も手に取って頂けるよう、これから私は頑張ります。どうか末永くお付き合い頂けますよう、真ま春はるたちの物語を温かく見守って頂けたら幸いです。




　　二〇一二年　十二月


川崎　中　　


















本書は、第十七回スニーカー大賞（選考委員：岩いわ井い恭きよう平へい、竹たけ田だ靑せい滋じ、ＴＨＯＲＥＳ柴しば本もと／二〇一二年五月発表）の優秀賞受賞作「裏ギリ少女」を加筆・修正したものです。
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